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昭和47年度中央道用地内埋蔵文化財包蔵地発堀調査の一環 として、 飯′田市 地 内その 2(阿智・山本・

伊賀良・座光寺)17遺跡 の発堀調査が 4月 10日 から7月 22日 にかけて実施 された。       |

この山本・伊賀良地区は、久米川・飯田松川の堆積 による新期扇状地 が本曽山脈山麓 に広が り、東方 に

続 く数段 の段丘面 と、西南方 l・三形成 された盆地状の地形や、中期・古期扇状地の入 り組む複雑 な地形 を示

し、そのひとつひとつの扇状地や台地 には、それぞれ遺跡 が存在 し古 くか ら考古学上注 目された地域であ

る。中央 自動車道は、山本地区では山麓 に近い台地状 を、伊賀良地区で、新期扇状地の中央部 を横切 るた め、

縄文時代から歴史時代の集落址の存在が予想 され、今回の発堀調査 には大 きな期待 がかけられていた。

発堀調査の結果は、報告書に見 られるように、山本石子原遺跡で発見 された前期旧石器は、その後の第

2次調査 にその解明を待つ ようになり、同遺跡 の縄文時代早期の土墳群 と土器片・石器の多量発見、弥生

時代の方形周溝墓群 と古墳 との関連性の解 明、縄文時代前期・中期の集落立地 を知 る柳 田・上の平東部・

滝沢井尻 0小垣外遺跡、弥生時代後期 から古墳・平安時代 にかけての集落構成 を把握で きた飯 田インター

付近の遺跡群、同遺跡群 においては、中世住居址群 と、柱穴群や特殊遺構 の確認 さえあって、学界に新知

見をもた らす ものが多 く、調査の成果は極 めて多大であった。

報告書刊行 に当って、この発堀調査の実施 に深いご理解 をいただいた日本道路公団名古屋支社、同飯田

工事事務所、余寒 まだ去 りや らない 4月 から炎暑の きび しい 7月 にかけて、長期間この調査 に精励 された

大沢団長 を始めとす る調査団の各位、この調査 にご協 力いただいた、長野県飯 田中央道事務所、飯田市お

よび阿智村当局等関係各位 に対 し、深甚 な謝意を表する次第である。

日召禾日481巨 3月 20日

長野県教育委員会教育長 小 松 孝 志
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本書は、昭和47年度に日本道路公団と長野県教育委員会との契約に基づいた発堀調査のうち、飯田市

地内その 2の調査報告書である。

本書は、契約期間内 (昭和48年 3月 2σ白)に まとめることが義務づけられており、なお、調査団 (飯

田班)は三か所の調査及び整理を1し ているため、整理期間内:に 資料をまとめるのがやっとであり、そ

の上、本年は飯田本部のなくなることもあつて、1調査結果についての充分検討・研究することはでき

ない。調査によって検出された遺構・遺物をより多く図示することに重点をおいた。本年は住居址内

,出土石器 について図示 をセ レク トした。 石器種別の出土数 については表 を参照 してほしい。編集 は

神村があたつた。

遺構図 において、 ドッ トは焼土 を示す。埋甕 は0と 、O(伏 甕)で表示 してある。 ピットの深 さは数

字で表示 しである。縮尺 については図に示 してある。

図面作成 については、調査員が全員であたった。

石器の実測図の中で「特殊磨石」 については、A面す 巾0.5～ 3 cm前後の磨面、B面― A面以外の磨面

、C部す 敲打器 として使用 している面、D部す凹石 として使用 された凹部、E部一台石 として使用 され

たダメージ部 と区別 し、A～Eの記号で表示 してある。

遺跡の担当者の分担は、調査員協議 して決め、それぞれの文末 に文責 を記 した。

遺物や関係図面、諸記録 は、飯 田市仲之町の下伊那教育会南別館の土蔵 に保管 してあり、遺物の一部

は同所の教育参考館 に展示 してある。

口
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調 査 状 況

1調 査 に い た る ま で

中央道関係の経過

ア 整備計画とその経過

昭和32年 4月 、高度経済成長政策の一つ として「国土開発縦貫自動車道建設法」が公布 され、その中の

一つに中央自動車道予定路線も発表された。その後ミ諏訪回 り案に改正 され、本線を西の宮線、岡谷から

分岐 し長野へ通ずるものを長野線 と呼ぶ。昭和41年 7月 1こ 五縦貫道整備計画が決定され、その後道路整備

施行命令が日本道路公団に出されてぃる。中央自動車道西の宮線は、小牧・東京間やく 360km、 その うち

長野県内は、岐阜県中津り|1市から恵那山 トンネルで伊那谷に通 じ、天竜りIIに沿 って北上 し、諏訪盆地を横

切 り、八ケ岳山麓を通って山梨県に至るや く 122kmと なっている。

昭和41年、 日本道路公団名古屋支社は飯田市に飯田工事事務所を設置 し、その後の進展 に伴い恵那山 ト

ンネル東工事事務所、伊那市・諏訪市にも工事事務所が設けられた。長野県でもこれに口乎応 して、県庁内

に長野県中央道建設対策本部が組織され、企画部 に中央道課が、その出先機関として中央道事務所が、飯

田・伊那・諏訪 3市 に置かれた。このような現地体制の整備 につれて、ルー ト発表・立入測量 0設計協議・

巾杭設置そして用地買収へ と業務は段階的に進むのではあるが、現実は遅々として進まず、年月を費やし

ていたが、昭和45年頃から用地買収も進展 し、それに伴って全線がいくつもの工区に分けられて本線工事

が発江されている。昭和42年 3月 恵那山 トンネル補助 トンネルエ事が始まり、昭和44年 11月 には恵那 トン

ネル本線 トンネルエ事に着手 し、昭和45年 に|ま 阿智工区から本線工事に入っている。昭和47年後半になる

と埋蔵文化財発掘調査の終 るのを追い駆けるように、飯田・高森・松川・飯島・駒ケ根工区には大形機械

が導入 されて整地作業がなされ、長期間人手をかけて掘 りあげた遺跡が、短時日のうちに姿を消 している。

ここで問題になることは、日本道路公団から施工業者への工事仕様書の中に、調査予定の埋蔵文化財包蔵

地が言己載されていないことがあつて、工事によって発掘調査前の遺跡が破壊 された例のあったことである。

イ 埋蔵文化財の対策とその経過

縦貫道計画が発表 された昭和41年頃、開発が全国的に広まりだして、各地で文化財保護 についての問題

が取 りあげられていた。文化財保護委員会 (現文化庁)では、開発機関との間でその保護 についての調整

を計っていた頃であったので、日本道路公団との間で、昭和42年 9月 に「日本道路公団の建設事業等工事

施工に伴 う埋蔵文化財包蔵地の取扱いに関する覚書」を取交 した。それより先、昭和41年 には、中央 自動



ヽ
べ

車道関係県文化財主管課協議会 を開催 し、文化財の取扱いについて打合せている。県教育委員会では、昭

和42年 に入 って関係市町村連絡協議会を、飯 田・伊那・諏訪 3地区で開 きその対策 を打合せる。 さらに、

昭和42年国庫補助事業 として、中央 自動車道用地内とその周辺の遺跡分布調査 を実施 し、下伊那地区 147

遺跡、上伊那地区 112遺跡、諏訪地区90遺跡計 349遺跡 を確認す る。その後 ルー ト発表 に伴い補足調査 を

実施 し、中央道用地内には、下伊那地区で63遺跡 (含斜坑広場 )、 上伊那地区83遺跡、諏訪地区44遺跡の

計 190遺跡の存在を知 る6分布調査では埋蔵文化財 を除 く文化財 につ いても調査 しているが、その取扱 い

については '「覚書」 に触れ られていないこともあって、関係市町村教育委員会 にその交渉 が任せ られてい

る。「覚書」 にもとづいて、埋蔵文化財包蔵地 (以下「遺跡」 とい うDの取扱いについては、その下交渉

及び発掘調査 は各県教育委員会が当ることになっており、文化庁の指導 もあって、長野県が中心 となり愛

知 0岐阜・山梨の 4県で「中央 自動車道関係県文化財対策連絡協議会」 を持 ち、 この会には日本道路公団

関係者 も加って、昭和 42、 43、 44年 に開催 されたが、管轄公団支社の業務進展 がまちまちであり、各県の

取 り組み方 も二様で ないため、充分 な連絡調整 もで きない うちに、愛知 0山 梨・岐阜県の順で、路線内の

遺跡発掘調査 が開始 されていった。

導跡の取扱いについては、「覚書」の中で、A・ 路線計画からはずす もの、B・ 路線計画の中に入れる

が保護するもの、C・ 路線計画の中に入れ、事前 に発掘調査 をし記録 して保存するものの 3区分 されてい

る。それに基づいて、中央 自動車道地内遺跡 についても、AOBOCの 3区分 されていたが、/路線決定の

後ではミその変更が容易でなく、結局 190遺跡すべてCと なった。 この最終決定は、県教育委員会の意見

聴取 に基づいて文化庁で なされる。 これらの遺跡の発掘調査 は、 日本道路公団が費用負担 して、県教育委

員会 と契約 して実施す るように「覚書」で きめ られている。 しか し、県教育委員会では、直営の発掘調査

体制を組織す ることが困難で あるとの立場 から、「長野県中央道遺跡調査会」 を結成 し、その中に遺跡調

査団をおいて業務 を遂行す ることにし、そこへ指導主事 を調査主任 として出向 させ ることにした。

この調査体制が確立す る前の昭和45年 3月 に、飯 田市上飯 田地区の 2遺跡 (さ つみ・古屋垣外)の発掘

調査が行 なわれた。 この調査 は、年度末 も迫 っているため県教育委員会が受託す ることは困難 なためと、

試み的な意味 もあって、「長野県中央道遺跡調査会」 を結成 し、同調査会が受託 して実施 した。暫定的 な

措置であったが、長野県下最初の中央道用地内埋蔵文化財包蔵地の発掘調査である。

同年 4月 から、本格的 な発掘調査体制確立のために、県教育委員会社会教育課 (後 に文化課 に独立)で

は、担当指導主事 を 2名増員 し、 4名 とす る。一方では、各地区の関係市町村教育委員会 との打合せ会 を

持 ち、 日本道路公団名古屋支社 との協議 も具体化 し、 6月 と 7月 の現地協議 によって昭和45年度の調査地

区も決定 した。そこで、 7月 には「長野県中央道遺跡調査会」 を再結成 した。

昭和45年度は
′
、 8月 に下伊那郡阿智村地内 7遺跡 (調査費 179万円)、 9月 に飯 田地内その 1地区10遺

′
跡 (調査費1590万円)の発掘調査委託契約 を相次いで結び、 9月 2日 には、下伊那郡阿智村川畑遺跡 にお

いて、長野県下中央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査の鍬入式 を挙行 している。翌 9月 3日 から2班編成の調

査団によって発掘調査 を開始 している。10月 に上伊那郡宮田村地内その 1地区 6遺跡 (調査費 500万円 |

の発掘調査委託契約 を結び、昭和46年 3月 45年度の業務 を完了 した。

昭和46年度は、 4月 に、上伊那郡飯島町内その 1地区 (調査費1224万円)、 8月 に下伊那郡高森町内そ

の 1地区 (調査費3120万 円)、 9月 に下伊那郡阿智村園原斜坑広場 その 1杉の本平遺跡 (調査費 730万円 )



の発掘調査委託契約が結 ばれ、発掘調査 が進 められている。 なお上伊那郡中田切川橋梁工事先工 に伴 う上

伊那郡飯島町内その 2久根平遺跡 (調査費 123万円)の発掘調査委託契約が、 9月 に結ばれ、特設調査団

が組織 され調査 を完了 している。

昭和47年度は、買収契約 も進展 し、上下伊那郡下の各工区において工事発注が続出する年 とあって、県

教育委員会文化課 においては、担当指導主事 を 3名 増員 し、 4班編成の調査団を組織 し、飯田・下伊那地

区に 2班、伊那・上伊那地区に 2班づつ常駐 させて発掘調査 に当っている。 4月 に飯田市内その 2地区17

遺跡 (調査費2367。 5万甲)、¬、■伊那郡飯島町内その 3地区 8遺跡 (調査費 677。 1万円)、 伊那市西春近地

区18遺跡 (調査費3361.6万 円)の発掘調査委託契約が成立 し、広範囲にわたる発掘調査が開始 されている。

さらに、下伊郡郡高森町内その 2地区 5遺跡 (調査費2002万 円)、 下伊那郡松川町内12遺跡 (調査費1864.3

万円)、 駒ケ根市内 8遺跡 (調査費 563。 5万円)の発掘調査委託契約が 7月 に成立 してぃる。 8月 には、

上伊那郡南箕輪村内その 1地区 5'遺跡 (調査費1051。 5万円)の発掘調査委託契約が結 ばれている。 さらに

飯田市山本地籍石子原遺跡 において多量 に発見 された石器群 は、中期 ローム層包合の旧石器 として、その

重要性 が認め られて第 2次調査の再協議が成立 し、飯田市内その 3(調査費 410万 円)と して発掘調査委

託契約が結 ばれている。10月 には上伊那郡南箕輪村内その 2地区 4遺跡 (調査費 514.4万 円)と 、上伊那

郡の天竜川橋梁工事 と辰野町平出陸橋工事 に伴 う辰野町内その 1地区 3遺跡 (調査費 497.2万 円)の発掘

調査委託契約が成立 してぃる。本年度調査 された遺跡 は、数 にして81、 面積 にして132180ぽ と広大である

ばかりでなく、遺構・遺物の発見 も膨大 にして、発掘調査の成果 も多大である。45年発掘調査開始以来 3

年 目を終 ろうとしている今 日、出土遺物の累積 も予期以上 に多 く、関係市町村当事者や、考古学者等から

その資料の保存・活用の方途 についての要望 が提出 されている。中央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査 も、昭

和48年度の上伊那地区北半 と、諏訪地区の調査や、やがて予想 される長野線の発掘調査 を含めて、新 しい

局面 を迎 えているように思 える。

ウ 中央道関係の経過一覧

この経過一覧は、前項のもの と重複するものも多いが、10数 年 にわたる道路建設の過程 と発掘調査の経

過 は、将来活用 されることがあろ うと思われるので記載 した。中央道建設法案 とそれに基づ く機関、県の

対策機関設置、ルー ト発表の経過、文化財保護のための諸協議・諸会合、発掘調査 に関す る経過 について

は全部載録 した。用地買収契約および工事着工 については、最初のものだけ記載 した。 なお、発掘調査委

託契約地区名について、昭和47年度から呼称 が変っているか、ここでは従来の例 にならっている。

32・ 4016 国土開発縦貫 自動車道建設法の公布 (施行同年 7月 31日 ),

3207・ 25 中央 自動車道予定路線 を定め る法律制定

39・ 6016 国土開発縦貫 自動車道建設法の一部改正により、中央 自動車予定路線は:諏訪回 りに改正

4107025 五縦貫道整備計画決定、道路整備施行命令が 日本道路公団に出る。
〃 08012 長野県中央 自動車道対策協議会開催

〃・ 8・ 12 恵那山 トンネル立入測量開始

〃・ 9022 中央 自動車道長野県建設協力会開催

〃 09・ 30 下伊那郡阿智村の一部、飯 田市、鼎町 (14km)ルー ト発表

卜も-3-



41011016 長野県中央道建設対策本部設置、県企画部に中央道課および飯田中央道事務所設置

〃 012・ 15 中央 自動車道関係県文化財主管課協議会開催 (東京 )

4202・ 14 中央道建設用地内文化財の取扱いについて関係市町村連絡協議会開催 (下伊那地区 )

〃・ 2021       〃                〃        (上 伊那地区 )

〃・ 2・ 22     〃            〃      (諏 訪 地 区 )

〃 03023 恵那 山 トンネル (4.7km)ルニ ト発表

〃 03028 下伊那郡上郷町・飯 田市座光寺・高森町 0松川町 (14.5km)ル ー ト発表

〃・ 3・ 31 恵那 山 トンネル補助 トンネルエ事着工

〃 04015 文化庁で中央 自動車道用地内の埋蔵文化財保護対策打合せ会開催

〃 05・ 4 伊那 中央道事務所設置

〃 05030 中央道建設地域内埋蔵文化財分布調査費国庫補助 申請

〃・ 6013 中央 自動車道関係県文化財対策連絡協議会開催 (第 1回  長野県庁 )

〃 08・ 1 下伊那地区中央道建設用地内理蔵文化財緊急分布調査 調査遺跡数  147

～12                       (団 長   大沢和夫 )

〃 01101 上伊那郡飯島町・駒 ヶ根市・宮田村・伊那市・南箕輪村 (36.6km)ルー ト発表

〃 011010 上伊那地区中央道建設用地内埋蔵文化財緊急分布調査 調査遺跡数 112

～26                        (団 長   林 茂樹 )

″ 011027 諏訪地区中央道建設用地内埋蔵文化財緊急分布調査 調査遺跡数 90

～12・ 15                       (団 長   藤森栄一 )

〃 012016 下伊那郡阿智村殿島・智里地区 (5。 65km)ルー ト発表

43・ 2:27 公団名古屋支社 と中央道埋蔵文化財の保護措置について協議 (43年 の発掘調査について )

〃 03050公 団本社 と保護措置について協議 (43年 の発掘調査について )

〃・ 7023 下伊那郡阿智村智里殿島地区、県内の トップをきって用地買収契約成立

〃・10012 中央 自動車道関係県文化財対策連絡協議会開催 (第 2回  松本市 )

44・ 3018       〃          〃   (第 3回 岐阜市 )

〃・ 7・ 15 公団名古屋支社 と協議  (飯 田市上飯 田地区の発掘調査について )

〃・ 8・ 12 上伊那郡農野町 (8 km)ルー ト発表

〃・1003 飯 田市上飯 田地区 3遺跡について公団名古屋支社か ら意見聴取 (県 教委回答 12011)

〃 01008 中央道関係市町村教委連絡協議会開催 (飯 田市 )

〃・10020 飯田市上飯 田地区 3遺跡について公団名古屋支社 との現地協議

〃 010031 中央道関係市町村教委連絡協議会開催 (伊那市 )

〃 :11011 恵那 山 トンネル本線 トンネルエ事起工式

〃・12011 公団名古屋支社 と協議 (45年 の発掘調査について )

4501029 諏訪郡富士見町 (11。 2km)ルー ト発表

〃 0202 公団名古屋支社 と協議  (上飯 田の 3遺跡 と45年 度の発掘調査につ いて )

45・ 2023 岡谷市 と諏訪市の一部 (1,4。 7km)ルー ト発表



4502024 下伊那郡阿智村殿島地区において、県下最初 の平地地区本線工事開始

〃・ 2・ 27 長野県中央道遺跡調査会結成 (飯 田市上飯 田地区の調査に限る )

〃 。302 公団名古屋支社 と長野県中央道遺跡調査会 との間で、上飯 田地区 2遺跡の発掘調査委託契約

成立 (委託金額 80万円 )

〃 0305 飯 田市上飯 田地区さつみ・古屋垣外遺跡の発掘調査開始 (～ 3021)(団 長 大沢和夫 )

〃 03031 飯 田市上飯 田さつみ・古屋垣外遺跡発掘調査報告書干J行

〃 04022 公団名古屋支社 と協議  (45年度の発掘調査 について )

〃・ 4023 上・下伊那地区申央道用地内遺跡視察 (県教育委員会担当者 )

〃 0508 下伊那郡阿智村～松川町間 (57遺 跡 )埋蔵文代財包蔵地についての意見聴取 (県教育委員会

回答  5026)

〃 05014 中央 自動車道西の宮線起工式 (於多治見市 )

〃・ 601 公団名古屋支社 と協議  (発掘調査上の問題について )

〃・ 609 下伊那地区中央道関係市町村 と文化財保護 打合せ会開催 (飯 田市 ヽ

〃・ 6011 下伊那郡阿智村 7遺跡 `飯田市 (上飯 田・座光寺 )7遺 跡・鼎町 2遺跡・上郷町 1遺跡にう
)

～12 いて、公団名古屋支社 と現地協議

〃・ 6   昭和45年度中央道用地内埋蔵文化財包蔵地発掘調査予算案 を 6月 県会に提 出

〃・ 6029 上伊那地区中央道関係市町村 と文化財保護打合せ会開催 (伊那市 )

〃 06030 諏訪地区中央道関係市町村 と文化財保護打合せ会開催 (諏訪市 )

〃 07・ 8 上伊那郡宮田村地内 7遺跡について、公団名古屋支社 と現地協議 (二 10日 )

″・ 7022 長野県中央道遺跡調査会結成準備会・第 1回理事会開催 (飯 田市 )

〃・ 8017 下伊那郡阿智村地内「7遺跡の発掘調査委託契約成立 (委託金額  179万円 )

〃 0901 飯 田地区その 1地内10遺跡の発掘調査委託契約成立 (委託金額  1590万 円 )

〃・ 9・ 2 中央道用地内埋蔵文化財包蔵地発掘調査鍬入式挙行 (下伊那郡阿智村小野川川畑遺跡 )

〃 090_3 下伊那郡阿智村地内 7遺跡 (川 畑・北垣外・橋場・矢平 Ⅱ・杉 ヶ洞・宮の脇・坊塚 )発掘調

査開始 (終了 9022)

〃 0903 岡谷市内中央道建設用地内埋蔵文化財分布調査 (～ 5日 )

〃 0905 伊沢県教育長、下伊那郡阿智村川畑・北垣外遺跡視察

〃・ 907 諏訪郡富士見 町内中央道建設用地内埋蔵文化財分布調査 (～ 10日 )

〃 0908 田中県教育次長、下伊那郡阿智村川畑・北垣外遺跡視察

〃 09022 飯田地区その 1地内10遺跡 (山岸・天伯 B・ 権現堂前・さつみ・赤坂・宮崎A・ 宮崎B・ 大

門原B・ 大門原D・ 大久保 )の発掘調査開始 (終了4601018)
〃・10019 上伊那郡宮田村地内 6遺跡 (高河原・釈迦堂・宮の沢・乖宮神社東・夫伯古墳・円通寺 )の

発掘調査開始 (終了45012018)

〃 010048 公団名古屋支社総務部長・田中県教育次長 _~・目t堂 前・大門原B遺跡視察

〃 010029 公団名古屋支社副支社長 t大門原B・ 大門原D遺跡視察 ―

″・11016 長野県中央道遺跡調査会第 2回理事会開催 (飯 田市座光寺大門原B・ 宮崎A、 上伊那郡宮田



村天伯古墳視察、理事会宮田村福祉センター )

45・ 11017 公団名古屋支社 との協議  (昭和46年度発掘調査地区の選定について )

〃 11028 下伊那郡阿智村地内発掘調査報告会開催 (下伊那郡阿智村智里東小学校 )

〃・1205 上伊那郡宮田村地内発掘調査報告会開催 (上伊那郡宮田村福祉センター )

〃 012025 茅野市・原村・諏訪市の一部 (12.4km)ルー ト発表、これをもって県内や く122kmの ルー ト

発表完了

4601012 伊沢県教育長 、下伊那郡鼎町山岸遺跡視察

〃・ 201 公団名古屋支社 と協議  (昭和46年度の発掘調査地区について、飯 田市山本・伊賀良地区用

地内遺跡視察 )

〃・ 202 下伊那郡高森町・松川町・上伊那郡飯島町地内遺跡について、公団名古屋支社 と現地協議 (昭

和46年度発掘調査地区決定 )

〃・ 2028 上伊那郡宮田村地内中央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書刊行

〃 03011 飯 田地区その 1発掘調査報告会開催(公団 0各事務所・市町村教委に対 して )

〃 03015 飯田地区その 1発掘調査報告会開催 (一般公開 )

〃 03020 飯田地区その 1中 央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書干J行

〃 0401 飯島町地内その1地区(七久保 )7遺跡の発掘調査委託契約成立 (委託金額 1224万 円 )

〃 04012 飯島町地内その 1地区 (七久保 )発掘調査団結団式挙行 (飯 島町役場 )

〃・ 4013 飯島町地内その 1、 7遺跡(鋳物師原・鳴尾天白・鳴尾・尾越・道満・北原東・小段遺跡 )

の発掘調査開始 (終了46・ 703)

〃 04026 長野県中央道遺跡調査会第 3回理事会開催 (伊那市上伊那郷土館 )

〃・ 5024 恵那山 トンネル斜坑 口および土捨場問題協議会、長野県庁企画部長室で開催 (公 団名古屋支

社、恵那山 トンネル東工事事務所、阿智村教育委員会、同建設課、長野県中央道課、飯 田中

央道事務所、下伊那地方事務所商工建築課、飯田教育事務所、長野県教育委員会 )

〃 0607 下伊那郡阿智村園原杉の木平・児の宮遺跡緊急分布調査 (～ 8)

〃・ 6016 公団本社 0同名古屋支社 と協議 (下伊那郡阿智村園原恵那山 トンネル斜坑 口と土捨場予定地

の保護措置について )

〃 07・ 1 公団名古屋支社か ら恵那山 トンネル飯 田方斜坑広場 (杉 の木平遺跡 )埋蔵文化財について意

見聴取

〃・ 7015 飯島町地内その 1発掘調査報告会 開催 (飯 島町役場七久保支所 )

〃 07020 公団名古屋支社総務部長 と県教育長の協議 (恵那山 トンネル斜坑土捨場問題について )

〃・ 801 下伊那郡高森町地内その 1(10遺跡)の発掘調査委託契約成立  (委託金額 3120万 円 )

″・ 806 下伊那郡高森町地内その 1地区発掘調査団結式 と打合せ会 (高森町役場 )

〃 08010 下伊那郡高森町地内その 1地区、10遺跡 (弓 矢 0無縁堂・神堂垣外・鐘鋳原 A・ 瑠璃寺前・

大島山東部・赤羽根・出原西部・出早神社附近・正木原 I)発掘調査開始 (9014中 断、100

23再開、終了4701014)

〃・ 8018 恵那山 トンネル飯 田方斜坑広場埋蔵文化財保護措置について県教委回答
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公団名古屋支社 と恵那山 トンネル斜坑広場 (杉の木平遺跡 )の現地協議

公団名古屋支社 と上伊那郡飯島町地内その 2(久根平遺跡 )の現地協議

伊沢長野県教育長、下伊那郡阿智村杉の本平遺跡 0高森町鐘鋳原遺跡視察

下伊那郡阿智村甲原斜坑広場 その 1(杉の木平遺跡 )発掘調査打合せ会 (阿智村駒場公民館 )

下7那郡阿智付園原斜坑広場 その 1(杉の木干遺跡 )の 発掘調査委託契約成立 (委託金額730

万円

赤尾長野県教育次長、下伊那郡高森町鐘鋳原遺跡視察

下伊那郡阿智村園原斜坑広場 その 1(杉の木平遺跡 )発掘調査開始 (終了 11・ 1)

上伊那郡飯島町地内その 2(久根平遺跡 )委託契約成立  (委託金額 123万円 )

上伊那郡飯島町地内その 2(久根平遺跡 )発掘調査開始 (終了10013)

長野県議会社会文教委員会―行下伊那郡高森町瑠璃寺前遺跡視察

長野県中央道遺跡調査会第 4回理事会開催 (高 森町畜産センター )

飯 田市山本・伊賀良12遺跡、下伊那郡鼎町 1遺跡について公団名古屋支社 と現地協議

下伊那郡高森町地内 4遺跡、裕川町地内10遺 跡、上伊那郡飯島町地内 8遺跡、宮田村地内 1

遺跡、駒 ヶ根市地内 8遺跡について公団名古屋支社 と現地協議

伊那市西春近地内18遺跡について公団名古屋支社 と現地協議

上伊那郡飯島町地内その 1中 央道埋蔵文イヒ財包蔵地発掘調査報告書刊行

上伊那郡飯島町地内その 2(久根平遺跡 )中央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書刊行

下伊那郡高森町地内その 1中 央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書刊行

下伊那郡阿智村斜坑広場その 1中 央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書干U行

下伊那郡阿智村園原斜坑広場 (杉の木平遺跡 )発掘調査報告会開催 (智 里西診療所 )

下伊那郡高森町地内その 1地区発掘調査報告会開催 (高森中学校 )

園原斜坑広場 (杉の木平遺跡 )、 高森町地内その 1地区発掘調査報告会開催 (一般公開 )

飯田市内その 2地区 (17遺跡 )の発掘調査委託契約成立    (委 託金額 '2367.5万 円 )

飯島町内その 3地区 (8遺跡 )の発掘調査委託契約成立    (委 託金額  677。 1万円 )

伊那市西春近地区 (18遺跡 )の 発掘調査委託契約成立    (委 託金額 3361.6万 円 )

飯田市内その 2地区発掘調査打合せ会 (飯 田合同庁合 )

飯田市内その 2地区ほか下伊那地区発掘調査団結団式挙行 (飯 田合同庁合 )

飯田市内その 2地区、17遺跡 (か ぶ き畑 0柳田・山田・石子原・石子原古墳・ようじ原・上

の平本部 et山 ・六反田・滝沢井尻・小垣外・三壷淵・上の金谷・辻垣外・大東・酒屋前・

大門原 B)の 1発掘調査開始 (終 了480207)

上伊那地区
→押調査団結団式 と発掘調査打合せ会 (上伊那地方事務所会議室 )

飯島町内そo3地 区、 8遺跡 (う どん坂南・ うどん坂 H・ うどん坂 I・ 山溝・八幡林・石上

神社前・庚申平・大田沢春 日平 )の発掘調査開始 (終 了4706・ 28)

伊都市西春近地区・18遺跡 (和手・富士山下・富士塚・菖蒲沢・南丘 A・ 南丘 B・ 名廻南・

名廻東古墳・名廻・ 白沢原・山寺垣外・細 ヶ谷 B・ 百駄刈・北丘 B・ 大境・山の根・城平・

１

１

３

・０

・０

4 024

4 ・ 25

4 0 25

47
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城平上)の発掘調査開始。 (終了47012014)

4704・ 26 長野県中央道遺跡調査会第 5回理事会開催。 (伊那市上伊那図書館 )

ク 06020 公団名古屋支社 と、上伊那地区橋梁工事 に伴 う調査遺跡追加 と、飯田市山本石子原遺跡第 2

次調査 について協議 (県庁教育次長室 )

ク 06022 公団名古屋支社 と飯田市山本石子原遺跡第 2次調査 について現地協議。

ク・ 703 下伊那郡高森町内その 2地区 (5遺跡)の発掘調査委託契約成立。 (委託金額2,002万円 )

ク 0706 下伊那郡松川町内 (12遺跡)の発掘調査委託契約成立。    (委 託金額 1,864。 3万円 )

ク 0706 駒ケ根市内 (8遺跡)の発掘調査委託契約成立。        (委 託金額 563。 5万円 )

ク 0707 駒ケ根市内 8遺跡 (大徳原南B・ 大徳原南A・ 大徳原北 0横前南・中山原・新田原・女体北・

切石墓地)の発掘調査開始。 (終了470901)

ク・ 7012 飯田市内その 3(石子原遺跡第 2次調査)の発掘調査委託契約成立。 (委託金額 410万 円)

ク 07e14 下伊那郡松川町内12遺跡の発掘調査打合せ会。 (松川町福祉セ ンター)

″・ 7024 下伊那郡高森町内その 2地区 5遺跡 (神 田裏・新田西裏・増野新切・増野川子石・鐘鋳原A)

の発掘調査開始。 (終了4701109)

ク・ 7024 下伊那郡松川町内12遺跡 (里見 Ⅱ・里見 V・ 境の沢 0中原 I・ 庚申原 I・ 庚申原 Ⅱ・平林・

や し原・片桐神社東 0水上・丈源田Ⅲ・丈源田IV)の 発掘調査開始。 (終了47011011)

ク :8015 公団名古屋支社 と上伊那郡南箕輪村内 9遺跡 と辰野町内その 1地区 3遺跡 について現地協議。

ク 08017 飯田市内その 3(石子原遺跡)発掘調査団結団式。 (飯田教育事務所 )

ク 08017 飯田市内その 3(石子原遺跡)の発掘調査開始。 (終了4709030)

ク 08021 上伊那郡南箕輪村内その 1地区 (5遺跡)の発掘調査委託契約成立。(委託金額 1.051.5万 円 )

ク 0901 上伊那郡南箕輪村内の発掘調査打合せ会開催。 (南箕輪村公民館 )

ク・ 904 上伊那郡南箕輪村内その 10そ の 2地区 9遺跡 (南原・三本木原・曽利 目・在家・大芝原・

大芝東・南高根・北高根 A・ 北高根 B)の 発掘調査開始。 (終了4701209)

ク。lo0 9 上伊那郡南箕輪村内その 2地区 (4遺跡)の発掘調査委話契約成立。 (委託金額514。 4万円)

ク・lo0 9 上伊那郡辰野町内その 1地区 (3遺跡)の発掘調査委託契約成立。 (委託金額 497.2万 金 )

ク010011 上伊那郡辰野町内その 1地区の発掘調査団結団式 と発掘調査打合せ会。 (辰野町公民館 )

ク010012 上伊邦郡辰野町内その 1地区 3遺跡 (五反自・越道・平出山の神)の発掘調査開始ι (終了

47・ 11 030)

ク011015 長野県中央道遺跡調査会第 6回理事会開催。 (伊那市上伊那図書館 )

ク01204 公団名古屋支社と昭和48年度調査体制 0調査地域 について協議。 (公 団伊那工事事務所)

ク01205 公団名古屋支社と伊那市内その 2地区 (4遺跡)・ 箕輪町内 (3遺跡)・ 辰野町内その 2地

区)(14遺跡・諏訪郡富士見町内 (7遺跡)について現地協議。

ク012015 上伊那地区中央道埋蔵文化財包蔵地出土の遺物展示会開催。 (上伊那地方事務所大会議室・

～ 016 -般公開)

ク・12016 上伊那郡辰野町内その 1地区 (3違跡)の発掘調査報告会開催。 (辰野町公民館 )



発掘調査委託契約

中央自動車道用地内埋蔵文化財包蔵地発掘調査は、「日本道路公団の建設事業等工事施工に伴 う埋蔵文

化財包蔵地の取扱いに関する覚書」によると、事業施行前に、公団は県教育委員会の意見聴取の上、文化

庁との間で協議することになっている。その結果、記録保存 と決定 され、発掘調査が必要 となうた場合、

公団は、県教育委員会に委託 して実施 されることになっている。そのため、県教育委員会は、公団と現地

協議などの事務接衝のうえ、調査遺跡の発掘面積、調査費、調査期間t調査方法等が決められる。その後、

公団から調査依頼、県教育委員会から調査受託の文書の往来があって、っぎのような発掘調査委託契約が

締結されている。

ア 発掘調査委託契約書

480 3 0

//030

ク 030

//030

ク・ 30

16 上伊那郡飯島町内その 3地区発掘調査報告会開催。 (飯 島 町 公 民 館 )∫

18 飯田市内その 20そ の 3地区発掘調査報告会開催。 (下伊那教育参考館 )

ク 下伊那郡高森町内その 2地区発掘調査報告会開催。 (    ク   )
ク 下伊那郡松川町内発掘調査報告会開催。     (    ″   )
19 上伊那郡南箕輪村内その 10そ の 2地区発掘調査報告会開催。 (南箕輪村公民館 )

24 駒ケ根市内発掘調査報告会開催。 (駒 ケ根市役所大会議室 )

26 伊那市西春近地区発掘調査報告会開催。 (伊那市福祉セ ンタI)

1 委託事務の名称

2 委 託 期 間

3委 託 金 額

4 委託金支払場所

日本道路公団 (以下

の実施 を乙に委託す る。

第 1条 甲は、別紙発掘調査計画書 に基づ き、頭書の委託金額の範囲内で頭書の発掘調査 の実施 を乙に委

託する。

第 2条 甲又は乙の都合 l三 より委託期間を延長 し若 しくは発掘調査計画を変更 し、又は発掘調査を中止す

るときは、事前に協議 して書面により定めるものとする。         ,
第 3条 乙は、委託契約締結後、遅滞なく作業予定表及び資金使用計画書を作成 し甲に提出しなければな

らない。

第 4条 乙は、第 3条の資金使用計画書に基づき頭書の発掘調査を実施するために必要な経費の概算払を

甲に請求することができる。

2)

中央道埋蔵文化財発掘調査 (飯 田市内その 2)

日召和47年 4月 1日 から

昭和48年 3月 20日 まで

¥23,675,000円 也

日本道路公団名古屋支社

「甲」 とい う。)は、長野県教育委員会 (以下「乙」 とい う。)に頭書の発掘調査
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2 甲は、前項の請求のあったときは頭書の発掘調査の進捗状況 を勘案 して請求書を受理 した 日から15日

以内に所要の額 を支払 うもの とす る。    |

第 5条  甲は、必要 と認めるときは頭書の発掘調査の処理状況 について調査 し又は報告書及 び作業調査 日

誌の提出を求めることがで きる。

2 乙は、甲が期限を指定 して中間報告を求めたときは、これに応 じなければならない。

3 乙は、発掘調査の実施にあたり作業個所に作業表示旗をかかげ発掘調査関係者には、腕章等を着用さ

せなければならない。

4 乙は、頭書の発掘調査が完了したときは、すみやかに頭書の発掘調査の実施結果に基づ く報告書 (B

5版 20部 )を作成 し委託期間内に甲に提出しなければならない。

5 乙は、費用精算調書を作成 し、委託期間満了後 1箇月以内に甲に提出しなければならない。

第 6条  この契約に基づ く報告書、費用精算調書其の他の関係書類の作成事務の取扱は、甲が特に指定 し

ない限 り、乙の本来の事務取扱に準 じて処理するものとする。

第 7条  乙がこの委託契約に基づ き甲の費用をもって取得 した購入物件等はすべて甲に帰属するものとす

る。

第 8条 発掘調査 に関する文化財保護法及び遺失物法等に関する諸手続にっぃては、乙が代行するものと

する。

第 9条 乙の責に帰する事由により頭書の期間内に第 5条第 4項 に規定する報告書を提出しないときは甲

は遅滞損害金 と、して期限満 了日の翌日から起算 し提出当日までの遅滞日数に応 じ頭書の委託金額に対 し

て年8。25%の割合で計算 した金額を徴収することができる。

2 甲の責にjJ■ する事由により第 4条の規定による委託料の支払いが遅れた場合には、乙は、甲に対 して

遅滞 日数に応 じて年8。25%の割合で遅延利息の支払いを請求することができる。

第10条  乙の責に帰すべき事由により甲が契約を解除 したときは、乙は頭書の委託金額の10分の 1を違約

金 として甲の定める期限までに甲に納付 しなければならない。

第11条 この契約を変更する必要が生 じたときは、甲乙協議 して定めるものとする。

上記契約の証 として本書 2通を作成 し、当事者記名押印の上、各自 1通を保有する。

日召禾日471■ 41戸1 1‐ 日

委 託 者

受 託 者

名古屋市中区栄 4丁 目 1番 1号 (中 日ビル11～ 12階 )

日本道路公団名古屋支社

支社長  平 野 和 男

長野県教育委員会

教育長  小 松 孝 志

イ 長野県中央道遺跡調査会

―-10-



長野県教育委員会では、直接発掘調査する組織を持っていないので、この発掘調査にだけ当る長野県中
央道遺跡調査会を結成し、同調査会に再委託し、同調事会が組織する調章団が発掘調査に当ることになっ
ている。

昭和45年 7月 22日 に、長野県中央道遺跡調査会が
精成 されて以来、年 2甲 の理事会 が開かれてぃる。年

度頭初の理事会において、発掘調査の受託 を決定 し、年度末のそれは、発掘調査結果や現状・文f策 につい

て検討されている。県教育委員会との委託契約書の内容は、公団と県教育委員会のそれと大差ないので省
略する。同調査会規約・昭和47年度役員・飯田市内その 2地区調査団組織はっぎのとおりである。

∽  長野県中央道遺跡調査会規約

第 1条  この調査会は、長野県教育委員会の委託 を受けて、中央道建設及び関連工事用地内遺跡の発掘調

査 を実施 し、その記録の作成、発掘 された文化財の保存活用方法 を研究することを目的 とす る。

(名 称 )

第 2条  この調査会は長野県中央道遺跡調査会 (以下「調査会」 という。 )と 称する。

(組織 )

第 3条  調査会は、次に掲げる役員をもって組織する。

(1)会長  1名  (2)理 事 若干名  (3)監 事  2名

事務所 )

第 4条  調査会の事務所は、会長が別に定める事務所内に置 く

(会長及び理事 )

第 5条  会長は、長野県教育委員会教育長 をもってあてる。

2 理事は次に掲げるものの うちか ら会長の委嘱 した者 をもってあてる。

(1)学 識経験者

(3)関 係市町村教育委員会連絡協議会の代表者

(D 関係行政機関の職員

(会長及び理事の職務 )

関係学会の役員

関係市町村教育委員会 の教育長

12)発掘調査の受託に関すること。

14)そ の他必要な事項

ちか ら会長が指名 した者が、その職務 を代行す る。

第 6条 会長は調査会の業務 を総理 し、調査会 を代表する。

2 理事は、理事会 を構成 し、次の事項 を審議す る。

(1)調査会の運営に関すること。 .

(3)規約の改正に関すること。

3  会長に要再故が凌)る ときは、 ヨ理に拝́ )う

(理事会の招集 ) 「

第 7条 理事会は必要に応 じて会長が招集する。

2 理事会は、理事の半数以上の出席がなければ開 くことができない。

3 前項の場合、当該議事について書面 をもってあらか じめ意志表示 し、または他の翼事 を代翠人 として

表決 を委任 した役員は出席 したもの とみなす。

4 理事会の議事は、出席理事の過半数で決 し、可否同数 の ときは、会長の決するところによる。
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(顧問 )

第 8条 調査会に顧間若干名 を置 くことができる。               |

2 顧間は理事会の推薦により会長が委嘱す る。

3 顧間は会長の諮問に応ずるとともに、理事会に出席 し調査会の業務について助言する。

(監事 )

第 9条 監事は、理事会の推薦により会長が委嘱す る。

2 監事は、調査会の会計 を監査す る。

(役員の任期 )

第10条  役員の任期は一年 とする。ただしその職にあるゆえをもって委嘱されたものの任期は、当該職の

在職期間 とす る。

(幹事 )

第11条  調査会に幹事 を置 く。

2 幹事は、県教育委員会事務局職員の うちか ら会長が委嘱す る。

3 幹事は、会長の命 を受け調査会の事務 を処理す る。

(調査団 )

第12条  調査会に調査団を置 く。

2 調査団の組織及び運営について別に定める。

(事務の管理執行 の規定 )

この規約ならびに理事会の決定す る規定に従 って行
第13条  調査会の事務の管理及び執行にあたつては、

な う。

(経費 )

第14条  調査会の事業に要す る経費は、長野県教育委員会の委託料 をもってあてる。

(会計の区分 )

第15条  調査会あ会計年度は、毎年 4月 1日 に始 まり、翌年 3月 31日 に終わる。

2 調査会の会計は、長野県教育委員会 と締結 した委託契約に区分 して行なう。

(出納及び現金の保管 )

第16条  調査会の出納は、会長が行 なう。

2 調査会に属す る現金は、会長が理事会の議 を経て定める銀行 または、その他の金融機関にこれを預け

なければな らない。

(決算 )

第17条  会長は、会計年度終了後 lヶ 月以内に収支決算書を作成 し、監事の監査 を経て理事会の認定 を経

なければならない。

(財務に関す る事項 )

第18条  この規約に特別の走めがあるものを除 くほか、調査会の財務に関 しては、長野県の「財務規則」

の例による。
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(委任 )

第19条  調査会の業務の運営 に必要 な事項 は、 この規約 に定 めるもの及び理事会で議決す るものを除 くほ

か会長がこれを定める。

(付則 )

この規約 は、日召禾日45年 7月 22日 から施行す る。

イ)長野県中央道遺跡調査会役員名簿

顧間 一志 茂樹   (県 文化財専門委員 )

会長 小松 孝志   (県  教 育 長 )

理事 金井喜久一郎  (県文化財専門委員 )

藤沢 宗平   (   ク    )

原  嘉藤   (長 野県考古学会委員 )

木下  衛   (上 伊那教育会会長 )

小泉兵次郎   (県  教 育 次 長 )

佐藤 唯重   (飯 田教育事務所長 )

小林  彰   (阿 智村教育長 )

矢亀 勝俊   (飯 田市教育長 )

北原 保喜   (松 川町教育長 )

北沢.照司   (駒 ケ根市教育長 )

松沢 一美   (伊 那市教育長 )

(昭和47年 11月 現在 )

熊谷 大一   (辰 野町教育長 )

坂井 喜夫   (上 伊那地区教委協議会会長 )

林  茂樹   (上 伊那郡中川東小学校教頭 )

監事 岡沢 幸朝   (県 文化課課長補佐 )

幹事 金井 汲次   (県 文化課文化財係長 )

西沢  清   ( ク 専門主事 )

矢島 太郎   ( ク 専門主事 )

佐藤  陸   (飯 田教育事務所主幹 )

松島  勇   (伊 那教育事務所総務課長 )

鈴木 長次   (   ク   主事 )

桐原  健   (県 文化課指導主事 )

宮沢 恒之   (    ク    )

岡田 正彦   (   ク   )

ウ)長野県中央道遺跡調査会調査団  (飯田班 )

(県文化財専門委員 )

(長野県考古学会会長 )

(下伊那教育会会長 )

(諏訪教育会会長 )

(県 文 化 課 長 )

(伊那教育事務所長 )

(鼎 町 教 育 長 )

(高森町教育長 )

(飯島町教育長 )

(宮田村教育長 )

(南箕輪村教育長 )

(下伊那地区教委協議会会長 )

(諏訪地区教委協議会会長 )

(飯田市社会教育課長 )

(県文化課文化係長 )

( ク 専門主事 )

(飯田教育事務所総務課長 )

(   ク   主事 )

(伊那教育事務所主幹 )

(県文化課指導主事 )

(   ク    )

(   ク    )

( ク 主事 )

米山 一政

藤森 栄一

宮嶋  進

福 田 幹人

飯島 丁 巳

徳永 正人

新井 良男

中塚 伝次

斎藤 三夫

細田 義徳

安積 正一

羽生 保吉

本川 千年

田中 富雄

前沢富実保

浅川 欽一

佐藤 文武

下平 久雄

小林 正次

イヽ本f  寵夢夢苺

ネ申オす    だ笙

丸山敵一郎

堀内規矩雄
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調 査 団 長  大 沢 和 夫

調 査 主 任  神 村   透 (高森町) 岡 田 正 彦 (松 川町) 今 村 善 興 (総括 )

調 査 員  今 村 正 次 佐 藤 甦 信

矢 口 忠 良

松 永 満 夫

市 沢 英 利

小 林 正 春

八 木 光 則

宮 下 典 彦

木 下 平八郎

遮  那 藤麻呂

鳴 海 本 昭

金 井 正 彦

酒 井 幸 則

/Jヽ 平 和 夫

一 条 隆 好

調査補助員  飯 島 洋 一  小 林 昭 治  鈴 木 次 郎  田 口 英 次

竹 内 三千夫  竹 村 和 紀  徳 永 忠 雄  三 浦 光 一

宮 沢 富 夫  渡 辺 重 良

3) 発 堀 調 査 開始 まで の 準 備

ア 準備

4月 10日 を発堀開始 と決め 4月 1日 より9日 までを発堀準備 にあてる。

4月 1日  飯田市地内その 2を 中心 に、本年度発堀調査の日程計画 を立てる。

4月 3日  飯田合同庁舎 にて、飯田市地内その 2の調査 について、関係機関が集まって事前の打 ち合わ

せをす る。参集者は、 日本道路公団飯田工事々務所、山本農協、伊賀良農協、飯 田市教育委員

会、飯田中央道事務所、飯田教育事務所、中央道遺跡調査団で、 4月 10日 に伊賀良 から調査 に

入 り、登記のお くれている山本へ と移動 してい くこと。調査作業員は90人位 をと話 しあう。

なお、この 日より調査 に必要 な物品の購入をは じめる。

4月 6日 飯田市教育委員会を通 して、有線放送で作業員の募集 をはじめる。

4月 7日  長野県教育委員会文化課 にて、今年度の調査 について打 ち合わせ る。

4月 8日  飯田教育事務所 にて、調査団の結団式を行 なう。その後調査 についての打 ち合わせをし、用

地内遺跡の現状踏査 をする。

イ 発堀調査前の道跡の状況
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2 調 査 の 実 施 と経 過

調査の開始 と経 過

昭和47年 4月 10日 、飯田市伊賀良の中央道飯田インターになる小垣外遺跡 に全員集合する。調査作業員

の皆 さんは、昭和45年度 に参力日した人たちが多 く、なつかしい顔 をあちこちに見つける。飯田市教育長矢

亀勝俊先生のあいさつ、調査主任の調査計画 と調査方法の説明があらた後、運 ばれて きた道具 を整理 し、

現地 にテ ン トを設営 して、本年度の調査は開始 された。       |

飯田地区の調査 は、伊賀良地区11遺跡、山本地区 4遺跡 に加 えて、パーキ ングエ リヤなどで追買になっ

た阿智村かぶ き畑遺跡 と飯 田市座光寺大門原B遺跡の 2遺跡 があった。山本地区は用地買収 がおくれてい

ることもあって、伊賀良のインタ■を中心 とす る広い遺跡 に調査の重点をおき、もう一つは用地の手続 き

がすみ次第 に伊賀良から山本へ と調査 を進めることを計面 した。 4月 10日 から7月 25日 までの80日 間を予

定 し、途中から岡田正彦調査主任 が参加次第 2班 にわかゎることにした。

4月 17日 より、岡田主任 が参カロし、調査団も全員そろう。/Jヽ 垣外・辻垣外遺跡の調査が終 り、 5月 15日

より、 2班にわけて、本隊 をBり |し 、岡田調査主任が中心 になリインター内 と附近の遺跡 を調査 し、C

班 は神村調査主任 が中心 となって、中村、山本の遺跡 を調査す る。C班の調査 は 6月 28日 に終 る。途 中、

石子原遺跡で旧石器 を発見 し、マスコ ミや研究者から注 目され、そのため、再契約 して、 2次調査 を行 な

うことになった。 6月 29日 より、B班の 1部が_Lの金谷遺】亦に入 る。 かぶ き畑遺】亦と大F]原 B ttJ亦 は用地

買収がすんでおらず、今回の予定期 間内ではで きないことになった。上の金谷遺跡の調査が終 了 したのは、

7月 22日 であった。

調査団は引 きつづいて高森町 と松川町の調査 に入 る。かぶ き畑遺跡 は、石子原遺跡 の 2次調査 も終 った

9月 19日 調査するが、遺構 ・遺物 はなかった。大門原B遺跡 は用地買収がなかなか進展せず、 3月 に入 っ

て話がまとまる。そのため調査 は、報告書執筆の合い間をぬって 3月 6日 ～14日 にかけて行 な う。

飯田地区の整理 は、高森・松川両町の調査 が終 ってからの、12月 01月 に行 なった。

各遺跡の調査は第 1表の通 りである。

発堀調査協力者

飯田市の調査であるため市内の人たちがほとんどであるが、特 に伊賀良・山本地区の方が多かった。ま

た阿智村の調査 も入っていたので、阿智村からもい く人か参加 していただ き、その方々は 4回 目とい うベ

テランである。こうしたなれた方たちの仕事であるので、作業はとてもしやすかった。

飯田市

2)
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(山  本 )

/Jヽ 本木  日召?台

竹村 宮恵

オ寸ツ尺 和光

(伊賀良):

井上つね子

カロ藤 さとみ

黒河内光子

高内 くわ

原  敏一

松沢 節子

矢沢  要

(下 久堅 )

寺沢 なか

(座光寺 )

七海 節子

(松 尾 )

(そ の他 )

小木曽道子

石田 光彦

斉藤  肇

遠山  健

森本 進一

池戸 宰子

遠藤  さわ

加藤  せつ

五島美恵子

高内 武一

林 ひろ子

松沢 とし子

矢沢 きよ子

新井みさ子

知久 さとゑ

飯島 洋一

池田  功

イヽ林 ます え

吉川 清司

伊坪  さだ

佐 々本和子

浜島扇之助

位高 重子

奥田 庄一

本下 きねよ

後藤 和子

高橋 す え

肥後寿恵子

松沢 ちえ

吉沢 夏江

池田 きじ

平沢 俊恵

ゴヒオ寸  匡巨多〔

大島 利男

鈴木 ふゆ

清水  実

井上 忠作

島岡 さと

原  アケ ミ

市瀬 悦子

奥田 千舟

木下はるみ

酒井 好子

塚原千枝子

肥後 三子

松沢 久恵

米山 久子

氏井 広人

平沢 彦男

木下 しんよ

/Jヽ ?也  ?台平

中村 一義

金田 ちさえ

ヤTオ十  一一貞β

林  弘恵

市原 千里

春 日  要

久保田只雄

椎名いすず

中上  百

平沢 央子

松下 兼吉

山口志津子

桐生み さお

平沢 巳春

田原 初子

/Jヽ ?也  照夫

ネ申オ寸 さよ

熊崎 一江

ヤT本す  禾日系己

福 岡 一子

伊藤 郁子

春 日チサ ト

久保田裕二

鈴木まさ子

原  玄也

前田重五郎

光沢ヽ  明

小池 千君

元島 貞子

塚原 和子

小林津佐子

久保田尚子

熊崎 はつ え

竹村  イ云一

松井 光枝

伊藤 モモニ

片山 文子

熊谷八千子

関島 ひろこ

原  とき子

松沢  きよ

光沢 百恵

寺沢 二郎

吉沢 徳男

中根 祐子

宮沢 富夫

田添 真彦

『可智村

牛山 畝雄  牛山 初江  熊谷 う志子

牧島 よしゑ  水上いずみ  宮島ふ さえ

その他 (県外の学生 も含む)

所沢 啓二  徳永 忠雄  竹内三千夫

倉田 千穂  佐 々木清美 関 政子  原  こまえ

三浦 孝一  田口 英次

3)現 地指導・見学者

伊賀良地区での学術調査 は今回が初 めて とい うこともあって、地域の方々が合い間を見ては見学 に来 ら

れた し、山本地区では旧石器の発見や、人骨 (近世)の発堀 もあって、地元や研究者の見学が多かつた。

特 に、石子原古墳 について明治大学大塚初重教授、同小林二郎助手の指導 を、石子原遺跡の旧石器 につい

ては東北大学芹沢長介教授、明治大学戸沢充則助教授の指導 をうけた。同遺跡の地質については、信州大

学斉藤豊助教授、東京大学鎮西清高博士、豊丘中学校松島信幸教諭の指導 をうけた。

道路公団 名古屋支社長 支社用地課長 監事 室長 支社埋蔵文化財担当主事 飯田工事事務所長
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同総務課長 同工事課長 恵那山東 トンネル事務所長

県教委 文化課長 同課長補佐 文化財係長 埋文担当指導主事 同主事 飯田教育事務所長 同総務

課長 同指導主事 同他職員一同

飯田市 教育長 社会教育課長 同課長補佐 飯田有線放送 飯田市文化財審議委員一同

学 校 伊賀良中学校長 同教頭 伊賀良中学校近代史 クラブ (小 島徳郎)同養護学級 伊賀良小学校

郷土 クラブ (代 田照男) 緑ケ丘中学校歴史 クラブ (伊藤順次) 山本小学校長 同教頭

山本中学校長 同校職員 同校生徒 同歴史 クラブ (柄本田孝行)i 飯田高校社会科職員一同

研究者 井 口喜晴  江坂輝弥 大塚初重 川上 元 小林二郎 斉藤 豊  ショフコ・プリアス

芹沢長介 千葉徳爾 鎮西清高 筒井泰蔵  戸沢充則 林 茂樹  長谷川善和 樋口昇一

松島信幸 森島 稔 中央道調査団上伊那班一同

その他 飯 田市文書審査会 山本郵便局一同 高森町婦人会 伊ヽ賀良・山本地区のみなさん多数

発 堀 調 査 の́ 方 法

中央道用地内の遺跡発堀調査 は、工事 により破壊 されるため、工事着工前 に記録保存を目的 とした緊急

発堀である。 そのため、 この調査 は、用地内にどのような時期の遺跡 が、どんな遺構 と遺物 を残 している

かをさぐり、それを報告書 としてまとめることが目的 となる。

そのため、発堀調査は中央道用地内に限定 される。すでに分布調査 によって、その遺跡 の広が り、時期

は下応確認 されている。その遺跡 の中において、中央道がどのような部分 をとおるかによって 4区分 した。

O下全面かかるもの。A―遺跡の頂部がかかるもの。B―遺跡の中央部 を横切 るもの。C―遺跡 の先端部

にかかるものの 4区分がそれである。用地内の遺跡 は全面にグリッ トを設定す るのを原則 として、イぐさな

遺跡、やむを得 ない遺跡 は適当に トレンチを入れた。グリッ トの設定は、 2m間隔の基準方眼 を設定 し、

中央道の幅員方向に01～ 99の 2桁 の数字を用い、それに直交する方向にA～ Yの 25字 のアルファベ ッ トを

用いた。その数 え方は名古屋方面から東京方面 に向って立 ったとき、左から右へ01～ 99と し、′ただ し、道

路のセ ンタニ ライン (20mお きにヤ ンター杭 をうつ)を 50と する。だからセ ンターを中心 に左右98mの 巾

がとれる。アルファベ ッ トは中心杭の うち、遺跡内で最 も名古屋 よりを基準 にして東京方面へABC… と

す る。A～Yの 25字で50mを おさえ、その範囲を地区としておさえ、それもABC… と標示す る。これに

よって、25地区1250mがとれる。だからそれぞれのグリッ ト地点は、「KGB Ac63」 とい うように、表

示で きる。これは/Jヽ 垣外遺跡のA地区C63地点 とい うことになる。 このようにグリッ トを設定 してから(

適宜 にグリッ トをほ り、遺構 が確認 されたらそのまわりを広 げてぃ くとい う方針 をとった。調査中の記緑

としては、「調査 日誌」「調査記緑」「住居址調査カー ド」「古墳調査 カー ド」等を使用 した。

なお こまかな調査方法 については「長野県中央道埋蔵文化財発堀調査指針」 とい う小冊子 をまとめて

それをもとに調査 を進めている。

また、調査 中、調査員の努力によって、「調査速報」 を日刊で発行 し、作業員の方々に発堀調査、調査結

果 について理解 して もらった。 (神村 )
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Ⅱ 飯 田市伊賀 良 ・山本地 区の概況

伊賀良 `山本地区の環境

下伊州
`イ

‖∫か弓 11伊 那郡 にかけて、南北 に帯状 に続 く盆地状の大 きな低地 が伊那谷で、東 に、伊那山脈、

赤石山脈、西に、本曽山脈 があって、その中央部 を天竜川が南流 している。下伊那郡は、長野県の最南端

に位置 し、地形 11か ら大別す ると、赤石縦谷、飯田盆地、西部及び南部山地の三地区になっている。

貪反|||夕記地は、 ゴヒは_L伊那君Б境の松り|1田丁から、 南 1滅反田市の南音5、 天竜峡 までの糸田長い盆地で、 この盆地

の中心は、飯 }ll市飯田で ある。飯田市は、数度 にわたる町村合併 によって、この盆地の南半一帯 を占める

行政区画 となっているが、今回の発堀調査の対象 となった地域 は、飯田盆地の西南に位置す る伊賀良・山

本地区れ 11体である。

伊那谷の南部地域、特 に飯田付近 においては、河岸段丘の発達 が日本屈指 といわれている。 この地域の

段 fr_は 、新旧約10段の段丘面 に区分 されているが、南部地域ほど段丘 の数 が多く、古い段丘 か ら新 しい段

丘 が見られ、天竜川の上流へいくにつれて段丘の数が減 り、新 しい段丘だけが発達 している。 もう一つの

特徴は、赤石・木曽山脈 から押 し出された扇状地が各所 に発達 している。天竜川右岸の竜西地域 には、大

きな扇状地が並んでいる。それを下伊那郡の北から主 なものをあ |す ると、松川町の桑園・堤原 ・増野原・

高森町の増野・新田原、上市田、牛牧地籍の扇状地、飯 田市座光寺の大門原、上郷町の米の原・柏原、飯

田市上飯田の押洞・正永寺原、同市伊賀良地区の北方・大瀬木の扇,1犬地、山本地区の大明神原等その数 は

多い。この中では、伊賀良地区の扇状地は、最 も発達 したもののひとつである。山本地区の大明神原 まで

は、下伊那竜西地域の区分内に入 るが、ここから西南部では、山本・阿智村 と下条村 に続いて、小規模 な

扇状地が数 多く形成 されており、下伊那地域の扇)1犬地の うち阿智・親田地域 と区別 されている。 この山本・

伊賀良地区において、扇状地の形勢の差異 を見ることがで きる。 これ ら大小 さまざまの扇イ犬地 は、それを

構成する礫層によって、古期、中期、新期扇状地 に区分 されているが、南部の下条山脈の北東麓 に形成 さ

れている親田等の扇イ大地や、山本地区から阿智村にかけて、本曽山脈の山麓か らや 離ゝれた所 に残丘状 に

残 された舌状台地 は、古期扇状地であり、その上方は新 しい扇状地が重 なっている。伊賀良地区 と飯田松

川の北 にある風越山々麓 に形成 されているのは、新期扇 )1犬地の摸式的 なものである。扇冽犬地だけでなく、

地質図を見ても、基盤 となる岩ΓIの 相違 も大 きく、断層線の走向 も異 なり、山本地区 と伊賀良地区では久

米川を境 にして、相隣 り合 う地域でありながら、地形・地質的には相違の著 しいことに気づ く。

伊賀良・山本地区は、以前は伊賀良村・山本村 として夫々独立 した村政 を敷 いていたが、昭和33年町村

合併 によって飯田市 に合併 して今 日にいたっている。伊賀良地区には、古代東山道の育良駅が置 かれてい

たと言われ、山本地区の久米の光明寺には、平安時代の仏像が残 されていることを見ても、この両地区の
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歴史を類推す ることがで きよう。両地区共、飯田市の西南に位置 し、本曽山脈南部の前山、笠松山 (1271

m)、 鳩打峠 (1173m)、 高鳥屋山 (1397m)、 梨野峠 (1200m)の 東山麓 に位置 し、東は、飯田市竜丘 `

三穂地区に接 しているため、天 竜川 に面する段 fr_地帯 を持たない共通点を持 っている。 この両地区は、本

曽山脈から陶F層 で切 り離 された茶臼山・ニ ツ山山塊 と、この山 を分けて流れる久米川あた りを境 にしてい

るが、このニ ッ山 と、南 に位置する城山・水苫11山 を境 にして景観の差異が薯 しい。

伊賀良地区は、本曽山脈山麓 には、北の飯田松川 と南の久米川 (北は茂都計川)の強い押 し出 しによっ

て広 くて大 きな扇状地が発達 している。特 に松川の扇状地は、下伊那地域の中で摸式的 な新規扇状地で、

飯田盆地主部の最西部 にあたる。 この扇状地は、東方下殿岡まで続 き第 2段丘 に連 っている。伊賀良地区

は、西方の山地帯、松川右岸沿 いの段 丘面、東方竜丘地区に接する段丘面、南方茂都計川流域の段丘面 を

除いては、中央部 は、この大 きな扇状地 にあると言 みよう。この新 しい扇状地 を前山か弓流れ出る新川 と

'          I                   I:ilく
T[

山本地区は、飯田盆地主部とはニツ山、城山、水晶山などの丘陵によって隔った阿智盆地の一部である。
この両盆地を隔つ丘陵は、ゆるやかな曲線を画きながら南北に並び、この丘陵と木曽山脈の山麓にはさま
れて、ほぼ南北に細長く続くのが阿智盆地である。この地区の本曽山脈の山麓には、新しい扇状地が発達
しているが、北側伊賀良寄 りの大明神原 を除いては、規模 は大 きくない。国道 153号 線が通 るあた りは、

古い扇状地があって、この扇状地の両側 がだんだん浸食 されて、台地状の/Jヽ 丘陵 として残 っている所 が、

各所 に分布 し、南東の方向 にのびている。旧石器発見で話題 を投 げた石子原遺跡のある台地 も、このひと

つである。これらの治地上では、工事の切取面や、崩壊面では、赤褐色の強い古期ロームの露出がよく見

られる。 この古いローム層の露出は、飯田盆地では殆ん ど見 られない。

石子原から、国道 153号線を越 えて、東南へ伸 びている舌状台地 と、その東 に位置する水品山を分氷嶺

として、北は、久米川水系、南は、阿知サ|1水系 と三分 されている。山本地区においては、阿知川の支流の

湯川・箱川・久米川 とその支流が、本曽山脈の前山から流れ出 し、山麓の扇状地 を浸食 し、残丘化 した台

地や、東 に並ぶ小丘陵を縫 うように流 れて、この地区を潤 している。山麓の扇状地や、これらの川に面 し

た所 に耕地が展開 し、集落 も、国道 153号線の街村 を除いては、これ らの小河川に面 した所 に集落が故在

しているのも、この地域の特長である。近年 にいたって、扇状地の上部や、東 にのびる台地上や、数条 に

走 る断層崖 によって生 じた崖錐面 にも開拓が進み、集落 が発達tつ ゝある。

伊賀良・山本地区の遺跡

地形で も説明 したように、伊賀良・山本地区の相異は遺跡立地 にもあらわれている。山麓の扇状地 には

遺跡の多いことは共通であるが(伊賀良地区の平担地 には、殆んど遺跡の分布 が見 られるのに、山本地区

の場合は台地上であっても、分布の濃淡の差 がはっきりし、低地であっても、川に面 した小台地上に、そ

の分布 が多いこともある。 しか し、現 在までは伊 賀良地 区への注視 が多かったことも、その理由のひと



つでもあるので、
‐
今後の調査 によってイ犬況 は変 って くるであろう。

伊賀良地区の遺跡 (図 1 ① ～⑭ 、 1～ 89)

伊賀良地区は、下伊那地方で も遺跡分布の濃厚地帯 として知 られ、現在まで に確認 されたものは、中央

道用地内遺跡 を含めて99の 多きに及んでいる。その分布状況 は、地区全域の平担部 に分布 しているが、山

麓扇頂部 から中央 自動車道の通過す る扇央部 にかけて濃厚で、その東の段丘面でや 稀ヽ薄 とはなるが、川沿

いの地域 には集中す る傾向 を見せている。時期的に見て も、先土器時代の遺跡 は、現在未発見で あるが縄

文早期から各期にわた り、今回の発堀調査の結果で もわかるように、中世期の ものまで発見 される地域で

ある。

ラ 山麓扇頂部の遺跡  (1図 、 1～ 10)

茂都計川上流 に矢平 (1)か ら飯田垣外 (5)が列)1犬 に並び、新川支流の上流 にはさまれた台地上 には

孫兵衛屋敷 (6)か ら火振原遺跡 (9)が固つている。縄文期各期のほか、弥生時代から古墳時代の遺物

包蔵 も多く、矢平遺跡 は、標高 850mの 位置 にありなが ら、弥生後期 と平安時代の遺跡 として注 目されて

いる。孫兵衛屋敷 (6)、 牧平 (2)、 火振原 (9)遺跡 は、押型文土器出土で知 られるだけで なく、各

期の遺物包蔵の量 も多く、古 くから注 目されている。北へ行っては、佐久良社付近 (10)の ほかには、遺

跡 が位置 していないが、下方 に大 きな遺跡 があるので、それに続 く地域 があると思われる。

イ 扇状地上方面の遺跡 (1図 11～ 37)

この一帯は、現在で も住宅が多く、新川の支流河川によって水利に恵まれた所である。古い民家 も多い

所で、この地区内では、最 も遺跡分布が濃厚であり、大遺跡 も多い。遺物の出土量、その時期 ・性格 か ら

みて注 目されるものをあげると、原の平 (13)、 細田 (19)、 大原 (27)、 在京原 (29)、 山口 (30)、

真慶地原 (32)、 立野遺跡 (33)と 数 多く、どのひとつ をとっても特色のある遺跡である。特 に立野遺跡

は、押型文土器各種揃い、縄文・撚糸文・無文土器 も含 めて出土する。代表的 な縄文早期の遺跡であるこ

とは、神村 によって報告 されている。なお、前・中・後期のほか、水神平系の遺物出土 もあって注 目され

ている。この一帯では、調査が進 むにつれて特色のある遺跡 が増加す ると思 われる。

ウ 中央道周辺の遺跡 (1図 38～ 65)                      。

伊賀地区においては、インターチェンジが設置 されるために、中央道は、山麓をはなれて扇央部 を通過

しているので、この付近の遺跡 は、扇央部 に立地 していることになる。この付近まで くると、扇 )1大地 は、

茂都計川や新川 とその支流 によって浸食をうけ、その間が台地化 して くる。遺跡 は、川 と川 にはさまれた

小台地上 に立地 している。 これらの遺跡 は、縄文中期以降、弥生時代 から古墳時代のもので、規模 も余 り

大 きくないと見 られていたが、中央道用地内の発堀調査の結果 に見 られるように、縄文前期の住居址の発

見 もあった。弥生後期から古墳・平安時代の集落の一画が確認 され、予期通 りの遺跡であったとも言える。

しかし、その中心 は、この周辺のどこかにあるにちがいない。いずれにしても、中央道用地内や、中津川



鉄道用地内の分布調査 によって発見 された遺跡 も多く、近い将来 において、 この付近の遺跡 の性格 がより
はっきりされるに違 いない。

工 扇端部か ら段丘面の遺跡
｀
(1図 66～ 89)

この付近へ来 ると、川 も水量 を増 し、扇状面の浸食 も深 まって くるので、台地上の水利は悪 く、遺跡 は

川 に面する所 に立地す る傾向を示 してぃる。 しかし、台地上 に遺物がないわけではないので、他域 にくら
べて調査 が進んでいない所であるといえよう。

茂都計川 に面す る下中村 には、朝臣 (66)～ 塚本遺跡 (75)が立地 し、新川左岸から、鼎町一色段丘面
に面する下殿岡面 には、は りつ け原 (79)～ 下原遺跡 (89)が存在 して いる。全体的には、縄文中期から

弥生・古墳 0平安時代の遺物出土が報告 されているが、遺跡の性格 は、はっきりされてぃない。その中間に

位置する三 日市場 は、自井川の浸食で谷が切 り込んでいて、遺跡 が少 ないが、 この谷 に面す る土器洞 (78)

は、須恵器のほかに、鉄滓や焼土の発見 もあって、須恵窯址が存在 している。

山本地区の遺跡

山本地区は、遺跡 の立地 を大別す ると、山麓扇状地 と、東方 に伸 びる台地、河り|1流域の小台地 に分 けら

れる。これ らの中で、包蔵量の多い遺跡 は、扇状地上 と、台地上 に立地 しているが、山麓渓流沿 いや、小

河川 に面す る小台地上の遺跡の中にも、特色 を持 ったものも見 られる。

ア 山間渓流沿いの遺跡 (1図 90～ 93)

久米川 と湯川は、高鳥屋 山と梨野峠から流れ出ているが、湯川上流の青木 (90)、 社円寺原遺跡 (91)は

久米川上流の谷間に面す る遺跡である。特 に青木遺跡 は、桃ケ久保遺跡 とともに、標高 800mの 高 さ)こ あ

り、縄文中後期のほか、弥生後期、灰釉陶器の出土があ り注 目されている。

イ 山麓に近い扇状地の遺跡 (1図 94～ 107)

南、阿智村境の湯川平 か ら、北 は、伊賀良地区に接す る大明神原 まで、山麓の扇状地 には遺跡 が多い。

特 に、大明神原遺跡 (105)は、扇状地 も広 く、水利条件 もよいので、遺跡範囲は広 く、包蔵量 も多い。

山本地区 としては、縄文早期から後期、弥生後期、古墳時代の遺物 も多く、大 きな遺跡のひとつである。

金堀塚遺跡 (98)は 、古墳 もあ り、縄文早期の遺物 こそ発見 されていないが、縄文中期 から古墳時代 に

かけての遺物の多い遺跡で ある。その他の遺跡 については、現在 まであまり調査が進んでいない。

ウ 古い台地上の遺跡

中央道用地内遺跡 を含 めて、ここから東へ伸 びる台地上は、山麓の扇状地 とともに、遺跡の多い所であ

る。 特に、東南部の箱川 と久米川の間の台地 と、箱川 と湯川の間に伸 びる箱川原や長田平の台地は、縄

文時代中期を主体 とする遺跡 が並んでいる。猿子平遺跡 (110)は祭祀遺跡 として知 られ、土師器のほか

石製模造品出土地である。杵原遺跡 (112)は、北側の台地 に、箱川原遺跡 (115)は南側の台地 と相対
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た位置にあり、剰L文 中期 を主体 とした遺跡であるが、杵原 には、弥生時代や古墳時代の遺物 も発 見されて

いる。箱川原の北側では、昭和И5年、工場建設工事中に住居址 が発見 され、緊急発堀調査が実施 され、 5

車11の 利L文 中期の住居址 が確認 されている。特 に、釣手形土器と有孔£顎寸土器の完形品は逸品である。 なお

この工事中に調査 なしに破壊 された住居址 も、あったので、集落址 が存在 したことが確認 されている。 こ

の台地の南側では、相当量の土器片が地表で捨 えるので、遺跡 の中心は、南イ貝」と思 える。

工 水晶山山麓の遺跡 (1図 117～ 122)

水品山の西麓を流 れる川が箱川である。この箱川 に面 した山麓小台地 に立地 して、水晶山をとりまくよ

うに遺跡 が並んでいる。箱川中尾遺跡 (117)は 、や 北ゝ に離れているが、縄文中後期の遺物が多く、弥生

後期lの 遺物 もあり、この周辺では大 きな遺跡である。六蔵む くり (118)、 水晶山麓 (119)、 箱川 (120)

下平 (121)と 並んでいるが、遺物の出土はあまり多くない。                  :

オ 久米川中流域の遺跡 (1図 122～ 135)

久米川は、上流ではい くつ もの支流 に分かれている。ニ ツ山の西麓で、この川をはさんで位置す るのが

ニ ツ山 (122)、 桜垣外遺跡 (123)で ある。ニ ツ山の南山麓 に自山遺跡 (146)、 久米川の右岸台地に

大塚 (124)、 観音寺付近遺跡 (125)が ある。大塚遺跡は、中津川線の用地 にあた り、昭和44年緊急発堀

調査 によって、中世の火葬墓群が検出されている。

久米川は、ニ ツ山 と城山の間を流 れ出ると、ニ ツ山の東麓の久米部落へ出る。ここは、北の茂都計川 と、

南の久米川にはさまれ、東 を除いて三方山に囲まれた盆地 )1犬の台地である。ここの川 に面 した小台地や、

山麓の崖錐面 には、それぞれ小規模 な遺跡 が多い。縄文中期のほか、弥生後期の遺物出土の遺跡 も多 く、

今後の調査 を待つ地域である。

伊賀良・ 山本地区の古墳

伊賀良・山本地区の古墳 は、伊賀良に43基、山本 に11基 あったと伝 えられる。現存のものは、伊賀良で

9基、山本では 3基に過 ぎない。いずれも円墳で規模 は大 きくない。両地区共、特 に集中 した所 はないが

扇状地から扇端部の台地上や、川 に面 した傾斜地等 に分布 している。多くは、石室が小規模で、山地性の

小円墳で、後期古墳 と言われている。 しか し、今回の石子原古墳の発堀調査 によると、主体部 は、小石室

のほかに、 3こ の土墳が存在 し、追葬の事実 を示 している。この土墳のひとつ からは、 6世紀 に比定 され

る須恵器の出土 もあって、この地区の古墳の性格 に各種 の話題 を投 げかけている。

3)
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査 遺 跡

か き 畑 遺 跡

位 置

遺跡 は長野県下伊那郡阿智村駒場 にある。昭和45年度の当村内中央道内遺跡調査の際、ここは調査 しな

かった。その後、この台地 にパーキングエ リ トの設置が決定 し、用地が大 きく広 がって、丘 にまでかかる

ことになり、そのことがはつきりした昭和47年 に用地内遺跡 として調査対象 になった。45年度の調査で、

南側 くばち宮の脇遺跡の遺物 は両側台地か らの流れこみと考え、また台地先端部の国鉄中津川線の駒場駅

予定地がかぶ き畑遺跡であ り、その延長 として、かぶ き畑遺跡 をおさえた。 (1図 2、 写一の 1)

この台地 は、駒場 から南一帯 を見渡す ことので きる小 じんまりした台地で、標高 595m、 巾は基部で20

m、 先端音隊

“

Omと 先 に広 くなり、長 さ60mの小 さな、そ して両側の崖 |ま けわしく、その比高は25mあ る。

台地項部 はこんもりしてお り平担ではない。黒土の堆積 はほとんどなく、耕土そ してロームとなっている。

中央道の部分 に、セ ンターラインに直交す るようにと、台地先端部 にT字形の トレンチを入れたが、遺

構、遺物 を検出す ることはで きなかった。

2)ま とめ

調

舌状台地であることや、

は、遺構、遺物 を検出す る

考えられる。

丘下のまわりに遺物 が散布す るところから遺跡 としておさえたが、調査の結果

ことがで きず、かぶ き畑遺跡の中心は、丘の上で なく、下の、学校裏側一帯 と

(ネ申本→
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本り「

位 置

遺跡は飯 田市山本湯 川5219番地 を中心 とした地域 にある。(1図 3、 写下の 2、 二 )。 山麓 に湯川によっ

て形成 された扇状地で、その中央 を湯川が浸蝕 して南東 に流 れている。 この湯川南岸の台地縁 が遺跡であ

る。湯川 との比高差15m、 標高 615mの 台地で、そのほとん どが水田に造成 されている。 そのため遺跡の

大半はすでに破壊 されている。台地縁 に小 さくある桑畑 に遺物の散布 が見 られ、発堀調査 も、そこを中心

に、南側の水田にも広 げた。  l   ` |

中央道は台地中央部 を南西か ら北西 にと走 っている。 グリッ トは38+O杭をAAと し、A A ttA」 まで

42～ 52の 間に設定 した。

地層は耕土の下 に黒褐色土・茶褐色土・ローム となってお り、粘質の強い土である。地表から口Tム ま

での深 さは50～ 70cmあ る。

遺構 と遺物

遺構 は台地地縁 に集中 して、住居址 2と 土拡 10が あり、それを後世の用水路が横切 っていた。住 居址は

170cmの 間をおいて、台地縁 に沿 って並んでいる。 このことか ら考えて、台地縁 に住 居址が列 をな してい

たと思われる。土拡 は住 居址南側 にあるが、住 居址内にもあって、それは張 り床 されていたので、同時期

と、それより古 いものとに区別 される。

ア 住居址

ア)1号住 居址 (6図 1～ 60図 1・ 2、  103図 1～ 24、  134図 1、 写三・四 )

遺構  1号住 居址は台地縁 にあって、崖から10mも 離れていない。ロームをほりこんで、 510× 530cm

のほぼ円形 の竪穴住 居址である。主軸方向はN2ざWと なる。壁は南西で40cmと 高 く、北東 に低 くなってい

る。壁のほりこみは直である。床面の状態は良好である。周溝は巾20cm、 深 さ14cm程で壁に沿ってめぐっ

ており、南側の一部できれている。主柱穴は4個 である。炉は中央より北よりにあって、当初は石囲い炉

であったと思われるが、その石のほとんどは抜きとられ、一部が炉の中におちこんでいる。内部は舟底状

にほりこまれよく焼けている。炉内部とその周囲に遺物の出土が多かった。埋甕は南壁よりに正位の状態

で、甕上端を床面よりわずかに高くなるようにうめてあり、その内側には土を埋めて張 り床をしてあった。

(132図 1)。 埋甕 (60図 1)は 口縁部と胴下半を欠 くものである。なお、住居内土墳10に は張 り床がある。

跡江退田
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遺物 土器・石器がある。土器は破片で、器形のわかるのは埋甕 と、炉内に落 ちこんでいた筒形の鉢 (60

図 2)が ある。埋甕 は上径 32cm、 下径20cm、 高 さ32cmあ る。 これ らの土器は縄文時代中期加曽利E式土器

である。石器 (103図 )は打石斧 (1～ 12)、 横刃形石器 (13・ 14)、 磨石斧 (15～ 17)、 石鏃 (15～ 24)、 磨

石 (24)が ある。打石斧・磨石斧は小形である。打石鏃は比較的大 きい。

イ)2号 住居址 (6図 1、 60図 3～ 9、  103図 25～ 40 写 5)

遺構  1号住居址 の西 に並んである。 500× 518 cmの 円形の竪穴住居ムLで 、主軸方向はN3° Wと なる。

壁は南側で27cmと 高 く、北東 に近 くなっている。床面の状態は硬 くよい。用溝 は1性 に沿 って、柱穴間に断

続す る。巾10cm、 深 さ4 cmで、北西 のは長 く、 東と南のは短 かく、ほとんどない。主柱穴は 4個 である。

炉は中央 より北 によってあり、石囲い炉であつたが、西側 の 1つ を除いては、取 りはず されて、炉内 と炉

の南側の床面 におかれている。堀 りこまれた内部はよく焼 けている。t里 4ξ はないが、南壁直下に直径20cm

の長円形、深 さ13cmの ピッ トがあって、その上 に平板状の石 (38× 28cm、 厚 さ4 cm)が蓋のようにのって

いた。内部 に若干の炭があった。埋甕 と同 じ性格の遺構 と考えられる。fll壌 8と 切 りあっている。

遺物 土器・石器があるが、その出土は少ない。土器 (60図 3～ 9)は破片のみである。加曽利E式土

器である。石器 (103図 )は打石斧 (25～ 27)、 磨石斧 (28)、 イf錘 (29・ 30)、 敲打器 (31032)、 砥石 (33)、

石鏃 (34～40)がある。

イ 土墳 (6図 1、 60図 10～ 17、 104図 1～ 6、 表 )

土墳は10検出され、 8010が住居址 と切 りあっており、10は あきらかに張 り床 されていた。円形 (10

506t10)(長 円形 (709)、 不整形 (203040708)と あり、円形のが最 もよく。内 に炭が多

く、遺物 も見 られた。特 に 1に は大 きな木炭 となった材本があり、学習院大学木越邦彦教授のC-14測定 、

(Gよ-4214)で B C 2270± 105と なっている。 この土墳から出土 した土器 (60図 10011)は カロ曽利 E式

土器前半のものである。 5は 出土土器 (60図 13～ 15)か ら、中期中頃、井戸尻Ⅲ式土器で、住居址より古

い。 4か らは比較的大 きな土器片 (60図 12)が 出土 し、器形・文様から見て、縄文時代後期初頭のもので

ある。

ウ その他の遺物 (60図 18～ 20、  104図 7～ 16、  129図 1)

土器・石器が出土 しているが、その量 は多 くない。土器 (60図 )は、縄文時代中期の月券坂式土器最末期

の井戸尻皿式土器 (18～ 24)、 加曽利 E式土器 (25～ 26)がある。他 に、天 目、片 口、山茶碗 、ナ不といった

陶器類 もある。石器 (104図)は打石斧 (7～ 11)、 横刃石器 (12013)、 石錘 (14～ 16)が あり、いずれ

も縄文時代中期のものである。また、土製円板 (129図 1)も 出土 している。
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まとめ

柳 田遺跡 は縄文時代中期の遺跡である。住居址は 2軒検出 されたが、遺物 などから見て同時性 が考 えら

れる。その並び方から見て、台地縁 に沿 って、住 居址が列 になってあったと思われるが、用地内のみの調

査であったため、確認はで きなかった。 この住 居址は遺物 か ら見て、加曽利E式土器で、 その前半 に位置

する。石器で見ると、打石斧、磨石斧 ともに小形であるのが注意 される、 そ して、中期 に しては打右鏃の

出土が多い。 しかも形 が大 きい。住 居址の施設では、埋甕 と、それと同 じ′
性格の石蓋セ ッ トが注意 される。

l号住 居址の埋甕 は張 り床があり、内部を埋 めこむ とい うことダ意識 さ4て いたように思 える。炉 はいず

れもこわされてお り、遺跡 に住 む人間集団が、他遺跡 (生活地 )iへ移動する際に意識的に破壊 していった

ものである。土装は、全てが縄文時代のものとは思 われないが、円形のもの、長円形の ものはよいと思 う。

特 に、 1の 木炭による年代測定は、当地方では最初の例であり、 その比較年代を知る貴 重な一資料 となっ

た。同時 に測定 した高森町増野新切遺跡D14号住居址 (加 曽利E期 )の C-14が、B c 2210± lo5と なっ

ている。土墳は 1号住 居址から南側 にかけてあり、群 をな しているが、井戸尻Ⅲ式土器の もの もあって、

住居址より 1型式位古いもの、同 じころのもの、そ して新 しいものもあるので、全部が同時期ではない。

住居址を切 って南 に流れる用水路は、湯川に平行 しており、中世陶器の出土から考えて、 その頃の湯川か

ら引水 して きた用水路 と思 う。遺跡の山よりの農家で、以前、古銭の大量出土があったとい ぅ。

遺物 から見て、縄文時代中期中頃から後期 にかけての遺跡であり、中央道はその集落のほ麟中央部 を横

切 っている。台地縁 より中に入った水田地帯 も、調査の結果、部分的に包含層が認 め られた。遺跡の範囲

は相当に広かったと思 うが、水田造成で大半は破壊 されている。 (市沢 )

3)
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3 山  田  遺   跡

1)位 置

遺跡は飯田市山本南平3812～ 3894番地にある。南平にはほぼ東西に走る舌状台地がいくつも形成 されて

おり、山田遺跡のある台地 もその一つである。石子原遺跡 とは谷地を間において南側にある。標高 628m´

巾90m、 長さ 150mの 台地 (2図 1、 写二)で、縄文時代中期の遺跡である。

中央道は台地の中央部を南西から北西に走っている。グリットは42+0杭をAAと し、AA～ BK、 41

～58に設定 した。

カマボコ状の台地であるためか、黒土の堆積はほとんどなく、耕土ですぐロームとなっている。

2)遺 物 (104図 17)

発掘では遺構は検出されず、わずかの土器・石器 という遺物を得たのみである。土器はいずれ も小破片

である。文様や胎土から見て、縄文時代中期カロ曽利 E式土器である。石器は打石斧、打石鏃 (104図 17)

がある。

3) ま とめ

山田遺跡は縄文時代中期の遺跡である。 しか し、中央道の通 る部分は集落 にあたってお らず、遺跡の中

心は、丘先端部 にあたるものと考 えられる。 (神村 )



子 遺  跡

1)位 置

遺跡は飯 田市山本南平3067～4092番地 にある。山本小学校の南 にある,馬 の背状 の台地であ (2図 2、

写二 )。 古い扇状地 がその後の浸 ,虫 で両側をけず られ、ほぼ東西 に走 る台地 となり、標 高 629m、 先端部

の巾90mぁ る。谷地 との比高 9話 ある。丘 項部は東へ傾斜 し、 さらに南北両側 にゆるく傾斜 していって、

急 に谷地 におちこんでいる。その項部 に石子原古墳 がある。

中央道は丘先端 に近い所 を南北 に横切 っている。グリッ トはセ ンター杭43+80よ り南10mの ところをA
Aと し、AA～ BY、 40-59に 設定 し、2次調:査 を した糸吉果こと面を言周:査 した。

地形のイ犬態 から黒土の堆積 はほとん どなく、耕土です ぐロァム となってお り、ロームにほ りこまれた遺

構 には、黒土が堆積 していた。古墳の断面を見た ら、盛土の下 に黒上があり、その下 に茶 褐色土があって

以前は黒土や茶褐色土が全面に堆積 していたもの と思われ、茶褐色土からと、ロームにわずかに入 りこん

で押型文土器が包含 されていた。

2)遺 構 と遺物

石子原遺跡では縄文時代早期の押型文土器が採集 されていたので、その時期の遺構 と遺物の検出を期待

した。事実、それは得 られたが、当初予期 しなかった方形周溝墓三基の検出、つづいて、旧石器あ出土 も

あって、調査団を喜 こばせた。特 に旧石器は、石材、石器の種類 か ら相当に古いと考えられ注 目された。

この結果、 2次調査が計画 された。 その結果は、旧石器の出土する地点は新たになく、押型文土器の遺構

と遺物、そ して方形周溝墓 3号 を調査 した。そのため、第 1次調査 に得 られた旧石器は第 2次調査の報告

書 にまとめ、その他の遺構、遺物 については本報告書にのせた。

用地内で検出された遺構 は、旧石器が出土 したA地点 と、それと同時期 と考 えられる礫群 102の 他 に

押型文土器 に伴 なう土装群、縄文時代中期の配右 と土渡、弥生時代後期の方形周溝墓 と墓墳がある。 (6図 2)

押型文土器は古墳墳丘下の包含層に多 く、遺構 は、南側用地界に近い所 に方形周溝墓 3号 と重 なってある。

台地中央部 にもいくつかある。縄文時代中期の土墳 も口Tム・マウン ドと呼ぶ特殊 な土墳がある。配石は

台地中央部の用地内東端 に近い無縁墓地の中にあった。方形周溝墓は古墳 をはさんで、東側 に 2基、南側

に 1基 ある。そのあり方から古墳 との関連が考 えられる。

ア 押型文土器 とその遺構

原石
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ア)土壊 (7図 102、 61図、105図、写六 )

土壊 1～ 22は 、 2か所 に集中す る。 1つ は B地点の方形周溝墓 3号 に重 なり、用地外にのびている。そ

のプランは円形で、大 きさには大 /Jヽ あるが、直径は 120～ 50cmで、深 さは20か ら50cm、 舟底状、す り鉢 )吠

おけ状 になっている。 1～ 4、 6、 11、 12に は内部 に本炭があり、 1、 6に は焼土が見 られた。遺物 はこ

の土坂群 に集中 し、(7図 2)、 とくに11、 12に 多い。11、 12は他の土墳 と較べておおきく、そのほ りこみの

)1犬態 も違 っていて、竪穴住居址で ある可能性が強い。13は 1つ はなれて北 にあり、古墳のほりによって き

られている。その大 きさから見て竪穴住居址 と思われる。 1～ 10は屋外炉である可能性が強 t｀ な
iも

う一つ

は、c地点 とした、B地点の東 にあって、
14～

22が それである。 これ らは形、深 さも不規貝Jで、遺物の出

土もほ
′
どんな`な い。

119120に少量
:の
押型文土器片と剥片があらたのみで、全てを押型文土器のものとする

こと|まで きない。i19は わずかなほ りこみで焼土が 2か所あつたも
'     :  :

遺物は土器・石器でヽ土器はいずれも小破片で、風化 しており、またもろからた。石器はわずかで、、そ

の多く力燎」片である。土器 (61図 )は 、押型文土器で'(山形文 ('1～ :3019)は土渡 10304か ら、格

子f目 文 (5「～ 7・ 1701.8)|ま土墳 8、 12か らt市松文
オ
(8二 13)は土墳 11、 12か `ら `、 縦線文」(14ん 16)は

土墳12か ら出土している。いずれも同‐時期の押型文土器である。石器 (105図)は土墳 2か ら景J片石器

(1)と 横刃形石器 (2)が、土墳12か ら横刃形石器 (3ん 7)が出土 していする。r■      、

1ヽ-イ )押型文土器と石器 (62～ 64図 (106～ 111図 )「
｀ ¬   :  : :

押型文土器とそれに伴出すると考えられる石器は特に古墳マウンド下の茶褐色土に包含されていた。 l

土器はいずれも小破片で、保存の状態はよくない。文様で拓本にとれるものを全部図に示 した。それで

見ると、押型文土器を主体 とし、縄文・撚糸文土器が少量ある。縄文土器 (61図 20～ 29)は比較的粒の大

きな斜縄文である。29は複節の斜縄文である。いずれも全面に施文する。撚糸文土器 (向図30■ 38)は、

30を 除いては縦に密施 され、撚糸の太いの細いのとある。30は網 目状 になるもので、口縁部の破片である。

口
:縁

|よ大きく外反し、口端ぼ丸味をもっている。押型文土:器め押型文はt市松文、格子
.目

文t山形文ミ楕

円文とある。市松文は刺突文、半回転文といわれるものでく61図 39γ 49t62図 1～ 5は逆楕円にな1っ てい

て、口縁付近では横に、頸部以下は縦 |]な るように施文されていてく全面に施文される6口縁 |よ 大きく外

反 し、由唇に亥J自 をつける:‐ 62図 6二 15は長方形を呈するもので、施文の状態は前のもiの と同|じ である6'

格子白文は多く(本遺跡め主体的な文様である。62図 16二 18は長方形または菱形 としては整っていないが

斜走格子目文に入る。同19～ 51は 、比較的に大きな平行四辺形をなすもので、19120は 口縁部である。19

1三 は由縁端に刻 目
:を つけている。49は尖底部で、孝L房状の突起をもちt先端まで施文されている。150、 .51

は山形状の中に横た平行線を入れたもので、山形文と格子目文のうながり
1を

考えさせる。63図 1～ 3は格

子の通 りの悪い斜格子目文である。区画 も大 きい。同図 4二 14は長方形の格子目文で、 4:-6は短冊形 と:

なり、 7ん 14は整った長方形
′
である。同図15～ 39は菱形を示す斜格子目文で、最も普通のものであるも量

的にも多tヽ 。山形文 |ま格子目文や市松文よりは少ない:63図40～ 49164図 1～ 16がそれでキいずれも山は

大きく、そして細い。全面に縦に施文するのを普通とするが、40、 41、 44の 女口く(口縁にそって横に施文

するものもある。45は口縁部に近いところに破片接合のためと思われる穿孔が見られる。楕円文は押型文

の中では最も量的に少ない。64図 17～ 25が それで、楕円文の粒は余り大きくな
:く

|、 穀粒状「(17～ 24)の と
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円粒状 (25)1の とあってく:前 者が多い。縦 または横に施文 してぃる626・ 27は 文様は判然としない尖底音

`
である6こ れらの押型文土器は、胎土、ヽ厚 さから見て(どの文様 も共通 しでおりt同二め所産で

:あ

る:市
松文、格子目文、そして山形文の特徴 も、胎土、厚 さから見て、立野式土器である。

石器については、第二次調査の中でも説明されているが、A地点の旧石器とは異なるがti交互景J離技術
の発達 した、玄武岩を石材とする一群の石器が、押型文土器土墳群 (1～ 12)附近と、古墳マウンド下の
包含層から̀出 」1し てぃる(106■ lo8図 )ざ  そ[の 出土の状態から見ると、押型文土器 との関連が強し、`ので
あるが、同時期の他の遺跡からはこの種の石器は出土 しておらず、石器製作技術 も特殊であるので、直ち
に同時期 とすることにためらぃをもつ。旧石器時代のものである可能性 も強い。押型文土器に伴

｀
なう石器

は、硬砂岩の景J片 を利用 した横刃形石器 (109歯 )が多
L、
0 110図 1は刃部を磨いた扁平な局部磨石斧、

2は小形の九味のある磨石斧、 3は周辺部を磨ぃた板状の石器、141・ .5は特殊磨石の破片である。Aは磨
粍部で、l iCは 打痕の残ると:こ ろである。 6́・ 7は砥石で、16は板状の砂岩で、:7は矢柄研磨器 と思われる
(写十下の28)。  111図 1～ 6、 は黒曜石製の曽根形コ,ア である。i7～ 181ょ打石鏃て 7ヽ、 18は チャート、11

151事 .ィ りヽ質安山岩、1他は黒曜石である.119はノ)り,質安山
:岩

製のスクレイ|パ■、20は 黒曜石製でくっまみを
作り出した景JI片 で石にと思われる。21は 黒曜石製の剥片石器である。 、       11■   ■

、イニ:縄文時代中期の遺構

ァ)配 石`1(7図 1、 、lo4図 18、 写七):   _    ,マ  ‐    テ
.

配石 1‐ は石組とぃっ、た方がよいかも知れない。用地内中央部の東端 .に 名号碑を中心に無縁墓地 (墓墳は
30以上)があった。その中にあって、人骨を近 くの寺に納めるためにとりあげてぃた時検出された。上面
には、その中央に平 らな自然石が2つ並んでおかれ (写七の14)、 墓碑の台石か、墓標 と考えた。そのほ
りこみをほりさげると、石蓋をした方形の石囲があり (写七の15)、 それをとりのぞくとく中央に丸味の
ある石項部が見えた (写七の16017),。 方形の石囲ぃは下部 2段になっていて、上段をはずすと申央のそ
れ1よ 石棒であることがわかる (写七の118)61全 ての石囲をはずすとく円棒状の自然石の角を敲打整形 した
石棒がやや斜めになって}立 って:ぃ た '(写七 の19)こ この遺構|は東酉 1 60cm、 南北 1160cmの 隅丸方形のプラ
ンで、西側にテラスをもち、逆角錐台、に口Tム を約70cmほ りこんでぃる6ヽ その中央に石棒 (104図 18)を
立て、それをかたくとりかこむょぅに扁平の石をもぅて方形に囲み(石棒項部までかく:し 、その上部を.石

で蓋をする。.さ らに上できって埋め、おさえとして扁平石をおいてぃたことに1な る6石棒は花同岩製で、
断面は楕円状の、太さ16.5cm、 長さ49cmの上部に細 くなる申然石で、上端 と縁辺に敲打調整が見 られる6:

伴出遺物の出土はないが)石棒の存在時期や、中期土器も散布 していることから考えて、その頃のものと
虎]う 。

| |:  11  1 1 1  1     ,     ′ , :        i :

「|イ 〉 土疲23γ 25(7図 11、 写六の12・ 13)

1ヽ C′地点に.集 申する:土墳の中に24,25は あり、23は それとB地点の間にあ′る。これら-3つ :と もいわゅるロ
■ムマウンドの土墳で、円形のスリ鉢状 に掘 くぼめた中に、ほり出 した口■ムをうめこんだもので、ロー
ムの塊状 になづ

―
た周囲と下部に黒土帯をもぅている。そのた1め 上面では黒土の円形状の掘 りこみができ、、
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断面 をとると黒土がロゴムの下 に入 りこんでいる。ロームをとりあげるとス リ鉢状のピッ トにな る。 これ

らの土墳は縄文時代中 期 に盛行 している。石子原遺跡のは比較的大 きなものである。遺物 は出ていない。

ウ 方形周溝墓と墓墳

方形周溝墓は 3基確認された。 1・ 2号 は台地の北面斜面にあって、溝を共有している。 2号の南西に

接 して台地尾根部に円墳がある。 3号 は古墳の南側の、南面斜面にある。こうしたあり方から、古墳を含

めて、墓地群 (墓域 )｀ を考えた方がよぃと思われる。

ア)方形周溝墓 1号 (7図 3、 65図 7、 8、 写八図 )

1号は南北14m、 東西 12.40mの わずかに南北に長い方形で、東南隅に巾180cmの陸橋をもつ。溝は隅丸

に一周し、逆台形状にほられ、巾は広いところで2m、 せまいところでlmあ り、深さは東溝60cm、 西溝

60crn、 北溝40ёm、 南溝60cmあ る。溝の長さは東溝10。 5m、 北濤9.80m、 西溝1lm、 南溝8mあ る。溝中か

らの出土遺物はなぃ。墓墳は2基あって、墓墳1は中央部やや南よりに、溝の方向より北へ傾きを、もち、

N65° Wの方向を示す。長 さ2.7m、 巾1「 26m、 深 さは40cmの大 きさの長方形である。ゴヒ西 よりの頭部付近

と思 われるところ (× 印)か ら、コバル トブルーのガラス小玉 (65図 7・ 8、 写八の22)が 2個出た。 7は

径 9 mm、 厚 さ 8 mm、 申央 に 2 mmの 孔があく。 8は径 9 mm、 厚 さ8 mmで 中央 に 2 mmの 孔があく。大 きさ、形

から見て、古い時期の小玉である。墓墳 2は 1の 西 にはなれてあって、N67° Wの方向で、大 きさは長 さ1。 7m、

巾 0.8m、 深 さ34cmと あって、墓墳 1よ り小 さい。墓墳の深 さなどから見て、当初 は盛 土があったと思わ

れる。

イ)方形周溝墓 2号 (7図 3、 写八・九 )

2号は南北 9。 8m、 東西10mの方形で、 1号 よりは一 まわり小 さくなってお り、 1号の西溝 を利用 して

西側 に並んでいる。南隅 と北隅の 2か所に陸橋 を残す。溝 は巾 lm前後で、逆台形 にロームをほ りこんで

いる。深 さは南溝 120cm、 西溝80cm、 北溝60cmあ る。溝の長 さは南溝 7.2m、 西溝 8。 6m、 ゴヒ溝:6mあ る。

墓墳はほぼ中央部 にあつて、溝の方向 と一致 している。墓墳は方向N8ぴ Wで、長 さ 3m、 巾 1。 2m、 深 さ

25cmの大 きさで、隅丸長方形 をなしている。墓墳内には本棺材 と思われる板状の本炭が見 られ (写 九の22)

その本炭 にまじって骨片 (同 25)が点在 していた。火葬骨 としてはおか しく、埋葬後何 らかの事由で焼 夕
ヽ

れたようであ り、焼土 も見 られた。出土遺物 はない。

ウ)方形周溝墓 3号 (7図 4、 写六・十 )

3号 は南面斜面 にあつて、北西半分は用地外にあるため全域の調査はで きなかつた。南北17mの方形状

をなす もので、 3基の中では最大である。東溝の中央 よりやや南 によつて陸橋があり、溝は大 きくて深い。

東溝 は巾 2m、 深 さ60cm、 陸橋部 も入れて長 さ15m、 北溝巾 1◆ 6m、 深 さ80crn、 南溝巾 1。 争m、 深 さ40cm

ある。溝の断面で見 ると盛土があったように思 える。墓墳は 2基:あ って、墓墳 1は ほぼ中央部にあり、溝

の方向 と一致す る。方向N55° Wで、長 さ 2。 8m、 巾 1。 6m、 深 さ42cmと 大 きくて深い。墓墳 2は 1の 北に
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並んであって、方向N45° W熊 さ 2.6m、 巾 1。 6m、 深 さ22cmと 、一 まわり小 さくなっている。遺物の出

土はない。

工) 墓墳 (7の 1、 写六の13)

墓渡 と思 われるほりこみの深 い土墳があり、土墳 と区別 したが、人骨 は認 められなかった。墓墳 1は方

形周溝墓 1号の南 にあり、直径50cmの 深 さ70cmの 円形の土墳である。墓墳 2は、C地点の中で発見 された

もので、長 さ 1.8m、 巾 1.4m、 深 さ lmの形、大 きさの しっかりした長方形の もので ある。方形周溝墓

3号 の墓墳 と大 きさ、形 が似ている。いずれも出土遺物 はない。

明 らかに人骨の入 った墓墳は、用地内に30基以上 あった。南無阿弥陀仏の名号碑 を中心 に、そのまわり

が無縁墓地で、人や馬 などを葬った らしく、両者の骨が見 られた。墓墳は円形、長方形 とあり、上部 に石ヽ

を置 くもの もある。人骨は生々 しく、保存の状態 はよい。副葬品は寛永通宝、煙管はほ とん どの墓墳 にあ

り、特別なもの として、天 目碗 と刀子 を納 めたのがあった。

工 その他の遺物 (66図 、 104図 )

遺構以外の出土遺物 としては、土器、石器が少量 ある。土器 (66図 )は、縄文時代中期で、勝坂式土器

(1902)、 加曽利 E式土器 (304)、 後期堀之内式土器 (5・ 7)が あり、須恵器、陶器、青磁 も出

ている。石器 (104図 )では打石斧 (19～ 23)、 磨石斧 (24)、 横刃形石器 (25)、 磨石 (26)な どある。

まとめ

石子原遺跡は、旧石器時代からの遺跡で、それについては別の報告書を見てほしい。押型文土器は立野

式土器で、堅穴住居址と土墳 (炉 と思われる)があり、土墳 3の本炭はG a k 4210に よるC-14で はBC
5880± 190と でている。予想 したよりは新 しい。また矢柄研磨器の存在が注目される。中期の酉己石 1は 石

棒 を埋めた特殊な性格で、信仰面での追求が必要である。方形周溝墓は 3基以上あったものと思われる。

出土遺物がなく時期不明であるが、 3号は陸橋のあり方から見て当地方弥生時代後期に多く、 102号 も

それと同 じか次 ぐものである。時間的には 3→ 1→ 2の順ダ考えられ、最後に円墳へ と発展すると思 う。

弥生時代後期から古墳時代にかけてと思 うがt土器は下片 もなく、近 くに同時期の遺跡の存在も知られて

いない。当地方で類例を増加 しつつある方形周溝墓を総括 して考えるべきであろう。 2号における木棺を

焼いた例は他にないようであり、特殊な葬法があったのだろうか。土墳21も 墓療的な性格が強いが、中に

は焼土があり、本炭も見 られた。 Gak-4208に よるC-14で はAD 740± 500と いう数値が得 られてい

る。八世紀頃の遺物はないが、その頃のものであろうか。

当遺跡は予期以上の遺構 と遺物の発見があり、中央道による破壊は残念である。丘の大半は残 されてい

るので、それを含めて、周辺の調査 (分布調査も)を し、この遺跡の理解は今後に残 されている。

3.)
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5石 子 原 古 墳

1)=:位置 と外形

1石子原古墳は飯田市山本南平4087番地にあり、石子原遺跡と同じ台地の先端‐に近い尾根項音「1手 ある。(2

図 2、 6図 2)。 遺跡のところで説明されているよ:う にヽ方形周溝墓3基 にはさま4て いて、方形周溝墓a

号の周溝南西コニナ■より1104mは なれてtl古墳の堀がある。・3号 と、は約10口 tま なれている92号の濤を

切りあわないように離している点、方形周溝墓を意識して築造したものと思ラ。標高 630m、 調章前の古

墳は桑畑となつていて、東西18.5mt南 ィヒ13.9mの 、.高 さ1.68mの小円墳として理解され、し闊墾により石

室 は破壊 されていると思われていた。

古墳はそのほとんどが用地内に入っているが、西側は相当に崩 されて、用地外にのび、南側は農道があ

って調査できなかった。20cm前後の耕土をとりのぞくと、墳丘は角のある円墳で、方導・とし:)え ないことも

ないが、これをとりまく堀はあきらかに円孤tを えがいている。堀の内側での大 きさは、南北1992m、 東西

は18:6■ のほぼ同径で、高さllよ堀縁から 175こmあ る。墓渡 1の ,あ り方から見ると、当初いもっと封± 1キ ■か

ったょうである。́堀は巾 2:6～ 3.2m、 深さは20～ 30cmあ るが、́墳項部からユmの とこ=ろ に見 られ黒上が

当時の地表面であるのでt:そ うだ:と すると、堀はlm以上も堀 りあげており、1堀 の巾も5m以上 |キ あつた

とも考えられる。堀の底に粘質黒土が堆積 した頃、その上面に礫を役げこんだか、意識的においたらしく

北側 に集中して礫が見られた。この石は墓墳 1と 関係するであろうか。(写十二の32)

2):■古墳築造状態

古墳を東西1と 南北に切断 して見た(8図 2、:ラ十七の49)。 盛土は非常 にやわらかで、その上に車つての

の触感がいかにも、盛土という感 じ:を 示,す
。項部から70γ 100 Cmの ところに真黒土が5ぃ 程の厚 さであつて

そめ面は平 らである:|:そ れより下の層1は 全 くrあ れておらずミ黒褐色土、″暗褐色

=と
あ́||つ て口,ハ lFな つlて

おりで
'ロ ームtま での厚

iさ
l■
‐2饒轟ある:こ の黒色車の上面に墳丘のプラツをきめてから、まゎ;り に堀を拝:?

て(そ の上で盛りあ1ザたので、黒土t口|ニ ム、ローム混じりの褐色土が互に入り組んで積み車な|っ てぃう。

ぞあ厚:さ はlmな しヽ。当初:の盛土がもう少しあらたと'し てiも、高さ2 ml足 らずの低い円墳oあ :つ をといえ

よ:う 。この円墳から墓壊が4基検出されたιlん 3は断面で観察される。それで見ると、当初の墓蒙は2で

3そ して1と つくられたようで、2→ 3● 4→ 1の順が考え:ら れる。墓渡1の下部盛二中に木炭が集申し、

相当に大きな材本が焼かれたようであり、その本炭のC r14(Gak 4212)は A D 200± 85と いう数値がで

ている6:墳丘の時期と一致しないが、方形周溝墓2号の墓墳の本炭との関連も考えられる。な●■根石や

葺石は見:ら れなからた。  | ・ ‐ 1-         7 _1_ :`. :   |
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内部構造 (墓墳 )

古墳の墓壊:「よ4基発見されたが、その発見の状態が充分でなく、 3t4は完全な調査はできなく残念で

あり、調査員の力不足を痛感 した。墓壌 1は耕土を取 りのぞいた時にその石囲が検出された。その時点で

明治大学大塚初重教授より、ヽこのような古墳には墓様がいくっもある1か らと指示され、1ほ りさげていく過

程で、1墓城 2を 検出 したq北西 4:分の 1区 をほりさげていく途中で墓墳 3を 検出 した.がく墓墳底部の状態

をつかむのがやっとであった。墓壌 4は、F朱の塊がでてきてその存在を知 り、その時には大半がけず られ

ており、位置 しか確認できなか|っ た8'発見された順に 1～ 4と するt             i

ア 墓墳 1(8図 、写十二 )

長方形に:石 を組あわ,せ た箱式石棺でく蓋石ははずされてなかった。長さ 1.6m、 巾 0:7m、 1深 さ中段 ま

で 8 cm、
`下

郡 まで16cmぁ :る 6方向N45:Eで、:墓渡 2と は45° 東にずれ、墓療 3と はほぼ平行するt墳丘の最

も頂部につ くられる。大半が花商岩で、嶺家片麻岩 も含む自然礫で、両側壁 と奥壁は面を出すように直に

立て、南側の壁は 2段の小口積 にしている。内部には土が埋まっていて、中段に一つの面があり、奥、中

央、そして南よりの 31か 所に石がお
｀
かれていたこここが棺底部 と|も 考えられるgそ の下にも硬い面があ|り

つき回められていた。:出土遺物は1な い

3)

イ 墓墳 2(8図 2、 写:十二の36、 :十四 )

. : : |:1 1.′ _     
´

 :    ::、
1    -

墓墳 1の 西 にあって、長方形のほりこみをもつ。長 さ 2.2m

はN5° Wで、ほぼ南北線を示す。南西隅より上師器、須恵器そ

ウ 墓療3(8図 2、 写十五・十六)

墓墳 4は北側に残 してあらた土層観察壁を崩していで検出した。

を確認できないが、N80° Eの方向をとる長方形のほりこみである。

巾85cmの隅丸量方形プランである。方向

して刀子が出ている。 |

墓墳 2の北側 にあって、全体のプラン

西端 に朱塊があった。

全体を検出できなかったが、残された部分から推定すると、長さ 3。 5m、 巾 1.5mの 長方形で、ほりこ

みは30cm以上ある。その中央は長さ3m、 巾50cm、 中央の深さ10cmの 九辱をなすようにほりこまれている。
割竹形木棺[を 置いたようであ.る

1。 i;そ の,ほ り:こ み中央部東縁に直刀が、西縁に鉄鏃が、南端に近いところに

朱塊が見られた。この墓療 3は墓墳 2の西′漬jに 、21よ り深くほ:り こまれてある.6主軸方向は45:東 に傾いて
いる。 l i「 l .1_

工 墓墳 4i(8図 ,2)
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出土遺物

墳丘の南西封土中より、碧玉製の管玉 が 2つ ある。(65図 5、 6)。 出土位置 から見て、墓墳 3と のつ なが

りが強い。

堀 りの埋 め土より須恵器堤瓶がこわされて、なげこんだようにあった。下半部は道路下の未調査部 に入

っているらしいが、口径 13。 3cm、 月同径 21.6cmの球形状 をなし、あるいは壺 とも考えられる。焼成、月台土 よ

く、須恵器第 2様式で、岐阜県、愛知県から持 ち運 ばれて きたもので ある。

墓墳 2か らは、刀子 と須恵器壺、土師器甕 が出ている。いずれも墓墳の南西隅にあって、刀子は柄 をや

や下 に、刃部先端が高 くなっていた。須恵器の蓋付広口壺は蓋 をしてやや斜 めになり、土師器甕 は壺から

わずかに北 にはなれて横だお しになっていた (写十四の37、 38)。 刀子 (130図 2、 写十四の39)は 、鹿角

装の小刀子で先端部 がおれている。残部の長 さ 10.65cmt刃部 は 5。 3cm、 茎5.35cmあ る。蓋付広口壺 (65図

102、 写十一の29)は焼成・胎土 ともよい。蓋は偏平 なつ まみがつ き、径 9。 3cm、 高 さ 4。 5cmあ る。壺

は口径 7。 9cm、 月同径 11。 4cm、 底径 4.3cm、 高 さ 6.2cmあ る。その器形 から見
゛
で須恵器第二様式 に比定 され

る。 土師器 /」 形ヽ杉要|よ 、 |コ 径 9.4cm、  月同径 10.lcm、  底径 4。 9cm、 高さ 8 cmあ り、 器高から見て鬼高式土器 に

比定 される。

墓墳 3か らは直刀 と鉄鏃が出土 した。直刀は保存状態がよい (130図 1、 写十六の46)。 長 さ86cm、 鋒

1.9cm、 身69cm、 茎14.5cmあ り、身の部分 には本質部が残 る。出土 した時 は、柄 と鞘の状態はよく残 って

いた (写十五の43、 44)。 柄 は紐でかた くまいたようである。柄頭はあれていて明確でないが、環頭であっ

たように思われる。鉄鏃は本官方向に一致す るものが多いが、 1つ だけ方向を異 にしていた。かため られて

あり、刃先は南を向いている。本質部 はないが、茎の部分 に一部残 ってお り、刃部の中には布の残痕 が見

られる。全部で11で 、いずれも片刃鏃である (130図 3～ 13、 写十六の47)6

なお、古墳 とは直接関係 ないが、墳丘の耕土中から文久永宝が 2枚出土 している (103図 14015)。 また、

この古墳 から勾玉 が以前採集 されているとい う。

まとめ

石子原古墳は、破壊 されて しまった古墳 と考えていたが、墓墳 も4基確認 され、墓墳 2、 3か らは副葬

品もあり、当地方の円墳 を軽視 していたのを、改めて注意せねばいけないことを知 らせた。立地の林態か

ら見て、方形周溝墓 とのつ なが りも強 く、遺物から見て、 6C初頭 と考えられる。当地方 に横穴式石室が

盛行す る以前の古墳であろうか。当地方古墳全体 という広い視野 に立 って検討すべ きであろう。墓墳の造

成 にしても、その順序 も一応 は考えたが、果 してそうであつたろうか。 このようにいくつ も墓渡をもつ古

墳のあり方等、今後 に残 された課題は多い。 (金 井 )

4)

5)
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6 よ う じ 原 遺 跡

1)位 置

ようじ原遺跡は飯田市伊賀良中村 375～ 390番地にある (2図 3、 写十八)。 ニッ山北側の、茂都計川
南岸の台地で、標高 595mの 小台地である。

中央道はこの台地先端部から台地崖をきりとらて東西に走ちている。そのため、用地内に入る台地平坦
部は殆んどない。台地縁にそって トレンチを入れるが、出土遺物、遺構の検出は全 くなかった。

2) まとめ

ようじ原遺跡は、古 くから縄文時代の遺跡 として知られている。 とくに縄文時代早期の押型文土器は大
正年代に採集されていて、日本的に見てもその発見は古い、中期土器、石器、弥生時代後期土器、石器、
そして古墳時代の土師器、須恵器、それに石製模造品も出ていて、注目される遺跡であったが、中央道は
遺 F亦 をかすめて通るようなイ犬態であったため、出土遺物 はなかった。
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位 置

11,遺跡は飯田市伊賀良中村 287番地にあ:る
(2・図4、 1写 |十 八 )。 伊賀良地区の南端 :、 茂都計川の北岸台地

が遺跡で、中には古墳 もあるが遺物の散布は少ない。標高 579h、 ,台地縁 に住居址が検出された6 1

:1中
央道はこの丘:を 東西に横切っている́。ダリッi卜

|は 77+60杭をIA:Aと し、A:Aか らBL、 41γ 62ま :で に

設定 した。

A地区では耕土の下は礫層で茂都計川の河床であった。住 居址のある部分は一段 と高 くなっていて、砂

礫土の上 に褐色砂土があり、耕土 となってい た。深 い所で70cmほ ど褐色砂土が推積 し、褐色砂礫土をほり

こんで住 居址 がつ くられていた。

遺構は住居址が 2軒検出されたが、それは 2号住居址の上に重なってあうた。 1号住居址 と2号住1居址

の区別は判然としなく、数cmの厚さしかなかった。そのため遺物は明確に区別できないものが多かった。

ア 1号 住居IIL(9図 、66図 、 112図、写十九・二十 )

遺構東西 5.8m、 南北 5。 3mの ほぼ円形 プランの堅穴住居址で、主軸方向N43° Wを はかる。2号住居址

をうめてつ くられていた。壁は軟弱で あり、そのほ りこみも浅 い。床面 は炉のまわりを除いては状態はよ

くなく、
/や

や粘質の砂土をかためていた。柱穴 は 3本確認 された。もう一本あったと思われるがつかむこ

とがで きなかつた。炉 は中央 より北西 によつたところに不整円形の石囲い炉 がある。小礫 を 2重 または 2

段 に積 んだていねいなつ くりであり、奥 中央部 に立石状の石が見 られた。炉南側の 2号住居址柱穴 を埋 め

た中から粘土製の塑像が出土 している。その出土)1犬態は、柱穴の中を土で うめるが、土器片や石 もつめこ

んでお り (写 十九の53)、 さらに上 に大 きな礫 をおいていた。その柱穴中央部 に、立てて うめてあった。

これは、 1号住居址の人が うめたもの と考えられる。あるいは 2号住居址の人が住居廃絶の ときに意識 し

て うめたのだろうか。

遺物、土器、石器があり、土器 (66図 )は いずれも甕の破片で、 8は器形がわかるもので、 2号住 居址

埋甕近 くの床面 にあった。 9010は塑像の入 っていた柱穴内から出土 した。いずれも縄文時代中期力日曽利

E式土器で も終 りのものである。石器 (112図 )は打石斧 (1～ 5)、 横刃形石器 (8)、 石 ヒ(9010)

敲打器 (6)、 石鏃 (11)、 不定形石器 (7)が ある。              イ



2号住居址 (9図 、 66図 、,67図 、 132図 、写 二十一 )

遺構 東西 5.7m、 南北6.15mの 角のある円形堅穴住 居址である。主軸方向はN14° Wをはかる。壁 は北

東部で高 く、南 に低 くな り、南 11三 なって 4く なってぃる。壁の状態 |キ ょくない。床面の状態 も悪い。柱穴

は 4本 で、東側壁 にも柱穴 らしき穴がある。炉 は中央 より北 よりにあって、炉石ははず されており、スリ

鉢状 にほ りこまれた炉底は焼 けている。南鯛」壁 よりに埋甕 (67図 1、  132図 2)が あり11書の口縁音5を 欠

くのを、わずかに上端 を上にだ して正位 に埋 め られていた。胴径29on、 底径10cm、 高 さ33cmの大 きさであ

るも「どちらの,住 居址 につ:く
=か 不明であるが iヾ埋甕 より外鯛」壁 よりIF平 ら奪石がおなれて1わ1っ た。,■

「

=遺物 11号住 居址 |]混在 してぃ.る と思 うが(:1土 器がぁり、ユ 器
―
(ω図11■ 17)は埋甕以外はし,)ず れも破

片である。17は 台付土器の台部である。13・ 14・ 16・ 17な どはやや古 い様相 を示すが、 2号住居址 と同 じ

くカロ曽利 E2式 土器の終末期‐土l器 で|あ.る 6 ‐  :  I  Ⅲ   :‐  l ,「 i     :

ウ その他の遺物

遺構外からの遺物出土は少ない。土器では縄文時代中期土器

時期のもの、中世の天目碗や黄瀬戸皿などが出ている。石器 (

ll器 :(14)、 スクレイtパ:言 il(15■
17).11、 石鏃 ,(18):がある」1・

|

(67図 2～ 4)、 土師器 1須恵器の新 しい

112図 )では打石斧 (12013)、 横刃形石

まとめ

調査の結果、縄文時代中期方日曽利E期 の住居址を2軒検出した。これはほとんど時間羞がなく、子2号住
居址の上 に重複 して建て られている。台地縁 にあって、集落は用地外にのびていると思 われる。 この住居

址では11:号住居址のうめ方が特に注目されt柱穴の埋め方とt:そ の申にあぅた塑像が注意される8i粘土を
こねてつぐらたもので、盲人のつくらた人間像のようである1(125図 1、 写二十)18厚 さ6中、1高 さ18cm

の大きさで、手でこねたようにあって、指紋も見られる。今後注意しなければならない遺物であると思う。

(金井 )

3)
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8寺 山 遺 跡

1)位 置

遺跡は飯田市伊賀良中村92～ 94番地にある (3図 1、 写十八)。 中村部落東側の中央部にあぅて東に走

る台地縁が遺跡である。長清寺西裏の南面斜面となる。標高 576m、 南側の水田地帯より6m程高くなっ

ている。

中央道はこの台地中央部を南西から北東に走っている。グリットは80+60杭 をAAと し、BEま で、41

～61に 設定 した。調査の結果、わずかの遺物を得たのみであった。

2)遺 物

土器、石器、石製模造品が出ている。土器はいずれも小破片で、縄文時代中期勝坂式土器、新 しい土師

器、中世陶器がある。石器 (112図 19)は打石斧 とスクレイパーがある。石製模造品は分布調査をしたと

き採集されたもので (125図 2)、 滑石製の円板で、直径 2。 lcm、 厚 さ3 mm、 中央に 1孔がある。

3)ま とめ

寺山遺跡では石製模造品が採集 されていたのと、南面斜面のよい場所 ということで期待 して調査 に入っ

たが、遺構 は検出されず、遺物 もほとん どなかった。中央道より西の、部落 に近い方に遺跡の中心がある

もの と考 えられる。  (神 村 )
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跡江退9六 反 田

位 置

遺跡は飯田市伊賀良大瀬木4319～4330番地にある (3図 3、 写十八)。

“

麓の扇状地扇端部がその後の侵

蝕によって、いくつもの東西に走る台地となり、六反田もその一つであるよ大瀬木、三日市場、そして中

村の二部落の境界近 くで、三 日市場の大池堤北側台地で ある。標高 560,二 580mに かけての東 に傾斜す

る台地で、巾約 100mの もので、畑地 となっている。

中央道はその先端 に近いところを南西からゴL東 に走 っている6グ リッ トは86+20杭をAAと し、Cxま

で、39か ら58ま で に設定 し、 さらにAAょ り南にものば して、YYか らWAま で広げた。

遺構 と遺物

違構 (10図 1)は住居址 と土墳 が検出された。住居址 4軒は 1号 が台地尾根 に近いところにあり、 2～

4は北側斜面端近 くにある。 5号住居址 と土墳 4は台地先端 よりに、土墳 1～ 3は台地尾根部 にある。土

渡 5～ 7は わずかなくば地 をおいて南側の小台地 にあった。大池堤西側の台地先端部 に平担地が造成 され

ていて、竪穴状のほ りこみが見 られ (写二十四の64)、 注意 して堀 り上げたが、出土遺物 は現代のものであ

り、地域の人の話で、堤 を作 るときに赤土 をとった場所 とのことであった。

ア 住居址

ア) 1号 住居址 (10図 、68図 、写二十二 )

遺構 中央道用地内では最高所 にあって、3。 7× 3。 9mの ほぼ方形の堅穴住居址で、ローム層 をほりこん

でいる。主軸方向 N23° Eを とる。壁高は30cmあ って、カマ ドは北壁の中央 よ りやや東 によって、わず か

に壁をほ りこんである。石心粘土 カマ ドであるが、カマ ド東側 が耕作の うねによって破壊 されている。袖

を住居内に出 し、中央 に自然石をたてている。床面の状態はよい。四隅には大 きな堀 りこみが見 られ、柱

穴 とも思われるが、カマ ド東側のは、内部 から遺物や石 もあって、貝宇蔵穴 とも考えられる。

遺物 土師器、須恵器、灰釉陶器があり、灰釉陶器は小破片の椀があったのみである。ヽ土師器 (68図 )

は杯 (1)、 甕 (6～ 10)で、杯 は内面黒色土器で糸切底 となっている。甕 は小形でヘ ラけず りの見 られる

の (6)、 同 じく横走 する整形痕の見 られるの (7)、 そして長胴で、縦の整形痕の残 るもの (8～ 10)の

三器形があり、後者が多い。これ らはカマ ド内 とその周辺 に発見 された。石製品 として砥石 (112図20)

も出土 している。

2)
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イ)2号住 居址 (10図 、68図 、写二十二 )

遺構  台地ゴL′側斜面の水田となっている谷地 に近いところにある。 2～ 4号住 居址 と3軒かたまってあ

り、カマ ドの方向も一致 している。̀:そ のま:ゎ ,り
には住 居址 1ま なからた。 4:8× 4.3mの方形堅穴住 居址で

ロームをほ りこんでいる。傾斜地のため北西側 の壁は高 く、東南側の壁 は低 い、主車由方向はN64° Wを はか

る。カマ ドは石心粘土カマ ドで、ゴL西壁のほぼ中央 にあるが、 くず されて、側壁や中央の石は抜 かれてあ

った。床面の状態 はカマ ドか ら中央 にかけてはよかったが、壁:よ りは悪 く、ゴヒ側 は悪 い。 4隅1と ゴヒ側、東

′側、そして床中央部 にも大 きなほ りこみが見 られた。ゴヒ側の一つ をのぞいてはいずれ も浅 い。西隅 と東側

中:央
'の 1ピ ッ ト

1に
は焼 土が 入う|て いた。ヽ

遺物 :カ マ ド内 |と そのまわりに多くあちた6

たのみであるも土師器は甕 |ぐ 68図 16(17)で、

はなく、糸切底である。

土師器 ごi須恵器でt灰釉陶器は椀 と壷の小破片が 2片 あっ

5個 体以上|あ る

「

須恵器はメ !(11～ 15)で、いずれも:高台

ウ)3号住 居址 |(11図 ミ68図 、69図 、三写二十三(  |

遺構  2号住 居址の南 にあって、 3.5× 4.3mの 長方形の堅穴住 居址であるι主軸方向はN80° Wを はか

る。傾斜地のため西壁 は高いが東壁はほとん どない。床面の状態 は良好である。カマ ドは石心粘土カマ ド

で、西壁の中央部 にあって、 くず されている。ほ りこみは 5か所 あり、不規則であるき東隅のは柱穴 と思

われるが、他 は貯蔵穴 と思われる。

遺物 土師器(須恵器が多く、1灰釉陶器 は壷
1、

椀の破片が-2片 あも:た ぎ±1雨器は不 (68図 18)、 と甕 (20

～22、 69図 1う ||があり,(.甕 が多い。1_器形 に変化が見」られるg須恵器は,不 (68図 1、 9):`と 甕 |・ (23):|が あ:る 。_

:ヽ そ :::|::: t:.  1: li t li l: i 1 1  、  1「  |::i′ 、
1｀

1 | 
‐

′ `  :｀ :′   “   ‐  ´

工)i4号住

遺構  2号住 居

かったが、長方形

中央部 に良好で、

れているだけで保

2か所認 められた

遺物・ 土師器、・

で、イヽ形 のものt(

出てい:る 。
:

居址11(11図、169図 (写二十三 ):「   1 'I I〔 i t:|し 、 ::「 「   1,,1‐ ・

址の東側 にあって、住 居址群の中:で は最 も低 い場所 にある。:束壁 をつかむことはで き存

の堅穴住 居址で、南ゴL5.35mあ る。 4軒の中では最 も巾が広い。床面はカマ ドの前から

まわ りと東′側はよくない。カマ ドは西壁中央部 にあって、石心粘土カマ ドでわiず かに崩

存の状態 はよい。柱穴は 4本検出 されたが、東隅のはつかめれなかった。床面 に焼土が

。                       |  ::｀ ″:|::| ::::´ 11  1「 íl    i

須恵器がほとん 'ど
t■灰釉陶.器は壺と椀の破片が2片であ|る ょ車師器は甕 ,(:69図 4■19)

4:γ 7)'と 長胴のもの11(819.)と がある。1須恵器:は杯、|(2)、 L高 1台付皿t(i3)、 i蓋 が

オ)5号住 居址 (11図 、写二十四 ) 1-‐
 1 : : ■` :,   サ

 il■ 1 ll     .:  : 1、  :|

遺構■ 61号住居址の南にあぅて、 3。 8× 1.65mの長方形のプランでミi主
:車由方向N751Wを はか′るふ西側 に

壁は高 ぐヽ :ヽ東 に低 くなぅてお.りも そのほりrこ みは内側に傾.む いて_い るぎ東壁タト倶」に|よ 黒土中に東全高ぐな[

るよう:に 貼り床が見られ■人口部ど1思 われるヽ6~床面の状態はよい6柱穴はない。,I遺物の出:土 もない。土墳

とも́考|え、ら:れ たが、床のイ犬態、入口部の様子から住居址 としたふ´ i , ,li   it、 11  ｀ 111
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イ 土壊

:二:'「 t     i

土拡は 7個検出された。 l～ 3は用地内台地頂部にあって、 ド1は小規模なロームマウンドの土墳で、
ローム中央 に焼土が見 :ら、れた。 233.は 不整円形の浅いほりこみである|■4は 5号住居llLの 南西1こ あちて、
形も類似 している6長楕円形で南東にテラスをもつが、床面のよう遺 かた|さ はないこ 5■ 7は南側の台地
に並んであってt赤土取 りによってきられてし_ヽ るdI袋状の断面をiも つ円形っ ピッ`卜 で、中から土器片や右

器が出土 してぃ|る 。 f′   ll ,.‐ r  rf 〔 1 1  .  :,111::  こ(||

遺物、土装 5～ 7の 中で発見されたもので、土墳 5か らは、打石斧 i「 (112図 21),と 石錘
.(22～ 25)があ

り、石錘 4こ の出土が興味をひく。土拡 6か らは土器片 (67図 5:6)が 出土 じヽ 4縄文時代中期前半の上

器である。:土装 7か らは、中期前半の土器底部 (7)1と 打石斧 ('112図 26),が 出ている6.:1 1■ ■ 1

.1 1 ′   :: li:|'   ‐ 「 ,    |   'り :  ::

ウ その他の遺物

土器、(67図 )、 石器 (112図)があり、土器は縄文時代中期勝坂式土器、加曽利E式土器|(809)、

堀之内式土器 (10・ 11)、 加曽利 B式土器があり、また中世陶器 も出土 している。石器は打石斧、石鏃、

横刃形石器 (27)・ があるぎ  !         t, i ■ i:11 1::: 
′ヽ

 ■  ■ |: i::

まとめ

六反田遺跡では、住居址 5軒 と土墳7が検出された。縄文時代の土器、石器め散布からその時期の遺構
を期待したが、土墳1～ 13、 5～ 7の みで、住居址は検出できなかったιこれらの土髪は台地墳部にある
ので、台地縁に住居址が存在すると思うが、それは中央道用地外であぅど住居址 1;～:4号は、遺物から見
て国分期のものである:灰釉陶器のほとんどないこと、:高台の発達がないことから、苦ぃ方に位置づけら
れる。 1号 と2■ 4号 とは群を異にしており:同時期ではあるが、ガマ ドの方向を異にしてしヽるのが注目
さ:れ るぜ台地でも北傾」斜面の、谷地水田

||ご
接しであり、それが、

:3軒
前後でま1と まちてごそれがいぐぅか

ら

集まってあったと思われる。中央道用地から:西 にかけて広がってぃると思われる。 5号住居址は(そ の形

やあり方から見で住居址としたが、土墳 4ど共通′
ll■ が強い。中世の住居址のlあ :り

方に類似 しており、その

頃のものと思われる。 (遮那) i      l 、  .l  il■ : ,li:Ⅲ  :: 11      1

3)
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10 跡

1) 位置

遺跡は飯田市伊賀良三日市場にある (4図 1、 写二十五)滝沢川のつ くる扇状地扇端部にあって、滝沢

川北岸の台地が遺跡である。酒屋前遺跡 とは小 さな凹地をはさんで南側にある。遺跡は間に柳ツボという

凹地を扶み南側の小さな舌状台地と、北側のゆるい傾斜地とにわかれるも南側の台地は水田となり階段状の

造成が見られ、用地内での高さは標高 555mで ある。北側のそれは畑地となっていて、標高 550mあ るも

中央道は遺跡の先端部を南北に横切‐って、飯田インターヘと入つている。グリットは99+0杭 をAAと

し、A RI～ FI、 37～ 63ま でに設定 した。

南側の台地では、耕土 (30cm)、 黒裾鷹土 (30γ 40cm)そ してロームとなり、住居址はロームをほりこ

んでいた。北側では耕土 (30cm)、 黒褐色土 (40cm)そ してロームとなっていたL

2) 遺構 と遺物

遺構 は住居址 と土墳、そして溝が検出された。南側の台地からは弥生時代の住居址 2軒 と、土渡が 4

北イ貝Jの傾斜地からは中世の住居址 2と ミ土墳群、溝があった (12図 304)。

ア 住居址

ァ)1号 住居址 (13図 、67図 、113図、写二十五 )

遺構 滝沢川 に接す る台地縁 にあって、 2号住居址 と並んでいる。6.50× 5.20mの 長方形の竪穴住居址

で、主軸方向は N81° Eを はかる。壁はほぼ直 にほ りこまれ、北で39cm、 南で32cmの 高 さをもつ。床面は

中央部が良好で、壁よりはあまりよくない。柱穴 は 4主柱穴で、床面中央部 に浅 いピットがある。また壁

にそって、径10cmの 柱穴が間をおいて並んでお り、東側では少 ない。壁のための柱穴 と思われる。炉 は西

よりの主柱穴間中央部 に、直径 50cm、 深 さ10cmに はりくぼめた地床炉である。南壁東 よりと、北壁西より

に大 きなほ りこみがあり貝宇蔵穴 と思われる。 このほりこみは住居内側 に土手をつ くっている。

遺物 土器 (6:7図 )、 石器 (113図)が出ている。土器は小破片で、壺 (12)、 甕 (13)が ある。器形や文

様 から見て弥生時代後期中島式土器である。石器は打石斧 (1)、 敲打器 (2)、 磨石 (3)が ある。

イ)2号 住居址 (13図 、67図 、113図 、写二十六 )

遺構  1号住居址の西 にあって、5.55× 4。35mの 長方形の竪穴住居址で、主軸方向は N42° Eを はかる。

壁はほぼ直 には りこまれ、壁高は20cm前後 ある。床面の状態は中央部でよく、壁よりが悪い。柱穴は 4主
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柱穴で、南 よ りに 1つ浅い ピットがある。炉 は北東よりの主柱穴間中央 にあって、床面 を直径45cm、 深 さ

10cmに ほ りくばめ、南西側 に 21ド1の イfを ハの字 に並べた枕 石がある。東壁の南 よりに、内側 に土手 をめ ぐ

らしたほ りこみがあ り、蝠111せ
,:て と思われる。

遺物 土器 (67図 )、 石器 (113図 )があり、土器は壷 (14)、 甕 (15～ 20)、 高不 (21)が あり、文

様、器形 か弓中島式土器である。石器は打石斧 (4～ 7)、 有肩扇状形石器 (8)、 横刃石器 (9・ 10)

がある。

ウ)3号 住居力L(14図 、写二十七 )

遺構 北側の扇状地で、南縁 に近いところにあって、 4号住居址 と並ぶ。3.30× 2。 60mの長方形の竪穴

住居址で、主車由方向 N33° Wを はかる。北壁中央東よりに95× 60cm、 深 さ10cmの張 り出 しがある。壁はほ

ぼ直 |二 ほ |)二 まれ、壁高45onあ るぃほ りこみが砂土中であるため床面の状態はよくない。柱穴はない。遺

才勿cめ I宝!土 もな tヽ 、

工)4号 住居址 (14図 、写二 十 七)

遺構  3号 住居址の東側 にある。3.25× 3。 15mの 、北壁 と西壁 が直で、南壁 と東壁がカーブをもつ竪穴

住居址である.主軸方向は N8° Wを はかる。砂土 をほ りこんであることもあるが、壁は中央 に傾斜 して

ほ られ、あまりよくないぃ床面の状態 もよくない。住居内には人頭大か らこぶ し大の礫が40個 ばか り入 り

こんでいた。 また覆土中か 弓は本炭が見られた。柱穴はないが、壁外側 に小 ピッ トが点在 したが、この住

居力Lに 作11な うモリのか不|り |で ある。

遺物 覆土中より、中世陶器の山茶碗片日、天 目碗、内耳鍋、常滑 水甕片 が出ている。

ィ 土墳 (12図 、14図 、15図 、16図 、写二 十八 )

土墳は南側台地の 4個 をのぞいては北側の扇状地 に集中する。それらはさらに 5か 所に集中 している。

A群は列状 に、 B ・C ・D群は塊耳犬に集中 している。E群は溝のクト付‖にある。土墳 2・ 4は 内薄ドから本炭が

多くでている。A群では土墳のから青磁片が出ている。C群の土墳37は内部 に石が 4個入 っており、常滑

の水甕片がでている。E群の土墳57は 直径 2。 50mの大 きなPI形で、す り鉢状のほ りこみで、壁外側 には北

東部 を除いてロームをおきつ きかためてあった。住居址 4号 と共通するところが多い。

ウ 溝状遺構 (12図 、写二十六 )

溝 は扇状地東端 にあって、南北に走 り、並んでいる溝 3本 と、それに北側で直交 し、東西に走 る溝 があ

る。溝底 には石や砂があって水の流れていたことを示す。溝 3か ら中世・近代陶器片が出土 し、寛永通宝

も一枚あった。近世の用水路 と思われる。
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工 その他の遺物                       :

遺構外か ら出土 した遺物 は、土器、石器、鉄器がある。土器 (67図)は、縄文時代後期堀之内式土器 (22

～26)、 晩期土器 (27)が ある。中世陶器 としては天 目碗 、山茶碗 、水甕、青磁、内耳鍋 などがあり、近

世陶器も多い。石器 (113図 )では弥生時代の石鍬 (11)、 打石斧 (12～ 14)、 有肩扇状形石器 (15)横

刃形石器 (16)、 石鏃 (17、 18)が あり、特 に注 目されるものとして、旧石器時代のナイフ (19)、 小形 の

コア (20)、 スクレイパーなどがある。鉄器 としては中・近世の火打金具 がでている。

まとめ

大東遺跡では、住居址 と土墳が検出された。住居址 は南側台地で弥生時代後期の竪穴住居址 2軒があ り、

これは同時期のものであり、 さらに用地外西側 に続いているもの と思われる。住居址 そのものは当地方 に

普通 にあるプランであるが、 1号住居址の壁 にそっての柱穴列は例 がない。また、土手をもつ貝宇蔵穴 もそ

の位置、用途 についての検討が必要であろう。 3・ 4号住居址 はそのあ り方から見て、小垣外遺跡の中世

竪穴住居址 と共通 し、出土遺物 も中世 陶器であるので、中世 につ くられたものであろう。

土墳は、そのほとんどが中世以降のものと思われるが、決定的 なきめては少 ない。A群のは袋状のほ り

こみであり、深 さから見ても貯蔵穴 と思 うが、B～ D群のそれは、墓墳 とも考 えられる。E群のはまた趣

きを異 にしてお り、土墳57の ような特殊 なあり方 も、今後の類例 まちである。 これらの土墳 については、

扇状地全体 に広がってあるだろう中世集落の中で検討 されるべ きものと思 う。

断片的な資料であるが、旧石器の存在は注 目される。段丘地帯での旧石器の発見例 はほとん どなく、 こ

のような台地状で ないところにも存在す るということは、今後の各地の調査 にも、その面での注意を与 え

る。 (「!島 海 )

3)
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11  ,西 江退一則屋 跡

1)位 置

遺跡 は飯田市伊賀良大瀬杏 |こ
ある (4図 、写二十九)。 扇状地扇端部の緩傾斜地 にあって、北は凹地 を

へだてて滝沢井尻遺跡 、南は山地 をへだてて大東遺跡 となっている。遺跡 の中心は標高 550mで 、用地内

にお t｀ て、 ド「交は 544m、  11段 が 553mと 9mの差 がある。 上段音5北イ則は凹地 との比高 2mあ る。 T段で

は50cm足 弓ず となっている。階段 J犬 の水田となっている。

中央道はここから飯田インターに入るため、丘先端部 を大 きくおおっている。 グリットは94+40杭 をA

Aと し、CSま で、 2～ 95ま でに設定 した。

層序は上段 部では耕土、黒色土、砂礫混 り褐色土、粘質褐色土、ロームとなっている。下段部では耕土、

黒色土、褐色土、ロームとなっている。場所 によってその堆積 は違 うが、上段では 180cmあ り、下段では

30cmが平均白盪 さヽである。

2) 遺構 と遺物

遺構は住居力L16、 竪穴状遺構 3(柱穴群 2、 精練イ犬遺構 1、 土渡 107、 溝状遺構 3が検出された (17図

1)3そ の分布は、中央道のとおる中央部 から西側 に集中 し、用地内東端 に土墳群 B・ Dと  住居址 7・

8 ・15)}が あ り、 後者の広 がりは、 上段 とちが うと思 う。

ア 住居址

ア)11号住居なL(17図 、70図 、71図 、 114図、写三十 )

遺構 台地中央部南縁 に近いところにあって、4。 00× 3.40mの 長方形の竪穴住居址で主軸方向は N5°

Wを はかる。壁・床面 とも砂礫混 り褐色土 をほ りこんでいるため、イ犬態はよくない。壁高は30cmで西イ貝」が

やや高い。東壁にそって、床面が 2段 におちこんでいる。柱穴は 4主柱穴である。炉は北西主柱穴間中央

にあって、45× 50cmの 不整 円形 にほりくばめ、南よりに甕胴音|`を うめ、南に接 して石 をお き枕 石 としてい

る。

遺物 土器、石器で、土器 (70、 71図 )は壺 (70図 1)と 甕 (70図 2・ 3、 71図 1～ 3)が あ り、壺 は

東海地方の寄道式土器の一形態で 、持 ち運 ばれて きたものである。甕 は文様 などから見て弥生時代後期の

座光寺原式土器である。2は炉 に埋 められていた。石器 (114図)は打石斧 (1・ 2)、 横 刃石器 (3)、

磨石庖丁 (4)、 敲打器 (5)、 石鍬がある。
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イ)2号 住居址 (17図、 131図、写二十 )

遺構  1号住居址 のゴヒ側 にあり、 30406号 住居址 とし群 をなす。2。 80× 4。20mの長方形 の竪穴住居

址で、主軸方向 N29° Eを はかる。壁は浅 く、内側 に傾斜 している。床面は起伏 があり平 らで ない。柱穴 は

住居内と周辺にあるが、この住居址 につ くものか、柱穴群 2の Aにつ くものかは判然 としないが、密接 な

関係はあると思 う。住居内中央の柱穴 は床面をもりあげてほ り肩 をつ くっている。内部北よりに礫が集中

して入っている。炉、カマ ドはない。

遺物 鉄製品 と陶器がでてお り、陶器は小茶碗 の片口鉢、天 目碗 の破片で、鉄製品 (131図)は鉄器 (1)、

毛抜 き様のもの (2)、 釘、火打金具が出ている。

ウ)3号 住居址 (18図、写二十一 )

遺構  2号住居址 の西 にあって、 4号 と並んでいる。2.20× 2.10mの 隅丸方形の竪穴住居址で、主軸方

向N33° Eを はかる。壁のほ りこみは浅 く、傾斜 している。床面は中央部がかたい。西壁中央 に良質の粘土

が集積 されている。その付近 に本炭が見 られた。その範囲は 1.5× 0。 8mで、あたかも粘土カマ ドのよう

である。住居外側 に柱穴が見 られるが、柱穴群 Iと 関連す るかも知れない。遺物は出土 しない。、

工)4号 住居址 (18図  70図、写三十一 )

遺構  3号住居址 の lm南側 にある。2.40× 2.10mの 隅丸方形の竪穴住居址で、主軸方向N63°Wをはか

る。大 きさ、形状 とも 3号 に類似す る。壁のほ りこみは浅 く、状態はよくない。床面はかた く良好である。

柱穴 は壁タトに4本み られる。住居址南壁外側に 4.1× 0.4mの 溝 )1犬のものがあ り、L字形 にまがって、 4

号住居址の南隅 におちこんでいる。この住居址 に伴 なうものと思われる。

遺物 陶器片で、山茶碗 の片口鉢 (70図 4)と 青磁片が出ている。

オ)5号 住居址 (18図 、70図、71図、写二十一 )

遺構 上段部の台地北縁 にあって、14号住居址 と並んでいる。 4。 50× 3。 60mの 隅丸方形の竪穴住居址で

主軸方向N81° Wを はかる。壁はほぼ直で、壁高は50mあ る。床面は黒褐色土の貼床 をし非常 に硬 い。柱穴

は 4主柱で、西壁 よりに 5こ のピットが並ぶ。床中央部 にも 2こ の浅 いピッ トがあり、その一つ に焼土が

見 られる。東壁中央 に貯蔵穴 と思 われるピッ トがある。炉 は西側主柱間中央 に床面をほりくばめ、その南

よりに甕破片 をおいている。

遺物 土器 と石器がでている。土器 (70071図 )は 、壺 (71図 4～ 11)、 甕 (12、 70図 5～ 8)、 鉢、器

台がある。壷 (71図 11)、 甕 (70図 5)、 器台は東海地方から持 ち運 ばれて きたもので、寄道式土器であ

る。他は座光寺原式土器である。70図 6の甕 は炉 におかれていた土器片である。石器は打石斧片 がでてい

るのみである。

オ)6号 住居址 (18図 ‐写二十二 )

遺構  2号住居址の東側 にあり、土墳24に 北西隅 を切 られている。4。 00× 4.80mの 長方形の竪穴住居址

で、主車由方向N30° Eを はかる。壁は突 きかためてかたく、内側 に傾斜 している。床面 も非常 に硬 く、ゴL壁



側 に傾斜 している。柱穴は住居内 と壁外にあり、規則性がある。北西壁 にそって 8こ の柱穴 が並んでいる

のは明 らかに当住居のものである。壁外のは柱穴群 Ⅱとの関連 も考えられる。住居内南イ貝」の深 さ20cmの柱

穴 は床面を盛 り上げて堀肩 をつ くっており、 2号住居址の もの と同様である。 この点から柱穴群 Ⅱと住居

址 は同時性が考えられる。

遺物  陶器片がでてお り、天目碗 と古瀬戸皿である。打石斧 はあとからのまじりと思 う。

キ)7号 住居址 (19図、72図、 114図、写三十二～三十四図 )

遺構 用地内では下段 、東北端 にあって、住居址 8号 、15号 、土墳群Dと が集中 しているが、弥生時代

の住居址 は 1軒のみである。5.10× 5。 60mの隅丸方形の竪穴住居址で、その主軸方向はN15° Wを はかる。

壁高40cmで 、床面、壁 ともに良好である。柱穴は 4主柱穴で、東壁中央のテラスに接 して貝宇蔵穴 がある。

灯iは 北側主柱穴間中央 に床面 をほ りくばめ、中央 に台付甕 の胴下部 をうめ、南 に接 して石 を 2こ 並べて枕

石 としている。この住居址では南隅 に床面より3～ 5 cm高 く、三角形状 のテラスをつ くっている。 この住

居址 は火災にあい、建築材の炭化 したものが壁から中央 を向いて見 られた。 また、遺物の持 ち出 しがで き

なかったのか、一セ ットの土器が現位置 におかれてあった。そのほとんどテラスの上で、炉の北側 にも 3

個 あった。

遺物 土器 と石器がでている。土器の出土状態は火災にあったため原位置 におかれたままで出土 してい

る。住居址南隅のテラス上 には、遺構図 (19図 1)の番号で見 ると、 1(72図 3)は大形の器台で、脚部

を上 にしてある。 2(73図 1)は甕でテラスより下 におちて柱穴の ところにあった。 3(72図 7)は甕で

横だお しになっていた。 4(73図 3)は台付甕で横 だお しになっていた。 5(72図 8)は甕で もっとも大

きい。横だお しになっていた。 6(72図 5)は 高郊脚部で、炉の北、壁 よりにあった。 7(73図 2)は台

付甕で炉のゴヒ側 にあった。 8(72図 6)は甕で炉の北側、東よりにあった。いずれも横だお しにあった。

9(72図 9)は甕でテラスの上に横だおしになっていた。10(72図 2)は浅鉢でテラスよりおちか かって

つぶれていた。こうしたことからみて、テラスが特別の意味 をもって いたことがわかる。イヽ形壷 (72図 1)

はその出土位置は不明である。甕、台付甕 は煮沸用のものであるが、貝宇蔵用の壺力測 形ヽ壺 をのぞいて破片

一つ ないのが注 目される。小形壺、器台、浅鉢は東海地方の寄道式土器である。他は座光寺原式土器であ

る。73図 4は炉 にうめられていた。テラスに近い床面から台石 と思われる磨石状の石 (114図 7)がでて

お り、上面が磨かれている。

7)8号 住居址 (19図、71図、 114図、 132図、写三十五 )

遺構 用地内の下段東北端 にある。直径 5。 3mの 円形の堅穴住居址で、主軸方向はN61° Wを はかる。壁

床面 ともに良好である。JL西側 と南東側の壁 に沿 って周溝がある。北壁中央に lm× 50cmの 高 さ20cmの テ

ラスが認められる。柱穴 |ま 4主柱穴で、西壁 よりに柱穴 が 2つ並ぶ。炉 は中央 より北西よりにあって、方

形石囲炉 と思われるが、炉石はすべてぬかれている。東側壁よりに埋甕 がある。胴下部 を欠 く深鉢 を、口

縁部 を床面 と同 じレベルにして正位 にうめている (71図 13、  132図 3)。 内部 には子L棒状磨石斧片がある。

遺物 土器 と石器がでており、土器は埋甕 をのぞいてみな破片である (71図 13～ 22)。 文様 から見て加曽利

E式土器後半のものである。埋甕 は口径35cm、 下径22cm、 高 さ36.5cmの 大 きさである。石器 (114図 )は打石斧
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(8～ 10)、 横刃形石器 (11・ 12)、 磨石斧 (13014)、 敲打器 (15・ 16)、 敲石がでている

ケ)9号住 居址 (20図 、71図 、73図 、 114図、写二十六 )

遺構 用地内中央部の台地北縁 にあって、10号住 居址 と並んでいる。4。20× 4.55mの 隅丸方形 の堅穴住

居址で、主軸方向N81° Eを はかる。壁の状態 はあまりよ くない。壁高25cmあ る。床面は中央部がやや軟弱

であるが、他 は良好である。柱穴 は 4主柱穴であるが、支柱 と思われる柱穴 もあり、炉北側のは 2個接す

るように並んでいる。東壁 と南壁 に接 して貯蔵穴が見 られる。炉 は北側主柱穴間中央部 に床面を円形 にほ

りくばめ、中央 に甕月同部 をうめ、南 に接 して石 をおき枕石 としている。炉南東40cmの ところにも浅 いピッ

トがあり、焼土が認 め られ、旧い炉であったかも知れない。

遺物 土器、石器がでている。土器は壷 (71図 25・ 28)、 甕 (26・ 27)、 丹彩の小形鉢 (23024)、 器

台 (73図 5)が ある。壺 (28)と 器台は東海地方の寄道式土器であり、他は座光寺原式土器である。石器

は磨石庖丁 (114図 18)と 横刃石器 (17)がでている。

コ)10号住 居址 (2‐0図 、写三十六 )

遺構  9号住居址の東北 にあって、いわゆる堅穴住 居址ではない。5.00× 4.00mの 長方形 に、巾20～ 25

cm、 深 さ15～ 20cmの周溝がめ ぐり、南隅が切れている。北隅には柱穴がある。鼎町山岸遺跡で も同様 なも

のが検出され、壁囲ぃのある住 居址 と考 えた。主軸方向N53° Wを はかる。

遺物 周溝内部 より、弥生時代後期土器片がでているι

サ)11号住 居址 (21図 、74図 、 114図、 132図、写三十七 )

遺構 上段中央部 にあって、 この付近 には同時期の住 居址はない。4.50× 4。00mの 円形 の堅穴住 居llLで

主軸方向はNl° Eをはかる。壁 の状態 はよくなく、高 さ20cmあ る。壁 にそって周溝 がめ ぐり、南西部で切

れている。床面は堀 りこんだ砂礫混 り褐色土 に部分的に貼 り床があり、その部分は良好である6柱穴は 4

主柱穴である。炉は中央 より北 によって、方形の石囲炉であったと思われ、炉石はほとん どはず されてい

る。南壁 よりに、口縁部 を欠 き、上縁 を磨いて平 らに した鉢 を、上縁 が床面 とほぼ同 じに して、正位 にう

めていた。 なおこの埋甕 は胴下半に穿孔が見 られる。

遺物 土器 と石器がある。土器 (74図 )は深鉢で、 1は埋甕の ものである。文様 などから見てt加 曽利

E式土器後半のものである。埋甕 は上径 24cm、 底径 10cm、 高 さ30cmの 大 きさ、胴下半に直径 7 cmの 穴があ

く。石器 (114図 )は打石斧 (19・ 20)、 横刃石器 (21～ 22)、 スクレイパー (23)、 石鏃 (24)がある。

シ)12号住 居址 (21図 、73図 、74図 、 131図、写二十八 )

遺構 用地内上段の西はずれにあって、13号住 居址 と並んでいる。4。 60× 4.85mの 隅丸方形の堅穴住 居

址で、主軸方向はN58° Wを はかる。壁、床面 とも不良である。壁高は50 cmあ る。柱穴は 4主柱で、 炉北側

に浅 いピッ トがある。 また東南壁の中央 に貝宇蔵穴 と思われるピッ トがあ「る。炉 は北西 より主柱穴 間中央 に

床面を円形にほりくぼめ、その中に甕胴部をうめていた。    i ‐

遺物 土器と鉄製品が出ている。土器 (73、 74図 )は壷 (74図 12・ 13)
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の甕胴部は炉 にうめ られていた。東海地方の土器片 もある。文様から見て、座光寺原式土器よりは中島式

土器に近い。鉄製謂:(131図 )は尖 り根の鉄 鏃 (3)と 工具片 と思 われる鉄片 (4)がある。

ス)13号住居址 (22図、73図、74図、写三十八・三十九 )

遺構 用地内上段 にあって、12号住居址の南側 に位置す る。4。 34× 4.56mの隅丸方形の竪穴住居址で、

主軸方向N28° Eを はかる。壁はよくないが、床面の
'1犬

態はよい。柱穴 は 4主柱で、南側に支柱 がい くつ か

ある。南壁中央部 に貯蔵穴 が見 られる。炉 は北東主柱穴間中央 を円形 にほ りくばめ、中央 に台付甕胴下半

(73隊18)を うめ、南に接 して石 をおき枕石 としている。                  ′

遺物 土器、石器があり、土器は壺 (74図 17～ 20、 73図 7)、 甕 (74図21)、 台付甕 (73図 8)が あ り、

壺の完形「71(73図 7)は胎土緻密、焼成良好 な無文のもので、東海地方の土器である。中島式土器に近 い。

石器 (114図)は打石斧 (25)、 敲打器 (26)、 砥石 (27)が ある。

セ)14号住居址 (22図 、74図、114図、写二十九 )

遺構  5号住居址の南側 にある。5.50× 4.75mの 隅丸長方形の竪穴住居址で、主軸方向N71° Wを はかる。

壁・床面 とも状態は悪い。柱穴は 4主柱穴である。炉は北西より主柱穴間中央 を円形 には りくばめて、南

縁 に石をおいて枕石 としている。 この住居址のみ中に土器を埋 めていなかった。廃絶後 と思われるが、住

居内中央部 に集石が見 られtそ の中に 3個 の石 を台にして40× 30cm大 の平板石一枚のせたような状態の も

のがあり、単 なる投 げこみではないように思 われた。

遺物 土器・石器がでている。土器 (74図)は壺 (22)、 甕 (23～ 25)、 台付甕があり、いずれも小破

片である。中島式土器に近い。石器は砥石 (114図28)がでている。

ソ)15号住居址 (23図 、74図、114図、写四十 )

遺構 用地内最下段東北端 にあって、 8号住居址の北側、台地縁 にある。東側 はけず られているが、直

径4.60mの 円形の竪穴住居址で、主軸方向はN57° Wを はかる。壁は良好である。壁にそって周溝がめ ぐっ

ている。床面の状態は普通。柱穴 は 6主柱穴 と思われるが、東側 のは確認で きない。炉は中央 より北西 に

よってあり、石囲炉 と思われるが、炉石はすべてぬかれてぃる。

遺物 土器・石器がでているが、その量は少ない。土器 (74図 )は深鉢片 (26～ 31)で ある。文様か ら

見て加曽利 E式土器後半のものである。石器は打石斧 (114図 29)1個 のみである。

,夕 )16号住居址 (23図 、75図、115図 、写四十 )

遺構 用地内下段 の うちでも北端で、土墳群Bの上面 につ くられたものである。床面は全 くわからず、

炉 によってその住居址 を確認 した。土墳群 より明 らかに上面 にあり、柱穴 も認 められる。 どの柱穴 がこの

住居址のものであるかにう もヽてはきめがたい。炉は石囲い炉で、南北両側のものが欠けている。

遺物 土器 と石器があるg土器 (75図 1～ 14)は深鉢片で、縄文時代後期堀之内式土器が多く、10011

は加曽利 Ё式土器終末期のものである。石器 (115図)は打石斧 (1～ 4)、 横刃形石器 (5)、 石錘 (6)

がでている。



イ 竪穴状遺構 (24図 、131図、写四十一 )

遺構 上段 の北端 にあって、砂礫混 り褐色土 をほ りこんでいる。4。 50× 4.90mの南北 にやや長い方形状

で、長軸方向はN25° Eを はかる。壁・床面 とも不良で、壁 高 7～ 15cmと 浅 い:南壁は共通壁で あり北壁、

に向って三分割 される。西側 から I・ Ⅱ・Ⅲとする。 Iは 4.60× 1。 90mで 、西南隅にテラスをもち、西壁

北 よりに石の入 った1.70× 0.30m、 深 さ10cmの ほ りこみがある。Ⅱは4.90× 1.10m、 Ⅲは4.80× 0。 80mの

大 きさで、ⅡとⅢの間に巾50～ 60clnの 壁がある。Ⅲのゴヒ側外に柱穴が 2個 ある。ⅡとⅢのつながる南端 は

小礫が集中 している。 Iと Ⅱの間にある壁は断面三角形 を呈 し、突 きかためた らしく非常に硬 く丈夫。

遺物 陶器片 と金属製品がある。陶器は「本」の刻印のある天 目茶碗 、鉢、皿 があり、'鉄製品 (131図

5)、 鋼製品 (607)が あり、これらの器種 は不明である。

ウ 柱穴群

ア)柱穴群 I(24図 、写二十一の80)

遺構 台地中期 にあり、 3・ 4号住居址 を包括す るように検出された。径20～ 30の 円形で、深 さ25～ 50

cmの 柱穴群で、そのいくつかに規貝U性が見 られる。長車由6.80m、 短軸5.10m、 その長車由方 向はN28° Eを は

かる。住居址 と密接 な関係のあるあり方を示 している。遺物はない。

イ)柱穴群 Ⅱ (24図 、写二十二の82)

遺構 用地内中央部、柱穴群 Iの 東側 にある。 2・ 6号住居址 にかかって北側 に広がる。径20～ 40cm、

深 さ11～ 60cmの 柱穴群で、比較的通 りがよい。その配列 については、全体 を一つの建物 として とらえるの

と、 2つ の建物 にわけてとらえるのとある。前者は長車由 11。 10m、 短軸 9。 00m、 その長軸方向30° Eを はか

る。 4間 × 5間 の大 きな建物である。後者の 1つ は、 2号住居址 を中′いとす るもので、長軸 7。 80m、 短軸

3.60轟 、長軸方向N30° Eの 2間 × 3間の建物である。もう 1つ は、 6号住居址 を中心 とす るもので、長軸

5。 40m、 短軸3.60mの 長軸方向N31° Wを示す 2間 × 2間 の建物である。いずれにせよ、これらの柱穴建造

物 は住居址 と密接 な関係 をもつ ものと考えられる。遺物 は出ていない。

工 精練状遺構 (25図 、125図、 126図、127図 、 131図、写四十一、四十二 )

遺構 用地内中段 の南縁 にある。遺構 は砂礫混 り褐色土 をほ りこんでいる。東西 6m、 南北 10mの範囲

に確認 されたもので、南北 に走 る三列の溝 と、その西側 に並ぶ柱穴群 がそれである。溝は巾50～ 90cm、 深

さ10～ 15cmの 浅 いもので、北 から南へ流 れていて、
1中 には砂が入 っていた。この溝上面の覆土 からは遺物

が見 られたが、溝内からば遺物の出土はなくt溝 も南北 にのびていることを考えると、精練状遺構以前の

水路 と思われる。 ピット群 からは遺物の出土が多からた。

遺物 陶器、精練用具、溶滓、鉄滓、鉄片がでている。陶器は片口鉢、す り鉢、天 目碗 、古瀬皿、内耳
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鍋、灯明皿 などで、いずれも破片である。精練用具 としては、土製の鋳型 と思 われるもの (125図 3)、

土製のるつ ぼ (125図 405、  126図 1～ 4、 )同支脚 (?)(126図 5)、 ふいご口 (127図 1)が あ

り、そして 多量の溶滓と、少 しの鉄滓がある。 また器種不明の鉄片 (131図 8～ 11)も でている。

オ 溝状遺構 (171図 、73図 、写四十四 )

遺構 溝状遺構 は、精練状遺構のところの溝 を除いて、 3本検出された。溝 1は 、台地北縁 を東 に走 る

もので、土墳群B、 Dの間を通 っている。巾16m、 深 さ 1。 5mの 大溝である。 溝 2は上段 を南に走 るもの

で、巾 1.5m、 深 さ lmの V字溝である。溝 3は溝 2の 西 にあって、南 に走 る。巾 0。 9m、 深 さ 0.5m、

U字溝である。いずれも中に砂が堆積 していて、用水路である。

遺物は、溝 2か ら灰釉陶器片、溝 3か ら鉄釉の土鍋 (73図 9)がでている。

力 土塘

本遺跡 か らは、用地内全域 に土墳が検出され、 107の 多数 に及んでいる。大 きくA～ Eの 5群 に集 中 し

い くつかは単独のもある。形 、深 さ、断面形、埋土の状態 など変化があり、時期 も多時期 にわたってい る。

ア)土墳群A(25図 )

中段 にあ り、土墳 2～ 4、 21～ 23の 6こ がそれである。列状 に並んでいる。遺物はない。中世 と考 えら

れる。

イ)土墳群B(26図 、75図 、115図、129図 )

下段の北端 にあって、16号住居址の下部 にある。土墳 8～ 16の 9こ で、土渡内からは土器、石器がでて

いる。これ らから見て、縄文時代の土拡群である。

ウ)1土墳群C(27図 、75図 、115図 )

用地内中央部、土墳群Aの東にあって、土墳25～ 36の 12こ である。この うち26は 27に 切 られ、中より縄

文中期土器浅鉢 (75図 23)を 出 したことから除かれる。他 からはほとんど遺物 がなく、中世のものである。

工)土墳群D(28図 、75図 、76図 、77図 、115図、116図、129図、131図 )

下段東北端 にあって、 708・ 15号住居址の中 に混在 している。 しか し、 8015号住居址 より上面か ら

ほ りこまれている。土墳37～ 80、  105～ 107の 47こ である。住居址 があることもあって、中か らの遺物出

土は比較的多い。それらから見ると、加曽利 E式土器後半の時期のものと思われる。

オ)土渡群E(29)

用地内最上段 にあ り、土墳 100～ 104の 5こで ある。 103か らす り鉢片、釘、鉄滓 が出土 していること
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から見て、中世のものである。

力)そ の他の土墳 (25図、26図、27図、29図、76図 (115図 、116図 )

土墳群 に入 らないものの うち、注意 されるものとして、土渡17は 、円形の土墳で、中に小礫とともにつ

ば付土器の破片がある。土墳18は いわゆるロームマウン ドの土墳である。土墳89は 土墳 をとりまいて柱穴

が 5こ 検出されてい る。

キ その他の遺物

遺構外か ら出土 した遺物 は、土器、石器、鉄製品がある。土器は縄文時代前期末 (76図 10)、 中期初頭

(11)、 加曽利E式土器、後期堀之内式土器 (12013)、 晩期大洞A式土器の壺 (14～ 16)、 水神平式土

器 (17)が あり、弥生時代のは後期土器、土師器は鬼高式 と国分式が、中世の ものとしては各種の陶器片

がでている。石器 (116図 )も打石斧 (7～ 19)、 横刃石器 (20～ 22)、 磨石斧 (23～ 25)、 石錘 (26)

凹石 (27028)、 石 ヒ (29)、 スクレイパー (30)、 石 鏃 (31～ 35)、 磨石鏃未製品 (36)、 石鏃、砥石

がある。土製品 としては円板 (129図 5。 6)が ある。鉄製品 (131図 )に は、釘、刀子、 くさび、鉄 鏃、

火打 ち金具、鉄片 などがあり、キセル、寛永通宝 もでている。

まとめ

住居址 は、縄文時代 4軒で、16号 を除いて加曽利E期であるが、11号 は上段 に単独、 8・ 15号は下書 に

あり、後者は滝沢井尻遺跡 の同期のもの とのつ なが りを考えたい。弥生時代 8軒 も、 7号住居址以外は上

段 にあり、そのほとんどが座光寺原期である。12・ 13号 はやや新 しく中島式土器 ともいえる。 7号住居址

は土器のおかれ方が注 目される。これらの住居址 からは東海地方からの土器があって注 目される。またこ

の住居址群 と滝沢井尻遺跡 の方形周溝墓 とのつ なが りも考えなければいけない。中世 (鎌倉～室町)4軒

は、近 くにある小垣外遺跡 のそれと共通 しており、最近注 目されて きた遺溝で ある。住居址の周辺 にある

柱穴群 とともに、この時期の建造物のあり方は今後の課題である。

竪穴遺構 は最初の知見であり、その性格 は全 く不明である。時期は中世である。精錬状遺構 は発堀時 に

特にかたい面などな く、明確 につかむことはで きなかつた。出土遺物から見て、あれた り、流 れた りして

いないので、この場所か、近 くに遺構 があったと思 う6鉄滓の科学的な分析 については窪田蔵郎氏に依頼

してある。

土墳は充分検討 しなければいけないと思 う。大 きく見て、時期的には縄文時代中期 と中世のものにわけ

られる。

この遺跡 だけではないが、調査結果については、今後への問題 を多 く残 している。 (岡 田)

3)
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12 ,竜 ツ尺 尻 遺 跡

1) 位置

遺跡 は飯田市伊賀良大瀬本 にある (5図 1、 写二十九)。 伊賀良区のほぼ中央 、南沢川の形成 した扇状

地扇端部 にある。この扇端部は小 さな流れによって東に走 る小台 1也 にわかれてお り、北 から小垣外遺跡 、

滝沢井尻遺跡、酒屋前遺跡 、大東遺跡 と並んでいる。滝沢井尻遺跡 は、́,竜 沢井 にそって、その南岸に東西

にのびる、巾30m、 長 さ200mの 細長い台地である。:そ のほとんどが水田となっている。

中央道は、この一帯が飯田インターになり、丘先端部 を大 きくおおっている。 グリッ トは96+10杭 をA
Aと し、YT～ BL、 39～ 116ま で に設定 し、特 に用地内の西と東に重点 をおいて調査 した。 :

2)遺 構 と遺物

遺溝は住居址、柱穴群、方形周溝墓、溝状遺構、土渡がある。その分布も、用地内東西両端に見られ、

西側には住居址、方形周溝墓、柱穴群、溝、土墳が、東側には住居址・土墳がある。その中間は水田 (作

物)、 家畜小舎、住宅があって調査 しなかったが、当然遺構の存在が考えられる6(30図 1)

ア 住居址

ア)1号 住居址 (30図、78図 、117図、128図、写四十五)                |

遺構 用地内東はずれにある住居址群の 1つ で、茶褐色砂土をほりこんでいる。3。 90× 4。90mの隅丸長

方形の竪穴住居址で、主軸方向はNll° Eを はかる。柱穴 は 4主柱穴で、床中央部 に 3個、東隅主柱穴の近

くに 3個の柱穴が見 られる。主柱穴内の床面の状態はよい。壁 に近い部分はやわらかい。炉は北側主柱 間

中央 にあって、柱穴 を結ぶ線 よりは中に入 っている。床面 を径 60cm、 深 さ10cmに ほりくばめ、南側 に石 を

2つ おいて枕石 としている。この住居址 は縄文時代の 7号住居址 の上 にのってつ くられている。

遺物 土器・石器がでている。土器 (78図 )は、壺 (1)、 甕 (2・ 13)、 台付甕、高郎がでている。

いずれも小破片である。壺の文様から見て弥生時代後期座光寺原式土器である。石器 (117図 )は磨石包

丁 (1～ 3)と 、磨石鏃 (4～ 6)がでていて、この時期の住居址 としては種別の個数が多い。 2614は

それぞれの未製品である。                           l111     1

イ)2号 住居址 (30図 、78図、117図、写四十六 )

遺構 用地内東はずれか らは、縄文時代の住居址 が 3軒、孤状 に並 び、その中央 にあるのが 2号住居址

である。直径 5。 90mの 円形竪穴住居址で、主軸方向N34° Wを はかる。床面は砂質のためあまりよくなく、
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中央部 にわずかにかたい部分が見 られた。柱穴は主柱穴 6個で、南東壁 よりのは埋甕 と同 じ性格 をもつ ピ

ットではなかろうか。炉東イ貝」の ピットは貝宇蔵穴 と思 う。炉 は中央 よリゴヒ西よりにあって、石囲炉であるが

南イ貝」の炉石 をのぞいてはず されている。一部は炉内におちこむ。

遺物 土器 、石器が出てお り、土器 (78図)は いずれも深鉢で、器形のわかるもの 2個 (4・ 5)以外

は破片である。器形、文様 から見て、縄文時代中期加曽利E式土器前半のものである。石器 (117図 )は

打石斧 (7～ 9)と 横刃形石器 (10)が ある。

ウ)3号 住居址 (31図、79図 、80図、117図 、写四十六・四十七 )

遺構  2号住居址の西側 にあって、直径 4.7mの円形 の竪穴住居址で、主軸方向N86° Wを はかる。壁 に

そって巾15～ 20cm、 深 さ 4～ 7 cmの 周溝 がめ ぐる。床面のイ犬態はよい。柱穴は 4主柱穴で、東側壁 よりに

入口部の柱穴 と埋甕 と同性格 と思われるピットが見 られる。炉 は中央 より西よりにあって、方形石囲灯iで

あったと思 うが、炉縁石はぬかれてない。

遺物 土器、石器がでてお り、その量 は多い方である。土器 (79・ 80図)は 、床面 より完形の鉢 (80図

1)が横 にたおれてあった。器形の大 きな深鉢が多 く (79図 )、 破片であるがつば付土器 もある。器形、

文様から見て、加曽利E式土器後半のものである。石器 (117図 )は打石斧 (11、 12)、 磨石斧、横刃形

石器 (13)、 スクレイパーが出ている。

工)4号 住居址 (31図、81図 、117図、写四十七、四十八 )

遺構  用地内西端 の住居址群で、 5号住居址 に一部重 なっている。台地北縁 に近いところである。3.80

×4.10mの 隅丸方形の竪穴住居址で、主軸方向はN85° Wを はかる。壁の状態はあまりよくない。床面はか

た く良好である。柱穴 と思 われるピットがあるが不規貝Jで ある。カマ ド南側の大 きなほ りこみは貯蔵穴で

ある。カマ ドは東壁の中央 より
｀
南よりにあって、石心粘土カマ ドで、耕作 により破壊 されていた。ヽ この家

は火災 にあったためか、本炭が多 く、建築材 と思われる炭化材が壁 から中央 にむいてある。直径 6～ 8 cm

の丸太材 をそのままか、 2～ 4つ割 して使用 している。遺物の出土は比較的多い。

遺物 土師器 と灰釉陶器で、須恵器は全 くない。土師器 (81図 )は小形の杯 (1～ 7)で、 5は輪花 と

なっている。 6・ 7は高台がつ く。灰釉陶器は皿 (8・ 9)と 碗 (10～ 14)が あって、段皿 (8)の底部

には墨書が見 られるσ字は判読で きない。石製品 として砥石 (117図 14)がでている。

オ)5号 住居址 (31図 、写四十八 )

遺構  4号住居址の東側 にあり、西側 の一部 に 4号住居址がのっ
:て

いる。4。 60× 5.40mの長方形の竪穴

住居址で、主軸方向はN62?Wを はかる。壁のほりこみは17cmと 浅 い。床面は全体 に良好である。柱穴 と思

われるピットが北壁 と南壁 にそって並んでいる。北壁隅 に貯蔵穴 がある。カマ ドは石心粘土カマ ドで、東

壁の南 よりにある。耕作のため北側の袖 はない。出土遺物は全 くない。

力)6号 住居址 (32図 、写四十九 )

遺構  用地内西端 にある住居址で、方形周溝墓南側 にある。 5。 00× 2。60mの長方形の竪穴住居址で、主
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軸方向はN64° Wを はかる。ほ りこみは北西 にやや深 く、壁は内側 にゆるく傾 む くようにほ られている。床

面はかた く良好で ある。住居内には人頭大の礫がつ まってお り、当初、ここに古墳があった とぃゎれてい

たので、その石室床部かと思 った。 この住居址内 と、そのまわりに、主軸方向を同一 にす る柱穴列 が見 ら

れた。それは南西 にのびておるのと、住居内のそれは覆土 をほ りこんでいたことから、この住居 とは区別

した。

遺物  石の間から山茶碗 の破片が出ている。

キ)7号 住居址 (32図、50図 、写四十九)

遺構  用地内東端の住居址群の 1つ で、2号住居址の南にあ り、1号住居址 の下 にずれて重 なっている。

直径4。90mの 円形の竪穴住居址で、主軸方向はN45° Wを はかる。床面は中央部 はかた くて良好であるが、

壁近 くはよくない。柱穴 は数 多くあ り、 6主柱 と考えられ、東南の一群 は、住居址拡張前の柱穴 とも考 え

られる。炉は中央 より北西 によってあり、石囲炉であったと思われるが、炉石はのぞかれている。

遺物 土器 と石器があり、土器 (80図 )は いずれも深鉢 (3～ 5)で、 5は完形である。加曽利E式土

器の前半 にあたるものと思 う。石器は打石斧 と石鏃がでている。

イ 柱穴群

柱穴群 (32図 3)は、 6号住居址 と重 なってあ り、その主軸方向を同 じにしている。南西 にもう下列以

上のびているのを確認 しているが、用水路、水田のため調査で きなかった。 4間 × ?間 の もので、柱穴の

通 りはよい。

ウ 方形周溝墓 (33図 、80図、131図、写五十 、五十一 )

遺構 方形周溝墓は、用地内西端 に発見 され、北西半分は用地外 にのびている。また中を用水路が流 れ

ていて南側の周溝は充分調査で きなかった。地主 さんの好意 により、墓拡の半分 と、北 と西のコーナー、

西溝の場所を確認 させてもらった。南北 11。 30m、 東西 11。 20mの ほぼ方形の大 きさで、主軸方向はN68° w

をはかる。東溝の中央 よりやや北 によって陸橋部 を残 して溝 は一周す るぉ溝 は0。 9～ 1。 3m、 深 さ30～ 60m

あり、逆台形状 にほ られている。ほぼ中央部 に、主軸 を同 じにして、墓墳がある。 2。30× 1.10mの 隅丸長方

形で、深 さ30cmほ りこまれている。墓底北側 にはロームを意識的に盛 りあげてある。墓墳内西隅に近いと

ころに、鉄剣 が 2個 、先端 を北西に向けて並列 していた。

遺物 溝内より、 2片の弥生式土器 (80図 607)が でている。座光寺原式土器の甕で ある。墓墳内か

らは、保存状態のよい鉄剣 (131図 14015)が 出ている。15は 茎下方を若干欠損するが、残部の長 さ28。 5

cm、 巾は 2～ 2.9cmで 、柄部の方 に巾広 くなっている。先端 は丸味 をおびて尖 っている。中央 に鏑が見 ら

れ、その部分の厚 さは 0。 6cmあ る。両刃の剣で、切先はふ くらみをもち刃方は切先へ向 うに従 って鏑 にせま

り巾がせ まくなる。鏑は柄方向に向 うに従 って明瞭 となり、茎 に至って消 え、茎断面は長方形 をなす。刃関は

ゆった りとした丸味 をもって茎 に移 っている (呑口式 )。 茎 に柄 と思われる本質部が残 る。14は 長 さ13。 5cmで



最大巾は剣身中央より切先によってあり、 1。 7cmあ る。錆部の厚さ 0。 3～ 0。 4cmで ある。剣身と茎の間に

刃関がなく、明瞭に区別で きないが、茎になると銅がない。目釘穴は茎の下部にあ
°
る。これは大 きさも小

さく、小形鉄剣 ともいえ、欠損品の再加工品 (磨■)と も考えられる。

工 溝状遺構 (33図 、34図 )

溝は用地内西端の南はずれに大きいのがあって、それを溝 1と する。中央部の南はずれには 2つ あって

溝 2、 3と する。いずれも用水路で、台地南縁に沿って流れていたものと思 う。

ォ 土墳 (34図、35図 )

土墳 は22検出 し、用地内西端、東端、そして中央部の南端の 3か 所 にある。円形のも、不整円形の もの

方形のものとあり、ほ りこみも各種 ある。中の状態 も石の入 るの とそうでないものがある。土墳 14、 15は

ロームマウン ドの ものである。土墳内からの出土遺物は、土墳 3か ら中世山茶碗 の片口鉢 が、土墳 5か ら

クル ミの炭化物、土墳 6か ら縄文時代後期堀之内式土器 (80図 10、 11)、 土墳13か ら前期末土器 (12)、

土墳14か ら中期土器 (13)、 土墳15か ら前期末土器 (14)、 土墳18か ら前期末土器 (15～ 17)、 土墳20か

ら中期土器 (18、 19)がでている。だから、 生時期の土墳がある。

力 その他の遺物

土器 (80図 )、 石器 (117図 )がある。土器は縄文時代前期末 (20～ 24)、 中期加曽利E式土器、後期

堀之内式土器 (25e27)、 晩期水神平式土器の破片 があ り、中世陶器片 も多かった。石器は打石斧
｀
(19)、

横形刃石器 (20)、 磨石 (21)、 スクレイパー (23)、 石鏃 (24)、 砥石 (22)がある。石製品 としてはロ

ウ石:の玉 (127図 2)が ある。

3)ま とめ

住居址 は 2.0307号 が縄文時代中期のもので、 1号 は弥生時代後期である。 405号 は平安時代のも

のである。 6号は中世である。 これらの集落の広 がりは用地外にのびており、また両側の遺跡 ともつ なが

りが考えられる。柱穴は中世以降である。方形周溝墓はその形 から見ても弥生時代後期座光寺原式土器で、

1号住居址や酒屋前遺跡 の住居址群 と同時期である。墓墳内出土の鉄剣 は注 目される。保存の状態 もよく

貴重 な資料である。 4号住居址の出土は、灰釉陶器を主 とする好資料で、、セ ッ トとして把握 される。
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13 /Jヽ J亘外・辻垣タト:遺1混亦

1) 位 置

遺跡 は飯田市伊賀地方 にあり (36図 1、 写二十九)、 大瀬本部落 と境を接 している。 南沢川の扇状地

扇端部 に位置 していて、南沢川 と滝沢井 にはさまれる。巾約 100mの 東 に傾斜する台地である。標高 540m

から 545mの間に中央道用地がある。

中央道は台地中央部 を南北 に横切 っている。 ここに飯 田インターがっ くられることになり、用地は東側

に大 きく広がった。そのため、調査は 100m四方の用地内遺跡 としては最大の面積 を調査で きた。用地内

東南にわずかな凹地があって、滝沢井の旧河床である。 この凹地 を境 にして、北側が小垣外で、南狽Jを 辻

垣外と呼ばれている。遺跡 も 2遺跡 にわけられているが、用地内の大半は小垣外遺跡で、辻外垣遺跡 はわ

ずかにかかっているため、両者 を一遺跡 として扱かった。遺構 としては、18号住号址 が辻垣外遺跡 に入 る。

グリットは97+0杭 をAAと し、CN、 38～ 109ま で に設定 した。

遺跡の地層 は、A地区で耕±25cm、 暗黒色±27cm、 黒色±20cm、 茶 裾色 ±25こmで ロームとなってお り、

北 に行 くにつ れて厚 くなっている。特 に茶褐色土が包含層であった。

2) 遺 構 と遺物

遺構 は、住居址、柱穴群、配石、土墳などを検出 した。一部道路および宅地があったため調査で きなか

ったところがあるが、ほぼ全域 に検出され、傾向 としては、南側の |ロ ツ可床 に沿 ってあるよ うに見 える。 こ

れ らの遺構 は各時期にわたっているので、時期別の検討が必要である (36図 1)。

ア 住居址

ア)1号 住居址 (36図 、写五十二 )

遺構 用地西縁 にある。2.70× 3.45の 不整方形の竪穴住居址で、主軸方向N62° Wを はかる。壁はゆるや

かに傾斜 しかたい。床面 もかた くて良好である。北西半 にて下段 さが り、北壁 に接 して貝宇蔵穴 かと思 われ

るピットがある。柱穴はイ主居址内と壁外にとりまくようにあり、柱穴群Ⅲと関連する。

遺物 中世 の陶器、片口鉢片がでている。打石斧 もあるが、 うまるときのまじりであろ う。

イ)2号 住居址 (36図 、82図 、118図、写五十二 )

遺構  用地内北西端 にあ り、台地北縁 に位置す る。4。 70× 4.40mの 不整円形の竪穴住居址で、心 もち角



ばった感 じをあたえる。壁は直 にほ りこまれ13～ 17cmと 浅 い。床面は炉のまわりがかた くて良好である。

他は軟弱である。柱穴は 6主柱穴である。炉 はほぼ中央の床面 を30× 35cmの 円形 に、深 さ10cmに は りくば

め、炉底 に土器片 を敷いていた。

遺物 土器・石器がでてお り、土器 (82図  1～ 11)は いずれも破片で、その文様 などからみて、前期

末の土器である。 102は 同 1個体の土器で、炉底におかれていた。石器 (118図 )は打石斧 (102)、

磨石斧 (4)、 石錘 (3)、 凹石 (5・ 6)、 石錘 (7)、 スクレイパー (8～ 10)が あり、黒曜石剥片 も多い。

ウ)3号 住居址 (37図、写五十三 )

遺構  中央の南縁 にあって、 4号、21号住居址 に接 している。3.40× 4。25mの方形の竪穴住居址で、

主軸方向N66° Wを はかる。壁は状態 よく、傾斜 している。東隅は壁がなく床中央 に向ってなだ らかに傾斜

している。入口部 かと思 われる。北西壁中央 より北 によって方形の張 り出 しがある。床面はかた く良好で

あり、全体 に中央 より東側 にくばんでいる。南隅に貝宇蔵穴 と思われるピッ トがある。柱穴は住居内 にも 2

こあるが、壁外にとり囲むようにある。遺物の出土はない。

工)4号 住居址 (37図 、写五十三 )

遺構  21号住居址の東 にはなれてある。1。 50× 1.70mの 不整長方形の竪穴住居址で、主軸方向Nll° Eを

はかる。 Jヒ壁中央 よりやや西によって方形の張 りだしがあるL壁はゴL側 が直 にあるが、他は傾斜:し かたい。

壁のほ りこみは10cm前後 と浅 い。床面は全体 にかたく、西へ傾斜す る。柱穴は壁外に並んでいる。 なお北

壁は土墳 68が きっている。出土遺物はない。

オ)5号 住居址 (38図、82図、118図、128図、写五十四 )

遺構  用地内北西 、2号住居址の南にある。直径 4mの円形 の竪穴住居址で、堀 りこみは10cm前後 と浅 い。

床面は炉の周辺がかた く良好であるが、他 は軟弱であり、平担でない。中央 に不整形 な凹みがある。柱穴

は主柱穴 が 7本 あったと思われるが、土墳51に きられ 1本 を確認で きなかった。炉は中央 にあって、床面

をほとん どほ りくばめていない。

遺物 土器、石器がでている。土器 (82図 12～ 28)

また小形 の椀形土器 (128図 2)も でている。石器 (

黒曜石景」片の出土 も多かった。

は鉢の破片で、文様 から見て、前期末のものである。

118図 )は打石斧 (11)、 石鏃 (12～ 14)があり、

力)6号 住居址 (38図、83図 、118図、128図、129図写五十四 )

遺構
: 

用地内中央の南縁 にあって、22号住居址の南東 にある。4.85× 4。95mの円形竪穴住居址で、壁高

15cmあ る。床面は全体 に軟弱であり、中央部および東壁は土墳 によってほりこまれている。そのため柱穴

は西半分 に 5主柱穴 を確認 したのみである。炉 は不明。

遺物 土器、石器、土製品があるが、その量 は少ない。土器 (83図 1～ 5)は文様から見て、前期末 の

ものである。石器 (118図 )は横刃形石器 (118図 15)が 1点である。土製品は円板状土製品 (128図 3)

と円板 (129図 506)が でている。 l i
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キ)7号 住居址 (39図 、83図、118図、写 五十五・五十八 )

遺構  用地内中央部の、台地中央部 にあって、20・ 9号住居址 にはさまれている。4。40× 4。 60mの 不整

円形で、主軸方向N62° Eで ある。壁はほぼ直 に10～ 37cmほ られ、南 に深い。床面は比較的良好であるが、

深耕の うねによりあらされている。東壁 よりに不整形の浅 いくばみをもつ。柱穴は 4主柱穴である。炉 は

中央 より北西 によってあり、方形石囲炉であるが、炉石はぬかれてない。土器片の出土量 は比較的 多く、

それは床面 より15～ 20cm浮 いていた。

遺物 土器、石器で、土器 (83図 6～ 19)は深鉢で、底部 を欠 く6以 外は破片である。縄文時代中期加曽

曽利E式土器で、その後半1の ものである。石器 (118図 )は打石斧 (16～ 18)、 横刃形石器 (20021)、

敲石 (19)、 敲打器、石 鏃 (23～ 25)、 スクレイパー (22)、 異形石 ヒ (26)がでている。

7)8号 住居址 (39図、写五十五 )

遺構 用地内では北東部で、南沢に面 してあり、10号住居址の南 にある。一辺3.00mの 不整方形の竪穴

住居址で、主軸方向 N2° Wを はかる。壁は南側 が直で、他は傾斜 しており、 とてもかたい。南壁中央 より

西によって、方形の張 りだ しをもつ。張 り出 しは中央 に凹みをもらている。覆土中に本炭や焼土塊 を検出

す るが、この部分で焼 かれたと思われる痕跡 はなかった。床面はかた く良好である。平担で なく中央 にく

ばんでいる。柱穴は壁外に見 られる。

遺物 片口鉢 と常滑焼の水甕の破片がある。

ケ)9号 住居址 (39図、84図 、118図、129図 、写五十六 )

遺構 用地内中央部 にあって、 7号住居址の北 にある。4。25× 4。 45mの 円形の竪穴住居で、主軸方向、

N13° Eを はかる壁は12～ 36cmと ほ りこまれ、南 に深い。床面はかた く良好である。柱穴は 4主柱穴であ。

る。炉は中央 よりわずか北 によっている。方形石囲炉で、炉石は西側の 1つ を除 き、はず され、床面 と炉

内におちこんでいる。

遺物 土器、石器、土製品がでている。土器 (84図 )は いずれも深鉢片で、 4は無文の椀形土器である。

器形
i・

文様から見て、加曽利E式土器後半のものである。石器 (118図 )は打石斧 (27～ 30)、 横刃形石

器 (31～ 34)、 磨石斧 (35)、 敲打器 (36)、 砥石 (37)、 石 ヒ (38)、 スクレイパー (39)、 石錘 (40)

石鏃 (41～ 44)が ある。他 に土製円板 1点 (129図 9)が ある。

コ)10号住居址 (39図、写五十六 )

遺構 用地内北東部、南沢に接 してあり、 8号住居址の北 にあ

居址で、主軸方向はN― Sに一致する。壁は浅 い。床面はかた く

つ。柱穴は、南・北壁外に不規則 に並ぶ。出土遺物 はない。

サ)11号住居址 (40図、85図 、119図写五十七・五十八 )

遺跡 中央部南縁 にあって、溝 3に 近い。12号住居址 と並ぶ。

方向N74° Wを はかる。壁高は13～ 19cmあ り、壁 にそって周溝がめ

る。 3。 60× 2.00mの 不整長方形の竪穴住

良好である。西壁ゴLす みに張 り出 しをも

4.85× 4.40mの 方耀 穴イ主居flLで 、 主車由

ぐる。床面はかたく良好である。柱穴 は
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主柱穴 4本で、他 は支柱穴 と思 う。主柱穴 2本は西壁 に接 してある。南西隅 に貝宇蔵穴 と思われる大 きなピ

ッ トがある。 また住居内中央部 にも浅 い大 きなほ りこみがある。カマ ドは北東隅にあって、耕作 によって

大部 こわされている。床面 をほ りこんで粘土 カマ ドをきずいたものと思われる。袖 には石 を心 にしていた

と思われ、その石 が直立 してある。それは整形 された砂岩で、12号住居址のカマ ド袖石の上部 に接合 し、

12号住居址 よりおって きたように思われる。カマ ドと貝宇蔵穴 に遺物の出土が多かった。

遺物 灰釉陶器、須恵器、土師器そして石器がでている。土師器 (85図 )、  不 (1～ 5)は 1～ 3、 5

が内面黒色土器で、 3に は高台がつ く。 4は 内外両面 と黒色である。 1・ 204に は暗文が見 られる。甕

(10)は あまり大 きくないものである。須恵器は不 (607)が ある。灰釉陶器は高台付の皿 (8)、 長

頚壺 (9)、 碗 がでている。平安時代のものである。石器 (119図 )は 敲石 (1)と 砥石 (2)がある。

シ)12号住居址 (40図、85図 、119図、写五十七、五十八 )

遺構  11号住居址 より 1.5m東 にある。5.25× 5。 60mの やや南北 に長い方形竪穴住居址である。主軸方

向N77° Wを はかる。壁は直で、南西 に高 く35cmあ る。床面はかた く良好で、平 らである。主柱穴 は 4本で

2本 は西壁 に並ぶ。カマ ドは北東隅 にあり、耕作で破 かいされている。石心粘土カマ ドで、袖 に使われた

石がある。その一つは整形 された砂岩で、上半が11号住居址のカマ ドに使用 されている。カマ ドの南側、

南東隅、南西隅に貯蔵穴 があり、住居内にも大 きなほりこみが見 られる。また住居内主柱穴 に接 して 2か

所のローム盛 り土が見 られた。周溝 は西壁 と南壁の一部 に見 られた。

遺物 土師器、須恵器、灰釉陶器、石器、鉄片があり、比較的多い。カマ ドの周辺 より出土 した。土師

器 (85図 )は 、不 (11012)と 小形の甕 (25026)が あ り、11は 内面黒色のもので、外面 に墨書がある。

須恵器は不 (13014)、 壺 (27)、 杯蓋がある。灰釉陶器は多 く、皿 (16～ 19)と 碗 (20～ 24)で 、他 に

把手片 もある。碗 10個体の うち 4個 の底部 に墨書が見 られる。小破片であるが緑釉皿片 (15)がでている。

石器では砥石 (119図 31)がでている。11号住居址 と同時期であり、墨書の多いのが注 目される。

ス)13号住居址 (41図、写五十九 )

遺構 用地内中央部の東 よりにあって、12号住居址の北 にある。2。 12× 4.80mの 長方形の竪穴住居址で

主軸方向N20° Wを はかる。壁は西壁が直 に近 く、他 は内側へ傾斜 している。傾斜する壁 と床面はかた く良

好で、床 は中央部 にくばんで きている。柱穴 は住居址内には北壁 よりに 2個 あるのみで、他は壁外に並ん

である。

遺物 陶器片で、古瀬戸小形壺、片口鉢、常滑水甕 がでている。

セ)14号住居址 (42図、写五十九 )

遺構 用地内東端、台地でも先端部 に位置 し、15、 16号住居址 と接 し、17号住居址 が北 にある。プラン

はL字形で、4。 20× 2.70mの 長方形 のものに、1.50× 2.50mの 長方形の張 り出 しがゴヒにつ き、 これはゴヒに

むかって上 ってお り、入口部 と思われる。壁は傾斜 をもち、床面 ともかた く良好である。床は平 らで なく

中央 にくぼむ。張 り出 し部 と接合す るところに長方形のほりこみがある。柱穴 は住居内の 1つ をのぞ き、

他 は壁外 にある。



遺物 常滑水甕片が出ている。

ソ)15号住居址 (42図 、

遺構 14号住居址の南西 に1

をはかる。 壁は傾斜 し、 かた く

柱穴は壁外に 3こ ある。

遺物 山茶碗 の不片 と砥石

119図、写 五十 九 )

.15mは なれてあ る。 2。 20× 2.30mの 方形 の竪穴住 居址 で、主車由方 向N60° E

、床 面 もかた く良好 で あ り、中央 が く|ぼむ。住 居 内 に礫の集積 が見 られた。

(119図 4)が で て い る。

夕)16号住居址 (42図 186図、写五十九 )

遺構 14号住居址の西60cmは なれてあり、わずかにくばんで、かた くつ きかためられた床面が南北 に長

く不整形 に見られた。主車由方向N23° Wを はかる。柱穴 は 4こ ある。

遺物 中世陶器片で、水甕、椀、底 にオロシメのつ く壺底部 (86図 1)、 内耳鍋がでている。

チ)17号住居址 (43図、128図、写六十 )

遺構 用地内東端 にあり、台地扇端部、南沢川 に接 している。6.10× 3.70mの 東西 に長い不整長方形 を

基本形 とし南壁 に大 きな張 り出 しをもつ。主軸方向N17° Eを はかる6壁は東半 をのぞいて、ゆるい傾斜で

中央 におちこみ、そのまま床面 となり、中央部 が最 も低 くなり、鍋底状である。全体 にかた く良好である。

床内部に礫を集めている。東壁 によって、礫を基礎 として、粘土でつ くった間仕切 り様の壁があり、その

両側 には床面より上、東側で16cm、 西側で 7 cmの 貼 り床 があり、二段 と高 くなっている。柱穴 は住居内に

もあるが壁外にとりかこむように見 られる。

遺物 中世陶器の甕、碗片 と、ロウ石製の紡錘車片 (128図 8)が でている。

ツ)18号住居址 (41図、86図 、119図、写六十一 )

遺構 用地内南端 にあって、溝 3南 に接 し、20号住居址 と相対 している。辻垣外遺跡 に入 るものである。

5。 30× 5。 00mの円形の竪穴住居址で、主車由方向N50° Wを はかる。壁は耕作 によりあれている。壁 にそって

周溝がめ ぐる。床面の状態はかた くてよい。柱穴 は 4主柱穴で、建直 しのため接するように堀直 されてい

る。建直 しのとき住居址 は東側 に拡張 している。入口部 と思われる南東壁 に接 してピッ トがある。炉 は中

央 より北西 により、方形石囲炉で炉石はほとんどがぬかれ、わず かに残 されている。

遺物 土器、石器がでている。土器 (86図 )は、台付土器 (2)と 深鉢 (3～ 12)で あ り、文様 か ら見

て加曽利E式土器後半の ものである。石器 (119図 )は打石斧 (5～ 7)、 磨石斧 (9010)、 横刃形石

器 (8)、 石 ヒ (11)がでている。

テ)19号住居址 (42図、写六十一 )

遺構 用地内北東部 にあって、 8号住居址 と14号住居址の中間にある。2。 50× 2.70mの 不整方形の竪穴

住居址で、主車由方向N27° Eを はかる。ほりこみは深 く、62～ 78cmを はかる。そのためか南壁 にテラスがあ

る。壁は内イ貝」に入 り、あまりかた くない。床 もかた くなく、南よりに細長いほ りこみがある。柱穴 らしき
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ものが壁外にあるが明確で ない。出土遺物はない。

卜)20号住居址 (44図、87図、119図、132図、写六十二 )

遺構 用地内中央部 にあって、 7・ 9号住居址 と並ぶ。一番南 にある。11号住居址 が上 に一部のってい

る。5.50× 5.10mの 円形 の竪穴住居址で、主軸方向N62° Wを はかる。壁はほぼ直で30cm前後 ある。床面は

部分的にかたいが、大部分 はよくない。柱穴 は 6主柱穴である。炉 は中央 より北西により、方形石囲い炉

で、炉石 はぬかれ、一部炉内におちこんでいた。埋甕 は南東壁 に近 くあって、口縁 を欠 く深鉢 が、上縁 を

床面 にあわせて正位 にうめ られていた。内部 より景J片 が出土す る。

遺物 土器 0石器がでている。土器 (87図 )は埋甕 の 1を のぞいては破片で ある。埋甕 は上径 45cm、 底

径 8.5cm、 高 さ42cmの 大 きさである。文様から見て、加曽利E式土器後半のものである。石器 (119図 )

は打石斧 (12～ 14)、 磨石斧 (15)、 横刃形石器 (16～ 18)、 石鏃 (19～ 21)がある。

チ)21号住居址 (43図、写六十三 )

遺構 用地内中央部南縁 にあうて、 304号 住居址の間にある。4。 50× 4。30mの方形の竪穴住居址で、

主軸方向N30?Eを はかる。東壁は段 をもっておちこむが、他 は傾斜 じている。床面は良好であるか らゴヒ半

分は土墳 と耕作 によってあれている。柱穴 は住居内にし、西壁外に 1あ る。

遺物 中世陶器片のオロシ皿 がでている。

ツ)22号住居址 (44図、86図 、191図、写六十三 )

遺構 用地内中央部 にあ り、 6号住居址の北西 にある。4。 50× 4。30mの 円形 の竪穴住居址で、主軸方向

N30° Eを はかる。壁 は南西 に深 く30cm、 北東で 9～ 18cmあ る。床面は炉周辺部 がかた くて良好で々るが、

他 は軟弱である。柱穴は 4主柱穴で、 2～ 3回建直 されたようである。炉 はほぼ中央 にあり0。 95× 1。 00m

の方形 にほ りくばまれている。

遺物 土器、石器がでている。土器 (86図 13～ 35)は いずれも鉢の破片である。文様から見て前期末の

土器である。石器 (119図 )は打石斧 (22・ 23)、 石鏃 (24～ 26)、 スクレイパーがでている。

イ 柱穴群

ア)柱穴群 I(45図 、119図 )

遺構  用地内西部 にあって、柱穴群 Ⅱと並ぶ。柱穴 が楕円形状 に並んでいる。床面、炉のようなものは

ない。縄文時代の建造物 と思われる。

遺物 土器は加曽利E式土器終末の小破片がでている。石器 (119図 )は打石斧 (27)、 石鏃 (28)が

でている。

イ)柱穴群 Ⅱ (45図、88図 、119図 )

遺構 柱穴群 Iの東 に集中 してあり、さらに東北 にのびていると思われるが、宅地であったため調査で
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きなかった。柱穴は不規則である。炉、床面はない。 Iの 中間に焼土が見られる。

遺物、土器、石器があり、土器 (88図 1～ 3)は カロ曽利E式土器終末期の ものである。石器は打石斧 (119図

29、 30)、 石錘 (31)、 敲打器 (32)、 石 ヒ (33)がでている。

ウ)柱穴群Ш (45図 )

遺構 柱穴群 I、 Ⅱの南西にあって、 1号住居址 と北接 し関連 が強い。 I・ Ⅱとは柱穴内の埋土が全 く

違 っていた。 2間 × 2間の建造物が考えられる。

ウ 土器集中地

ア)土器集中地 I(88図 、120図 )

遺構  用地中央部南縁 にあって、土器集中地 Ⅱと道路 をへだてて相対 していて、東側のを Iと す る。 3

× 6mの範囲に土器片が集中 してあり、竪穴住居址 とも考えられ、壁 と思われるおちこみ、床面 と思 われ

るかたい面があったが、耕作のためあれてて確認で きなかった。 こうした土器片が集中す ることはこの時

期 に普通 に見弓れる。

遺物 土器、石器で、土器 (88図 )が多く、そのほとんどが粗製土器である。注口土器 (405)、 鉢

(6～ 11、 15～ 19)は 精製土器で、12～ 14、 20、 21は 粗製土器深鉢である。土器底部 には網代痕 (22～ 29)

が 多く、各種の網み方がある。器形、文様から見て、縄 文時代後期の堀之内Ⅱ式土器であ.る 。石器 (120図 )

は、打石斧 (1)、 磨石斧 (2)、 磨石 (3)、 石鏃 (4)がでている。

イ)土器集中地 Ⅱ (45図 、89図 、120図、写六十四 )

遺構 土器集中 Iの西にあって、 5× 4mの範囲 に、厚 さ5mで円形 に土器片が集中 していた。その部

分 を中心 にして柱穴群が見 られ、明確 な規則性 はないが、円形 になるように 2群が見 られる。 多分住居址

と′思うが、 床面、 炉 は石雀言忍て,き なかった。

遺物 土器、石器が出土 し、土器 (89図 )は粗製土器が大半 をしめ、精製土器はわずかである。鉢、甕

注目土器、椀 が出ている。文様から見て、土器集中地 Iと 同時期、堀之内Ⅱ式土器である。石器 (120図 )

は、打石斧 (5)、 磨石斧 (9・ 10)、 横刃形石器 (607)、 敲打器 (8・ 13)、 石錘 (11・ 12)、 石鏃が

出ている。

工 焼土群 (90図 、12o図、127図 、129図、写六十五 )

遺構 用地内西部の中央、溝 1の北側 にあって、土渡群上面 に見 られた。10× 10mの 範囲 に50cm前後の

焼土が散在 していた。特 に床面 というようなかたい面はなかった。

遺物 土器、石器、土製品がある。土器 (90図 1～ 23)は縄文時代後期堀之内式土器が多 く、それに加

曽利E終末期のもの (1～ 6)が混 っていた。石器 (120図 )は打石斧 (14～ 17)、 磨石斧 (21・ 25024)、

横刃形石器 (18～ 20)、 磨石 (23)、 敲打器 (26)、 石錘 (22)、 凹石 (27～ 29)、 石鏃 (30)がでてぃ



る。土製品は、後期土偶の片足 (127図 4)と 土版 (6)、 そ して舟形土製品 (128図 1)が でていて、

特 にこれは注 目される。

オ 配石 (36図、46図、写六十六 )

遺構  用地内北西部、 2号住居址の南にあって、 レベルは高 く、黒褐色中につ くられていた。扁平 の礫

で方形石囲いしたもので、一辺45cmの大 きさである。 1見、炉のように見えるが焼土、本炭はなく、配石

と考えた。 このような石囲は縄文時代後期 に見 られる。遺物はない。

力 溝状遺構

ア)溝状遺構 1(36図 )

遺構 用地内西部の中央 を、台地走向 (北西から東南)に流 れ、巾 5～ 7m、 深 さ2mの V字形の溝で

内は砂礫で うまる。人為 によるほ りこみで、南側 にはテ ラスもある。比較的新 しい時期 まで流 れていたよ

うであり、溝:3に つ ながる。

イ)溝状遺構 2(36図 、90図 )

遺構 用地内北西端 にあって(南沢川 に接す る。 2号住居址の東 にある。宅地のため溝の南側 しか確認

で きない。堆積土の状態から、古い (縄文時代 ?)も ので、旧河川の縁 と思 う。

遺物 堆積土中より、土器 (90図 )片 がでている。縄文時代早期セ ンイ土器 (24)、 前期土器 (25)、

中期後半の土器 (26027)が それである。

ウ)溝状遺構 3(36図 )

遺構  用地内南縁 にあって、現地表面 もここは凹地 となっていて、これを境 に小垣外 と辻垣外 にわかれ

る。溝はほぼ東西 に流れ、滝沢井の旧河床 と思われ、住居址の配列か ら見 ると古い頃から流 れていたよう

である。

キ 土墳

土墳 (46～ 50図 、91～ 94図 、121図、128図、129図、写六十六)は 、用地内全域から検出され、その数111

ある。その状態 については、表および土墳実測図、土器拓本、石器実測図を参照 してほしい。傾向 として

は、用地内西南部 に集中 している。時期的には前期末のものが多 く、中期、後期、そして中世の もの と区

別 される。プラン、ほ りこみ、内部の状況 も各種各様で あり、時間をかけた検討が必要である。
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ク その他の遺物

遺構外から出土 した遺物 は、各時期のものにわたっている。 (94～ 96図、 122図 、 123図 、 127図 、

128図、 129図、写六十五)土器は縄文時代前期末 (94図26～ 49)、 中期勝坂式土器 (95図 1)、 加曽利

E式土器 (2～ 9)、 後期堀之内式土器 (10～ 26、 96図 1～ 32)があ り、遺構 は 1つ も検出で きなかった

が、弥生時代後期土器高ネ (33)、 甕 (34・ 35)があり、座光寺式原土器である。この他 に土師器、須恵

器、灰釉陶器、中世陶器、青磁、自磁片 もでている。石器 (1220123図 )も 各種でている。遺構 から出

土 しなかったもの としては、弥生時代打石包丁 (122図 19～ 21)、 縄文時代の石皿 (17・ 18)、 石棒 があ

り、前期に所属す ると思 われるが、注意 したい景J片 (123図 37～ 42)も でている。土製品では滑 車形耳飾

(127図 3)、 前期末 と思われる土偶胴部 (5)、 後期の土偶足 (128図 4)、 前期末の小形注目土器 (5)、

円板 (129図 7・ 8・ 10・ 11)が ある。宋銭 (131図 16)、 釘 もでている。

まとめ

インターのため広 く調査で きた。そのため各時期の遺構・遺物 を検出 したが遺構は用地外西方 に広 がる。

住居址は、縄文時代前期末 4軒は数少 ない検出資料 であり、多くの同時期土墳群 とともにそのあ り方 を注

意 したぃ。縄文時代中期住居址 は加曽利E式土器後半で、同時期のものである。縄文時代後期のもの とし

ては土器集中地、焼土群 があり、前者は住居址で あったと思われる、、堀之内式土器の好資料 となり、 とく

に土製品 (土偶・土版・舟 )は注 目される。平安時代住居址 2軒 はほとんど同時期のものであるが、12号

住居址の方が古いと思われる。灰釉陶器から見て10C後半 と考 えられる。 また12号住居址の遺物のあ り方

は注 目される。中世住居址 はこの遺跡 を初 め、周辺の選跡で検出 され、その特徴 がはっきりして きている。

柱穴群 とともに、中世建造物の検討 と、このような建物群 と、文献 に見 られる「育良駅」「伊賀良庄」 との

つ ながりを今後検討 しなければならない。  (矢 匡|)

3)
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跡江退洪士霊一二・４

位 置

遺跡 は飯田市伊賀良北方 にある (5図 2)。 南沢川のつ くる扇状地扇端部でわずかな台地 となっている。

その台地先端部 が遺跡である。ゴヒ側の凹地 をへだてて上の金谷遺跡 と相対 している。標高 540m、 凹地 と

の比高 2mあ る。水田地 として造成 されている。

中央道は台地先端部 に半分かかって南北 に走 っている。グリッ トはセ ンター杭99+0を AAと し、DT

まで、 38^-43に 言受賃Ёしフヒ。

ここの地層 は、耕土、黒色土、褐色砂土で、遺構 は褐色砂土をほ りこむ。

遺構 と遺物

用地内台地先端部 に住居址三軒 を検出す る。あり方か ら見て、用地外西方 に広がる。また土墳 1は 、用

地南端 にある。

ア 住居址

ア)1号 住居址 (51図、97図 、128図、写六十七 )

遺構 用地内中央西端 にあって、 3号住居址 と南西隅が接 している。北西隅が水田土手のため調査で き

なかったが、住居址の大半 を検出 した。4。 90× 4。 80の 方形の竪穴住居址で、主軸方向N78° Eを はか る。

壁はほぼ垂直 にほ りこまれ、北壁 と東壁 にそって周溝 がある。床面はカマ ドか ら中央部 に良好で、まわ り

は軟弱である。柱穴 は床面の)1犬況 が悪 く検出で きなかった。カマ ドは石心粘土 カマ ドの雄大なもので、西

壁中央部 に見 られる。火床 中に礫 を立て支脚 としている。たき口天丼石ははず されて南側袖の ところにあ

った。

遺物 比較的多 く、土師器、須恵器である。土師器 (97図)は不 (1～ 5)は 5個以上、増 (7)は 2個

体、甕 (6011012)は 5個体以上、高不 (9)5個 体以上、コシキ (13)2個体、手 こね土器 1個体 が

出土 している。 3は 内面黒色のナ不、12の甕 は大形で、網 んだもので吊されていたらしく、網 目が土器表面

に残 っている。高塚 は塚下部 に段 をもっている。須恵器は少なく、高塚 (8)、 蓋、甕 がある。土師器は

鬼高式土器前半 に、須恵器は第 2様式である。この他 にスタンプ状の土製品 (128図 6)がある。
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イ)2号 住居址 (51図、97図、写六十八 )

遺構  1号住居址の北東 にあり、 3号住居址 と同時期のものである。後世の溝が住居内を横切 り、北壁

外に溝状のものがある。 3。 00× 3.40mの 方形の竪穴住居址で、主軸方向N18° Wを はかる。壁はほぼ直 にほ

りこまれている。床面の
'1犬

態はよくなく、柱穴 も検出で きなかった。貝宇蔵穴 と思われるほ りこみがカマ ド

前 と西にある。 カマ ドは北壁中央部 にあって、袖石 と天丼石をつかった粘土 カマ ドで、くずれていた。 カ

マ ド内に土器がこわれこみ、火床中央 に石 を立てた支脚 がある。

遺物 土師器、須恵器、灰釉陶器があり、量 は多くない。土師器 (97図 )は甕 (16・ 17)の みで、須恵

器は塚 (14・ 15)と 甕 (18)、 壷がある。灰釉陶器は壺 と碗 の破片がでている。

ウ)3号 住居址 (51図、97図 、124図、写六十八 )

遺構  1号住居址の西 に接 してあり、用地西端にあって、水田土手下 に西壁 が入 り調査で きなかった。

南北3.50轟 、東南4。 10m以上の長方形の竪穴住居址で、主車由方向N78° Wを はかる。壁 のほ りこみは水田造

成時 にけず られ、床面 もあれていた。柱穴 も確認で き,な い。カマ ドは西壁南 よ りあったが、けず られて、

火床の焼土 を残すのみであった。

遺物 土師器、須恵器、石器があるが量 は少 ない。土師器 (97図 19・ 20)は甕 と、須恵器は杯片 がでて

いる。石器は砥石 (124図 102)が でている。

イ 土墳 (98図 )

遺構 用地内南西 にあって、遺跡台地の南縁端 にある。直径48cm、 深 さ40cmの 大 きさである。

遺物 土墳埋土中より、土器 (98図 1～ 8)片 がでている。その文様か ら見て縄文時代中期初頭のもの

であり、 3は西 日本の船元式土器である。

ウ その他の遺物

遺構外からの土器 (98図 )は、中期初頭 (9～ 11)、 加曽利E式土器、堀之内式土器、弥生後期座光寺

原式土器 (12・ 13)、 土師器、須恵器 (14)、 中世陶器 がある。石器 (124図 )は打石斧 (304)、 磨

石斧 (5)、 スクレイパー (6)、 石鏃 (7)が あり、宋銭 (131図 17)も ある。

3)ま とめ

集落は用地西側 にある。用地内の遺構 は縄文時代中期初頭の土墳 と、古墳時代後期の住居址 (1号 )と

平安時代の住居址 (2・ 3号 )が検出された。中で も 1号住居址のセ ッ トと、土墳出土の土器が注 目され

る。 (遮那 )
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15上 の 金 谷 遺 跡

1) 位置

遺跡は飯田市伊賀良地方1274～ 1282番地 にある。(5図 3、 写二十九)。 三壺洪」遺跡 とともに、南沢川扇

状地の北東端 に位置する。小 さな流 れによって形成 された台地先端部 が遺跡 となり、水田、畑 となってい

る。標高 538～ 539m、 まわ りの凹地 よりlm高 い。

中央道は台地先端音『を横切 っている。グリットはセ ンター 101+40を AAと し、BKま で、40～ 61ま で

に設定 した。

遺跡の地層は耕土、褐色土、砂礫土層 となり、遺構 は砂礫土層 をほ りこんでいる。

2) 遺構 と遺物

遺構は台地 に密集 して、住居址、柱穴群、土墳などが検出され、住居址 は弥生時代、古墳時代、平安時

代、中世のものと各時代 にわたるものである。

ア 住居址

ア)1号 住居址 (52図、98図 、99図 (124図 、写六十九 )

遺構  用地内南は じの、台地南縁 にある。3.90× 4.35mの 長方形の竪穴住居址で、主車由方向N54° Wを は

かる。壁高10cmと 浅 い。床面は中央音5に 良好 な部分 があるが、全体 に軟弱である。柱穴 は 4主本主であるが

中世 と思 われる柱穴 も入 って、穴 が多く見 える。東南壁の南よりに貝宇蔵穴 がある。炉 は北西主柱間の中央

に径50cmの 円形 にほ りくぼめ、南 よりに胴下部 を欠 く甕 をうめている。それに接 して南に石 をお き枕石 と

す る。

遺物 土器、石器がでている。土器 (99図 )は高ネ と甕 (98図 15016099図 1～ 3)で、器形、文様か

ら見て、中島式土器前半 (座光寺原式後半 とも考えたが)で ある。石器は打石斧 (124図 8)、 石庖丁、

磨石 (9)、 敲打器 (10・ 11)、 台石 (12)が ある。

イ)2号 住居址 (53図、99図 、写六十九 )

遺構 用地内東端の台地先端部 にあって、これのみ孤立 している。4.50× 5.00mの 長方形竪穴住居址で

主軸方向N77° Wを はかる。壁、カマ ドは水田造成時 にけず られて、床面 とカマ ド基底部 を検出 した。床は

カマ ドか ら中央 にかけて貼 り床がありかたいが、他 は軟弱である。柱穴 は力■ ド北側の以外は確認で きな
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かった。 カマ ドは東壁「卜央部にあって、粘土 力々 ドである。火床中央 に支脚用の石を抜いた と思 われる小

ビットがある。カマ ド構築の1捺 、床面 レベルよリ ドにまでほ りこんでいる。

遺物  土師器、須恵器が、カマ ド内よりII Iて いる。三ll師 器 (99図)は杯 (6)と 甕 が、須恵器は:蓋 (4

・ 5)、 J不 (7)がでてお り、平安時代のものである。

ウ)3号 住居址 (53図 、98図 、99図 、124図 、写七十、七十一 )

遺構  台地先端t南 よりにあって、 1・ 5号住居址 にはさまれる。3.90文 3。 70mの 南隅がメL味 をもつ方

形竪穴住居址で、主軸方向N38?E(一 番最初)を はかる。壁の,1犬態はよくない。床面は中央部 が貝占り床で か

た くてよい。柱穴 は 4主柱ラせである。北西壁中央 に貯蔵穴 と思 われるピッ トがある。 また 4隅 にもピッ ト

が見弓れる。炉は 31団 移動 してお り、炉 1→炉 2→炉 3と なる。炉 1は北東主柱穴 によって、中間に円形

にほりこんでいる。内部 より甕片 あ り。炉 2は 90° 西へ移動 し、北西主柱間中央 に床面 を円形 にほ りくばめ

力f底 に甕片が見られる。炉 3は 180° 東 にふれて、東南主柱穴間中央 を径30× 40cmの円形 にほ りくばめ、中

央 に底部を欠 く甕 をうめ、西に石 をおいて枕石 としている。

遺物 」1器 と石器が出土 し、土器 (98図 、99図 )は甕 (98図 17、 99図 9)、 台付甕 (10)、 高ネ (8)

がある。 9は炉 3に うめ られていたものである。器形、文様か らと、高率 の器形から見て、中島式土器前

半のものである。石器は磨石 (124図 13)がでている。

工)4号 住居lll(53図 、写七十二 )

遺構  1号住居址 と 3号住居lllに はさまれ、 6号住居址の西 にある。水田造成でけず られてお り、東南

壁は不りl、 3。20m短辺 とす る長方形の竪穴住居llLで 、壁 と床面の)1犬態はよくない。主軸方向N44° Wを はか

る。村シ
:て

は 4たし六ル以_Lと 孝与えらイ■る。「西「呂にピッ トσりあるヲ長りとLし をもつ。

遺物 中世陶器片が出ていると

オ)5号 住居址 (54図、98図 、99図 、124図 )

遺構  3号住居址の東 にあって、台地先端部 になる。 6号住居址 に東壁 をきられ、柱穴群 Iが上 にのっ

ている。5.80× 6.15mの 方形竪穴住居址で、N33° Eを はかる。壁は直 にほられ、30～ 40cmあ る。床面は全

f本 に1り(弱 である。柱穴は 4主柱穴で、南側 に 2つ の支柱穴 がある。南隅 に貯蔵穴 と思われるピッ ドがある。

灯fは北側主柱穴間中央の床面 を円形 にほ りくばめてある。 この住居lllは 他の住居址 (同時期の 1号・ 3号

住居址 )と ちがって、住居内埋土は粘土であった。 これは水がよどむような浸水があったためと思 う。

遺物 」l器 、石器が少量でている。土器は壺 (98図 18)、 甕 (99図 11)が あり、中島式土器である。石

器は石鏃 (124図 14)がでている。

力)6号 住居址 (54図 、写七十二 )

遺構 台地中央部先端 にあって、柱穴群 Iの 東南にある。用地界のため東南壁を検出で きなかったも南

北 6。45mの方形竪穴住居lllで 、主軸方向N50° Wを はかる。壁はなだ らかに傾斜 して床面になっている。北

西壁穴央 に方形の張 り出 しがあって、石 と粘土が入っている。住居内はほぼ南北に間仕切の土手があって



東室 と西室 にわかれ、東室 は全」引
`検

出で きなかったが、中央 にFlを おいて束 に走 る土手が 2列 ある。西室

は、張 り出 し湘
`ゴ

Lイ貝1に 、東西 に礫 を並べて」l手 をつ くり、間仕切 りとしている。その北側の中には粘土塊

が見られた。柱ク=て

は[齢家と雪リトに囲むようにある。

遺物 青磁碗、自磁碗 、志野皿 、山茶碗、片「l鉢 の破片がでている。

キ)7号 住居址 (55図、99図 、128図 、写七十二、七十六、七十八)

遺構 用地内の西部 にあつて、台地中央部 にある。 9・ 12号住居址の北 にあって、13号住居力Lと 並ぶ。

この住居址の上に 8号住居址 がのる。また後世 (中世 か)の溝が住居内を流れている。4.70× 4。 60mの 隅

丸方形II穴住居t止で、主軸方向N38° Eを はかる。壁はほ |ゴ直 にほ りこまれ、30～ 40cmあ る。床面 は[主柱穴

内イ則がかた くて良好で、壁 によつた部分は軟弱である。柱穴は4主柱穴であるが北イ則のそれは検出で きない。

炉南イ貝1に浅 い柱穴が 3こ 並んでいる。住居内中央部 にも浅 くて比較的大 きなほ りこみがある。炉 は南側主

柱穴間中央の床面 を方形 にほ りくばめ、中央 に甕 をうめ、北 に石 をおいて枕石 とする。壁外の施設 として

この住居址 につ くものと思われる周溝が、南 と北は長 く、東 と西は短 かくあり、南のそれには/Jヽ さいピッ

トもあつて、屋根 との関係、壁 などが考えられる。 さらに19012号 住居址 との間には柱穴列 もある。

遺物 土器、土製品がある。土器は壺、甕 (99図 12)、 高不 があっ
iて

、12は 炉 にうめ られていた。土製

品 としては、甕底部 を再加工 した紡錘車 (128図 9)が ある。中島式土器である。

ク)8号 住居址 (55図、99図 、128図 、写七十三 )

遺構 台地中央部 にあって、11号住居址の東 になる。 7号住居址の上にのっており、水田造成時 にけず

られて、カマ ドと床面の一部 を検出 したのみである。プラン、大 きさは不明6主軸方向N57° Wを はかる。

カマ ドの前 に一部貼 り床 が見 られた。カマ ドは西壁 にあ り、粘土 カマ ドである。袖の中より甕片 があって

土器片 を心 にしていたと思われる。火床中央 に支脚石のぬかれた痕跡 がある。

遺物 土器師の須恵器、土製品で少量である。土師器は塚 (99図 13)、 甕、須恵器は杯がある。土製品

は中
′二に一孔をもつ半球状の紡錘車 (128図10)がある。平安時代のものである。

ケ)9号 住居址 (56図 、98図 、99図 、124図 、写七十四 )

遺跡 用地 内西端 にあって、 台地南縁 にある。 12号住居址 と並んで 170m西 にはなれている。 6.60×

6.40mの 隅丸方形の竪穴住居址で、主軸方向N22° Eを はかる。壁高55cmでほぼ直にほ りこまれた。当地方

としては最大級 (こ の時期)の ものである。床面は全体 に軟弱である。北西隅は湧水のため調査で きなか

った。柱穴 は 4主柱穴である。炉 は確認 されなかったが、北側主柱間中央 に浅 いピットがある。焼土、埋

甕 はないので、炉 と断定で きない。ゴヒ壁東 よりを切 って、土拡16がある。 この住居がうまってス リ鉢冽犬の

凹みがで きた時点での中央凹地から、土器片 と共 に会」形石製摸造品の大 きなのがでた。

遺物 土器、石器があり、土器は壺 (98図 19～ 23、 99図 15)と 甕 (98図 14)が ある。器形、文様から見

て中島式土器である。石器は磨右斧 (蛤 刃か ?)(124図 15)も でている。
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コ)10号住居址 (55図、100図、101図、写七十四、七十五 )

遺構  用地内西部、台地南縁 にあって、12号住居址 にわずか北 にずれてのっている。5.40× 4.90mの方

形の竪穴住居址で、角がきちんとしている。壁はほぼ直 にほ りこまれ、25cmの 高 さある。床面は貼 り床で

かたい。柱穴 は 4主相しであ り、ゴL西 にも支ホ主穴 かと,思 う柱穴 力れ くヽつ かある。貯蔵穴 は南昼圭よりに、東イ則

と、西側 にあって、東のそれからは小形丸底土器が、西側のそれからは小形甕 が出土 した。また床中央西

よりに浅 い凹みがあり、焼 けていないが、弥生時代の炉 に似 る。 ここを中心 に西壁ぞいに高杯 をは じめと

す る遺物が集中 してある。炉は中央 よりやや北西 によってあり、床面はほとん ど平 らかであり、よく焼 け

ている。この住居址 は火災 にあい、建築材が中央 に向って走 って いる。1こ の本炭 を学習院大学木越邦彦教

授 に測定 して もらったところ、C-14(Gホ ー4209)の 数値:AD 400± 80と でている。

遺物 火災のためか、遺物の出土は多 く、すべて土師器である。石器 もでている。土師器は対 (2個体 )

(100図 102)、 壺 (2個体)(16017)、 高杯 (13個 体以上)(3～ 15)、 鉢 (1個体 )、 小形甕 (2個体 )

(18019)、 甕 (3個体以上)(101図 1～ 3)でていて、 とくに高杯 が多い。 これらのセ ッ ト、器形 か らみ

て、和泉式土器である。石器は砥石、磨石がでている。器種不明であるが鉄片 もある。

サ)11号住居址 (57図、101図、写七十六 )

遺構  用地内中央部西はずれにある。3。 75× 3。 35mの方形の竪穴住居址で、主車由方向N67° Wを はかる。

壁の状態、床面の状態はよくない。柱穴 にしては大 きいが、直径 90cmの 円形 ピットがコーナーにあり、南

コーナーだけない。カマ ドは西壁の中央 より西 によってあり、石組粘土カマ ドである。ゴヒ側のネ由は破壊 さ

れている。火床 には支脚の石が立つ。カマ ドの中と、まわりに遺物がで る。住居内出土の本炭で測定 して

もらったところ、C-14(Gak一 -4211)で AD 890± 85の 数値 がでている。       ヽ

遺物 土師器、須恵器、灰釉陶器があり、土師器は杯 (101図 11)と 甕 (4)、 須恵器は杯、蓋、甕 が

あり、灰釉陶器杯片がでている。平安時代のものである。

シ)12号住居址 (57図、101図、102図、124図、写七十六、七十七 )

遺構 用地 内西部 にあって、 9号住 居址 の東 に並ぶ。10号 住 居址 が20cmの 高さでのっている。4185×

5。30mの方形 の竪穴住居址で、主軸方向N26° Eを はかる。壁は47cmと 高 く、ほぼ直である。床面は平 らで

硬 く良好である。主柱穴は 4主柱穴で、東壁南よりと、西壁中央 に貯蔵穴 がある。炉 は北側主柱穴間中央

の床面を円形 にほりくばめて、中に甕 をうめている。 2回つ くりなお したため、古い埋甕 がゴL側 にこわれ

てある。枕石 はない。

遺物  この時期 としては多くの土器が出土 した。土器は壺 (102図 102)、 甕 (101図 6～ 10)、 高

杯 (5)がでており、10は炉の古い方の埋甕、 6は新 しい方の埋甕で ある。器形・文様から見て、中島式

土器の古い方である。石器は有肩扇状石器刃部 (124図 17)と 凹石 (16)がでている,。

ス)13号住居址 (58図 )

遺構  7号住居址の西 におちこみを確認 したが、畑地の石垣 があって調査で きなかった。出土土器片 か

ら見て弥生時代の住居址である。
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イ 柱穴群

ア)柱穴群 I(57図 、写七十八 )

柱穴群 Iは用地内東側 中央部 にあって、

よく、 2間 × 4間 の、8。 30× 4.10mの 大 き

5号住居址の上 にの り、 6号住居址 の西にある。柱穴 は通 りが

さで、長車由方向N42,Eを はかる。遺物はない。

イ)柱穴群 Ⅱ (58図 、写七十六 )

柱穴群 Ⅱは用地内西部 にあって(9・ 12号住居址 と7013号住居址 の間を、密 に「し」字の字形 に並ん

であり、住居群 を区切柵 をおもわせ るも

ウ 溝状遺構

溝 1は 7号住居址 を切 ってお り、、西から流れて きたのが、 7号住居址東タトでゴLに まがっている。巾 1.5

m、 深 さ 1。 lmの V字溝で、 2号住居址 と 5号住居址の間にも溝 を確認 しているので、それにつ ながるも

のと思 う。

ェ 土墳

土墳は南側 に集中 し、全部で16検出 している。南部のそれは湧水がはげしく、土墳内部 を充分検出で き

ないものもあった。糸電文時代、平安時代、そして中世の ものがあり、 102011は いわゆるロァムマウン

ドの土墳で、ロームがないので、砂マウン ドとなっている。11よ り縄文時代前期末の土器片がでてお り、

これらはその頃の ものと思 う。土渡 5は 中世の井戸 と思 われる。土墳 8は 7の上にのって東 にあり、 この

2つ は用地内北東 はずれにある。 8に は焼土、粘土が見 られ、石 もあって、一見カマ ドを思わせ る。土師

器甕、須恵器不 (102図 5)、 蓋 (304)が でている。土渡 については表を参照 してほしい。

オ その他の遺物

遺構外から出土遺物は縄文時代から中世 までの各時代 にわたっている。土器では、縄文時代前期の諸磯

C式土器、前期末土器 (98図30～ 40)、 中期加曽利E式土器、弥生時代後期土器、土師器は和泉式 と国分

式が、須恵器はIV様式の壺、不 (102図 6)、 蓋が灰釉陶器の碗 、中世陶器は山茶碗 、古瀬戸、常滑、天

目、青磁、自磁 などがでている。石器は石鍬 (124図 18019)、 打石斧 (20021)、 磨石斧 (22)、 スク

レイパー (23)、 石鏃 (24)が ある。石製品 としては大形の剣形石製摸造品が 9号住居址の覆土から出土

している (128図 11、 写六十五)。  鉄製品は鋤先 など、時期不明のもの、器種不明のものがある。中国

銭 (131図 18・ 19)も でている。かわったものとしては、中世陶器片でつ くった土製円板 (129図 19)も で

ている。
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まとめ

調査の結果、住居址、柱穴群、土渡などの遺構 があった。縄文時代の住居址 は検出で きなかったが、土

渡があり、土器もあることから当然、集落の存在が考ぇられ、用地北西の台地中央部にあると考える。弥
生時代、古墳時代、平安時代そして中世と4時代の住居址は集中しており、台地南縁の先端部を選んでい

る。このあり方からみても、北から西にかけて広がってぃることがわがる6弥生時代住居址は 7軒検出し

1・ 305と 、9012と (13・ 7の 3群があり、後者2群は間に柵をつぐっていたらしtゝ 。また71よ 壁外
に周溝 をもち注 目される。 9号住居址の大 きいことと、12号住居址の土器セ ッ トは好資料である。座光寺

原式土器から中島式土器への流 れの中で、セ ットを中心 に再検討す るものを与 えてぃる。古墳時代和泉期

の住居址 は当地方では数少 ない。 しかも、そのC-14が測定 されたことは、この土器群セ ッ トととも、貴

重 な資料 となる。高杯の出土が多く、祭祀的な性格 を思 わせ、 となりの 9号住居址覆土出土の石製摸造品

とともに注意 される。平安時代の住居址 は 3軒で、点在 している。灰釉陶器が少ないことから見て、平安

時代でも前半 にい く。中世の住居址 は今回の調査でいくつ も検出されてお り、それが全て伊賀良地区で あ

り、同一 レベル (等高線的 に)で、近接 していることか ら、この一帯の広 が りとまとまりの中で理解 され

るものと思われる。柱穴群 Iも 同時期 と考える。 (松永 )

3)



16 大 門 原 B遺 跡

1) 位置

遺跡 は飯由市座光寺原81～ 183番地 にあって、大門原遺跡群の一つである。扇状台地の上段 と下段への

移行する傾斜地 にあって、昭和45年 に中央道用地内は発堀調査 されている。詳細 は昭和45年度飯 田地区そ

の 1の報告書を参貝召してほ しい。

その後、この地 にパーキ ングエ リヤの設置がきまり、用地外 に広がることがはっきりし、その部分の調

査 を47年度 に行 なうことになった。当初の予定では用地追加買収 も早 くすむと思 ったが、交渉 が進展せず

や きもきさせた。調印は48年 3月 に入ってなされ、́契約期限末近 になった 3月 中旬 に調査 をす る。

2)調 査

45年度の調査では、用地内南側傾斜地 に弥生時代後期の住居址 が 5軒検出され、それより北 によって縄

文時代中期の土墳群 が検出 された。今回はそれ らの遺構 があった傾斜地南東 に トレンチを入れる。その結

果、遺構は検出できなかった。遺物 としては、土器、石器を得ており、縄文時代中期加曽利E式土器、弥

生時代後期座光寺原式土器、石器は打石斧、有肩扇状形石器などがあった。前回の調査時 と変 りはない。

(佐藤 )
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が

飯田市地内その 2  の発堀言周査 は 4月 10日 から女台まり、 7月 22日 に一 まず終 った。その後、 力ヽ ぶき畑遺

跡 と大門原B遺跡の調査 をい く日かした。暖 かい季節 に、後半の梅雨 もあまりやられなく、16遺跡 の調査

を順調 にすんだのも、この地内の調査 が45年度 につづいて 2回 目であり、多勢参カロしてくれた調査作業員

の中には経験者が多かったこと、地元教育委員会の協 力もあってのことである。今年は飯 田市の他 に高森

町 と松川町の調査 もあって、それぞれともに多大の成果 を得てお り、その整理・ まとめも短期間の中で大変

な仕事であった。ここに立派 な報告書 としてまとめることがで きたのは、関係機関、関係者のご協 力、 ご

支援のおかげと、調査団全員の努 力の成果であり、団長 として厚 く感謝 したい。

本年の調査 は、各地区 とも多くの成果 を得ており、この飯田地内も予期以上であった。

旧石器時代 については、石子原遺跡 が特筆 される。まさかと思 っていた場所 に、旧石器が発見 され、そ

の重要 さに調査団はとまどった。 これについては、東北大学芹沢長介教授の指導 を受けることがで き、飯

田市地内その 3 として、立派 な報告書をまとめることがで きた。それを是非見てもらいたい。

縄文時代については、石子原遺跡の早期押型文土器 と土墳群、小垣外遺跡 の前期末住居址 と土墳群、中

期では、柳田・上の平東部・酒屋前・滝沢井尻・辻垣外・小垣外の六遺跡で、加曽利E式土器の住居址 を

検出 した。特殊 なものとして、石子原遺跡 の配石 と上の平東部遺跡の塑像 が注意 される。後期 としては小

垣外遺跡 の資料がまとまっている。

弥生時代では、大東・酒屋前・滝沢井尻・上の金谷遺跡で住居址 が検出され、資料 も豊かさを増 し、後期

文化 を解明す る手がかりを与 えた。石子原・滝沢井尻両遺跡で方形周溝墓が発見され、 とくに滝沢井尻遺

跡 の鉄剣二回は特記 に価する。

古墳時代では、石子原古墳のあり方 一一方形周溝墓 とのつなが り、いくつ もある土墳一一 が、当地方の

円墳 を再検討 させ るきっかけとなった。住居址 は三壺洪j・ 上の金谷両遺跡で 1軒ずつ検出 した。いずれも

土師器のセ ッ トは好資料である。     i

平安時代のは、六反田・滝沢井尻・小垣外・三壺渕・上の金谷遺跡で住居址 が検出され、小垣外遺跡12

号住居址では緑釉陶器、墨書のある土器がでて注 目される。育良駅 との関連 もこの附近 にありそうだ。

中世の住居址、柱穴 (建造物)は注 目をしなければいけない。中世の竪穴住居址は本年当地方各地で注

意 され検出されている。ここでは酒屋前遺跡 を中心 に相当に大規模 な建造物 と、集落群が考 えられ、伊賀

良の庄の関連で理解 される。また酒屋前遺跡 の精練遺構 は新知見である。諸学兄の指導を得たい。 (大 沢 )
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土 墳 一 覧 表 柳 田 遺 跡

立
否

口
万

プ ラ ン 大  き  さ
状 態 (上部,内部など)

工 遺 物

平 面 断 面 東西cm 南北cm 1架 さcm 土 器 石 器 その他

円 形 上部に木炭塊と焼土 縄 中

不整形 3ケ の凹み

不整台形

不  整

長 方形

床面よりやや浮いた状態で土器
集中

・
器

斧打
打 縄 後

円 形 溝に切られる 。
鏃

斧打
石 縄 中

不  整

楕 円形
打 斧

楕円形 東側に円形ピット 縄 中

不整形 2号住と切り合う

不  整

楕 円形
縄 中

円 形 1号住内にあり、上面張床

石 子 原 遣 跡

円 形 径 80 焼土あり 木炭あり

木炭あり

木炭あり

焼土あり 木炭あり

焼土 木炭あり

大円形 不 焼土塊 木炭あり

長円形

円 形

不 不 焼土あり 焼土有



土 墳 一 覧 表 石 子 原 遺 跡

立
合

口
万

プ  ラ  ン 大
状 態 (上部,内部など)

加 工 遺 物~IL~慕 ~「
石
~慕 ~| 

万́花平 面 断 面 東西cm 南北cm 深さcm

焼土あり 焼土有

長楕円

円 形 ロームマウンド
|

円 形 ロームマウンド}縄文時代土墳

楕円形 ロームマウンド|

ボ 1 円 形

1弥
生時代土墳

ボ2 長方形

配石 1 内側に石棒立

六 反 田 遺 跡

ロー ム

マ ウ ン ド 長 180 短 160 マウンド上に焼土

ダ  円 長 128 短 80 32

ダ  円 長 110 短 80

長ダ円
長 径
350

短  径
155

円  形 フラスコ 覆土黄褐色土 イ
斧

ス石

石

円  形 内部に石・焼土・木炭あり
底部近 くに

土器底部 石 斧

円 形 径80 55 底面は平ら、覆土褐色土 中期前半
土器

跡遺東大

長 円 底平り
1ゲ

ユ|:!:::黒こ全
タマゴ スリ鉢 石多入る 木炭多

不整円

長 方 底平 木炭片多

円 フラスコ 底平 110

円 フラスコ ク  130

円 フラスコ 54 ク 110

円 フラスコ // 110

中 世円 フラスコ ク 110 青磁片

円 フラスコ ク 60 ド11を 切る

円 南半分をド10に 切られる



土 渡 一 覧 表

工
含

口
万

プ  ラ  ン 大
状 態 (上部,内部など)

工 遺 物

ギ面1断 面 東西cm 南北cm 深さcm 土 器 石 器 その他

円

円 浅いピット有り

円 壁はほとんど直

円 フラスコ フク土……ローム混り黒色土

円

円 75 75

円

円

円 スリ鉢

不整円 フク土…ローム混り黒色土

22 円

円 ク西側で6 cm袋状に入り込む

円

円

円 スリ鉢

不整円

円 ク ド29に より切られる

円 ク ド28を 切っている

円 スリ鉢

円 フラスコ 74

32 不整円 スリ鉢
ロームを掘 り込み
フク土はローム混 り黒色土

円 フラスコ ク 東で20cm袋状になる

不整円 ク ド35に 切られる

円 スリ鉢 ク ド34を 切る

不整円 ク 南側にピット有り

円
ク子 供 頭 大 の石 2こ 南 に15cm

の こぶ し大 石 2こ 張 り出 を もつ 常滑片

クド39と 切り合っている

クド38と 切り合っている

不整円 フラスコ

円

クド44に 切られる
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土 墳 一 覧 表 跡遺東大

~「

  |一番
日
万

プ  ラ  ン 大
状 態 (上部,内部など)

1 加

1土 器

工  遺

石 器

物

その他平 面 断 面 東西cm 南北cm 深さcm

スリ鉢 クド44に切られる

ク420ド 43を 切る
|

|  _____

L____楕 円

円 フラスコ

ク暑PI管覗
齢0覆 tr帥ほど

?
ク長軸60cm位 の石が 2個入 りこ
んでいる

ク底径 130

フラスコ ク西でド52を わずかに切る

クド51を わずかに切る
土面に子供頭大の石 1こ 有 り

ク実景ξ菫ピ讐:::磐 fィ富;it層 |:;

54

不整楕円 スリ鉢 ク底に子供頭大の石3個 ある

円

不整円 ―
   

「 |

楕 円 スリ鉢

不整楕円 ド60に 切られる

円

不整楕円 25

2770
中央に長軸 100短軸50深 さ50の
落ち込みがある

円
小 ピ ッ トが 3つ あ る
ド64を 切 る

64
小 ピ ッ

ド63に
あ
れ

つ
らヽ

３
切

が

で

酒 屋 前 遺 跡

釆
目
万

プ  ラ  ン 大
状 態 (上部,内部など)

加 工 遺 物

平 面 断 面 東西cm 南北cm 深さcm 土 器 1石 器「マ万石
円 形 径90 「

楕円形 中

円 形 径100

長方形 一部集石

円 形 フラスコ1犬

不  整

長方形

|



土 墳 一 覧 表

状 態 (上部,内部など)

平 面 1断  mi

横 刃 2

石 鏃 1

つ ば付

深鉢 片

スクレイパー1

横刃1、 打斧1

打斧 1

スクレイパー1
ロームマウンド

一部集石 粘土あり

径115
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土 墳 一 覧 表

状 態 (上部,内部など)

溝1に切られる      |

溝1に切られる

溝1に切られる

打斧 2

石皿 1

溝1に切られる 焼土あり

石鏃1磨斧
1 翻 1

スクレイ
イパー1

一-97-一



土 墳 一 覧 表

番 | プ  ラ  ン

号 1平 面 1断 面 南北cm l深 さcm
状 態 (上部,内部など)

打斧磨石1

40× 40× 10cmの フタ石あり

天目茶碗片
片口片

土墳をとりまいてピット5ケ あり
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土 墳 一 覧 表 滝 沢 井 尻 遺 跡

小垣外・辻垣外遺跡

立
合

口
万

プ  ラ  ン 大  き  さ
状 態 (上部,内部など)

工 遺 物

平 面 断 面 東西cm 南北cm 深さcm 土 器 石 器 その他

//  75

不整方形 140 スリ鉢片 鉄 滓

円 形 径 80 釘

ク 110

楕円形 深鉢片 加E

円 形 径 120 深鉢片

ク 130 深鉢片 打 斧

方 形
不  整

長方 形
覆土中に石組 炭

円 形 すり鉢

方 形 長方形 山茶碗をコーナーよりにおく 山茶椀

円 形 袋 状 97 円形プランにそうて表面に石組

長楕円 すり鉢
の
物赫

化
く
炭

不整円 段をもつ 上面から内部に石を充満 堀ノ内 骨 片

円 形 長方形 覆土中に石組

打 斧

袋 状 75

不整楕円 すり鉢 ロームマウンド

円 形 舟 底 上部に礫1

西にピット内部に礫少し入る 前期末

27 ロームマウンド カロ E

不 明 不 明 ロームマウンド 前期末

円 形 舟 底 175

底部に礫1

方 形 袋 状 75 中期初頭

円 形 はり出しを持つ内部に礫

不整円 ロームマウンド カロ E 石 錘

双 円 75 有段小さい方はPitか

方 形 上部に石組
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土 墳 一 覧 表

立
否

口
万

プ  ラ  ン 大  き  さ
状 態 (上部,内部など)

工 遺 物

平 面 断 面 東西cm 南北cm 深さcm 土 器 石 器 その他

円 形 上部に礫多、底面にも密着

卵 形 炭化物 縄前末

円 形 フラスコ形 ク 底面に4ケ の小礫

楕円形

円 形 底面に礫、径30cmの ピット 縄 後

卵 形

楕円形 北東壁は階段状 縄 後

隅丸方形
打 器 (3)
石  錐

円 形
筋
スクレイパー 縄前末

石  化

石 鏃 (2)

整
形円

不
楕

75 西半部 階段状

卵 形 上部に礫多 磨石斧 縄 後

円 形 フラスコ形
底 面 よ り33cm上 部 に か た い

ロー ム混 黒 土 あ り

~石
 ヒ

石 鏃 (2)
縄前末

フラスコ形 54 炭化物 縄前末

縄 中

楕円形 フラスコ形 炭化物 底 部 打石斧

隅丸方形 東隅ピット 横 刃

円 形
横刃・凹石・
スクレインV

22 295 ロームマウンド、炭化物多 凹 石 縄 後

23 円 形

楕円形 自然石2ケ 縄 中

下整方形

楕円形

不整円形

炭化物 縄 中

不整方形 ピット3ケ 縄前末
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土 墳  ハ 覧 表 小垣外・辻垣外遺跡

立
否

口
万

プ  ラ  ン 大  き  さ
状 態 (上部,内部など)

加 工 遺 跡

平 面 断 面 東西cm 南北cm 深さcm 土 器 石 器 その他

円 形 フラスコ形 炭化物

32 上部に張り床と焼土塊 縄前末

楕円形

円 形 縄 中

不整円形 炭化物、3ケ のピット状凹み

楕円形 上面に自然石・東上面焼土 注 口
打石斧横刃

石鏃玉石皿 縄 後

37 円 形 焼土 縄 中

卵 形 上面に石3ケ

円 形 75

縄 中

底面にこぶし大の石を敷く

フラスコ形

44 長方形 山茶椀 中 世

44 台 形
140×
110 浅いピット3ケ あり

楕円形

こぶし大の石がつまる 打石斧

長方形 上面に自然石が散在する 横 刃

楕円形 55 北壁寄りにピット

225
南西部はロームでおおわれる
北壁寄 りにピット

打 石 斧
・ 横 刃 縄 中

円 形 フラスコ形 55 炭化物

52 土墳 53に 切られる 打石斧
・磨石

フラスコ形
10～ 50cmの深 に 300数 ケの石つ
まる 山茶椀 中 世

55

不整円形 石 錘 縄 中

57 円 形

卵 形 3号床面がはられる
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土 墳 一 覧 表 小垣外・辻垣外遺跡

立
否

口
万

プ  ラ  ン 大  き  さ
状 態 (上部,内部など)

工 遺 物

平 面 断 面 東西cm 南北cm 深さcm 土 器 石 器 その他

楕円形

不整方形

64 不整円形
t塀謳3に 切 られ る

底 面 自然 石 1ケ

炭化物

ロームマウンド
打石斧
・石錘 縄 中

焼土 おろし皿 中 世

円 形 打石斧 縄 中

フク土に数点の礫 中 世

75 炭化物

72 縄 中

73 打石斧

半円形 ロームマウンド 縄 中

75 円 形

自然大礫

77 縄 中

中 世

西半分にロームマウンド 縄 中

整
形方

不
長

37 西側にロームマウンド

不整円形 75 南半分にロームマウンド 縄 中

楕円形 75

75 25 北半分に  ク

卵 形 炭化物 縄 中

不整円形

円 形

横 刃

不  整

楕 円形 炭化物 北壁急傾斜 縄 中

365

- 102-一



土 墳 一 覧 表 小垣外・辻垣外遺跡

三 壺 洲 遺 跡

プ  ラ  ン 大   き    さ
状 態 (上部,内部など)

工 遺 物
口万 平 面 断 面 東西cm 南北cm 深さcm 土 器 石 器 その他

不  整

楕 円形 打石斧 縄 中

楕円形 炭化物 東壁にピット1ケ

フラスコ形 人頭大の礫がつまる 縄 後

円 形 炭化物 縄前末

フラスコ形

75

フラスコ形 横 刃

フラスコ形
上 面 に少量 の焼 土・ くるみ の炭
化物

楕円形 140 フク土上部人頭大の石1ケ

円 形

土器底部が逆位で出土

フラスコ形 フク土に人頭大の石2ケ ク困

楕円形 北西壁階段状、北壁にローム堆積

上面は土器集中箇所Aに よりは
り床 される。炭化物 縄 後

円 形 雀監 48 内部より中期初頭土器
(西 日本系土器を伴 なう)
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土 墳 一 覧 表 上 の 金 谷 遺 跡

番
口万

プ  ラ  ン 大  き  さ
状 態 (上部,内部など)

工 遺 物

平 面 土 器 東西cm 南北cm 深さcm 土 器 石 器 その他

楕円形 すり鉢
不  明

(湧 水 )

不整円形 240 明
村

不
幡

土師器

楕円形
底面が北東に広がる
褐色土より掘 る

不整円形

円 形
砂層 。黒褐色土層・黒褐・黒褐
色土の互Bの覆土・底に石

須恵器山茶
碗土師器

不  整

長方形

底 面 に石

褐色 土 層 よ り掘 る灰 釉 片

隅丸方形 砂層を掘る

上部に粘土焼土 平石 須恵器
甕形土器局

不  整

長方形
底面に右 褐色土層を掘る 須恵器片 木 炭

土師器片

楕円形
明
↓

不
幡 褐色土のマウンド ピット3ケ 糸電姉

円 形 すり鉢 砂層を掘る

砂層を掘る底中央に石

10 ド15を 切る

ド15に 切られる

長方形
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{第 7表 土 製 円盤 一 覧 表

図 番 号 遺跡名 遺 構 剰追  mm 程彗  mm 辱華さmm 重 さg 音Ь  位 時  期

舞彗129 YNO その他 39.0 41.0 11。 5 20。 5 月同 力日E

第 129 2 SKC ―L場義16 37。 5 42。 5 10。 5 19。 0 月同 カロE

舞事129 3 SKC L場義59 37。 0 41。 0 9。 0 17。 5 月同 力日E

舞彗129 4 SKC _L場事59 44。 0 41.0 13.5 24。 5 月同 力日E

舞著129 5 KGB 6  生≧ 22.0 25。 0 8。 5 9。 5 月同 カロE

房3129 6 KGB 6  4≧ 32。 0 31。 0 9。 0 15。 0 月同 カロE

舞著129 7 KGB その他 22。 0 28。 0 12。 0 16.0 月同 カロE

舞彗129 8 KGB その他 25。 0 22。 0 7.5 7。 5 月同 力日E

舞著129 9 KGB 9  任ヒ 30。 5 35。 0 7.0 14。 5 月同_LttЬ 力日E

舞事129 10 KGB その他 52。 0 49。 0 8。 5 30。 5 月同_L音5 カロE

舞著129 KGB その他 40。 0 34。 5 11。 0 23.5′ 月同 カロE

舞事129 12 KGB 焼 土 群 40.0 40。 0 8。 0 25。 5 月同 力日E

鮮彗129 13 KGB 焼 土 群 31。 0 28。 0 11。 0 11。 0 月同 力日E

舞彗129 14 KGB 焼 土群 26。 5 21.0 9。 0 7。 5 月同 カロE

舞彗129 15 KGB 土 墳 12 40。 5 38。 0 5。 0 12。 0 月同 カロE

舞彗129 KGB 土墳 12 31。 0 27。 5 5。 5 8。 5 月同 カロE

房3129 17 KGB 土場義12 23。 0 23。 0 6。 0 7。 0 月同 力日E

房3129 18 KGB 」二場義12 25。 0 22。 0 5。 5 6。 5 月同 力日E

舞彗129 19 UKO その他 34。 5 33。 0 12。 0 19。 0 月同 カロE
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3.柳 田遺跡  (1:2000)  (1・ 2 住居址)
2。 かぶき畑遺跡  (1:2000)

第1図 飯田市地内中央道用地内遺跡分布 図及び地形図
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1.山田遺跡

3。 ようじ原遺跡                     4。 上 ノ平東部遺跡

第 2図 飯田市地内中央道用地内各遺跡地形図  (1:2000)
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1.寺山遺跡 2。 大門原 B遺跡 (1～ 5住居址 )
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第 4図 飯田市地内中央道用地内各遺跡地形図  (1:2000)
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第 3図 飯田市地内中央道用地内各遺跡地形図  (1:2000)
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1滝沢井尻遺跡・小垣外遺跡 ^辻垣外遺跡 (下 1～ 7住 居址、 8方形周溝墓、上 1～ 22住 居址、23柱穴群、24125土 器片集中、

26、 焼土群 )

2.三壺淵遺跡  (1～ 3住居址,4.土渡)         3。 上の金谷遺跡 (1～ 13住居址,14柱穴群)

第 5図 飯田市地内中央道用地内各遺跡地形図  (1:2000)
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1耕土
2暗褐色土
3粘質黒土
4ロ ーム混り褐色土

D

9  21

Ⅲ黒褐色土

Ⅳ日剖喝色土 (押型文土器包含層)

Vロ ーム層

７

′に

土
混
土

土

k
げ

古墳構築前地表面
第Ⅲ主体部 第Ⅱ主体部

郷一 勇l昔翁可T秀療に使用:′     ξ握薯1
Ib 糸屯ローム

1′ 茶褐色土

第 8図 石子原古墳実測 図

憔
釈
世
洲
熙
胆
瑯
拒
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2.2号住居址

2号住居址 (1:80)第 9図 上の平東音薩 :跡 1号 0
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1.六反田遺跡遺構全体図 (1:800)

⑥品
Ω 6
/し

′

20M

2.1号住居址 (1:80)

3.2号住居址 (1:80)

第 10図 六反田遺跡遺構全体図及び 1号・ 2号住居址



2.3号住居址 カマ ド

1.3号 住居址

N

4.4号住居址 カマ ド

第 11図 六反田遺跡 3号

3=4号住居址

5.5号住居址

4号 05号住居址 (1:80)
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3.大東遺跡A～ C地区遺構全体図 (1:800)
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第 12図 六反田遺跡土墳図及び大東遺跡遺構全体図
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第 14図 大東遺跡 3号 04号住居址及び土墳図
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1.土墳 D群 (1:160)
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1.遺構全体図 (1:1600)
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1.3号 04号住居址
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2。 5号住居址

第 18図 酒屋前遺跡 3号 04号・ 5号・
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1。 7号住居址

2.8号住居址

第 19図 酒屋前遺跡 7号・ 8号住居址 (1:80)
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2。 10号住居址

第 20図 酒屋前遺跡 9号 010号住居址 (1:80)
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第 21図 酒屋前遺跡H号 012号住居址 (1:80)
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2。 14号住居址

第 22図 酒屋前遺跡13号 014号住居址 (1:80)
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第 23図 酒屋前遺跡15号・16号住居址 (1:80)
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2.土渡

一

lM

3.土援 A群

第 25図 酒    練    び土墳図 (I′ :80)
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1.土渡 B群

酒屋前遺跡土墳図 (1:80)
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｀黒色土

第 26図



第 27図 酒屋前遺跡土墳図 (1:80)
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第 28図  酒屋前遺跡 ILttD群  (11120)
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第 29図 酒屋前遺跡土渡図 (1:80)
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1。 遺構全体図 (1:800)

第 30図 滝沢井尻遺跡遺構全体図及び1号・

3.2号住居址 (1:80)
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‖Q
1。 3号住居址

4号・ 5号住居址
lM

第 31図 滝沢井尻遺跡 3号 ・4号・ 5号住居址
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第 32図 滝沢井尻遺跡 6号・ 7号住居址及び柱穴址 (1:80)
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第 33図 滝沢井尻遺跡方形周溝墓及び溝状遺構 1
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3。 10号住居址

第 55図 上の金谷遺跡 7号・ 8号 `住居址 (1:80)
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第60図 柳臼遺跡出土土器 (1:3,但 し 102012, 1:6)
(1・ 2 1号住居坦L,3～ 9 2号住居班し,

10・ 11 土波 1, 12 土坂 4,13～ 15 土班 5,16。 17 土切[8, 18～ 26そ の他 )
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第62図 石子原遺跡出土土器 (1:2)
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(1～ 3 2号土渡 , 4～ 6封土 ; 7・ 8 1号方形周溝墓主体部 )
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第66図 石子原遺跡 (1～ 7)及び上の平東部違跡 (8～17)出土土器
(1 :3, 但 し8, 1 :6)(1～ 7そ の他, 8～ 101号住居址,H～ 172号住居址)
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第72図 酒屋前遺跡 7号住居址出土土器 (1
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第74図 酒屋前遺跡出土土器 (1:3,但 し106, 1:6)
(1～ 1111号住居址 ,

12～ 1612号 住居址,17～ 2113号 住居址,22～ 2514号 住居址,26～ 3115号 住居址)
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第78図 滝沢井尻遺跡出土土器 (1:3,但 し405, 1:6)
(1～ 3 1号住居址 ,4～ 19 2号住居址 )
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第79図 滝沢井尻遺跡 3号住居址出土土器 (1:3)
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第 80図  滝沢井尻遺跡出土土器 (1:3但 し1～ 51:6)
(1・ 2 3号住居址 ,

3～ 5 7号住居址 ,6・ 7方形周溝墓,8・ 9溝 3,10011土渡 6,12土

渡13,13土 墳14,14土 疲15ず 15～ 17土墳18,18・ 19土渡20,20～ 27そ の他 )
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第81図 滝沢井尻遺跡出土土器 (1:4)tl～ 144号住,15土壊3)
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第83図 小垣外・辻垣外遺跡出土土器 (1:3,但 し6, 1:6)
′            (1～ 5 6号住居址 , 6～ 19 7号住居址 )
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第84図 小垣外・辻垣外遺跡 9号住居址出土土
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第85図  小垣外・辻垣外遺跡出土土器 (1:4)(1～ lo
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第86図 小垣外 0辻垣外遺跡出土土器 (1:3,但 し2013, 1:6)
(116号住居址 , 2～ 1218号住居址 ,13～ 3522号住居址 )
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第88図小垣外・辻垣外遺跡出土土器 (1:3,但 し6, 1:6)
(1～ 3柱穴群Ⅱ, 4～ 29土 器集中地 I)
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第89図 小垣外・辻垣外遺跡土器集中地Ⅱ出土土器 (1:,但 し13,
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第90図 小垣外・辻垣外遺跡出土土器 (1:3)(1～ 23焼土群,24～ 27溝 2)
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第91図 小垣外・辻垣外遺跡 出土土器 (1:3)
(1～ 7土墳1, 8～ 12土墳2,13～ 33土渡3,34・ 3b土渡5,

36～ 38土壊7,39～ 42土渡8,43～ 50土墳9.51～ 57土疲13)
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第93図 小垣外・辻垣外遺跡出土土器 (1:3)
(1～ 3土墳19, 4。 5土渡70, 6・ 7土墳93,

809土渡97,10～ 32土墳98,33～ 38土渡99,39～ 41土墳 107)

-198-



10cM 21

第94図  小垣外・辻垣外遺跡出土土器 (1:3,但 し21, 1:6)
(1～ 20土墳 102,21土墳 108,22～ 25土墳 111,26～ 49そ の他 )
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第95図  小垣外・辻垣外遺跡出土土器 (1:3)
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第96図 小垣外・辻垣外遺跡出土土器 (1:3)
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(1～ 8土墳 1, 9～ 14そ の他,15。 16 1号住居址 ,
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第99図 上の金谷遺跡出土土器 (1:4)(1～ 3

1    8～ 10 3号住,11 5号住,12 7寿 住,13
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第100図 _上の金谷遺跡10号住居址出土土器 (1:4)
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